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さらば！追放された薬師の聖女はもう国には帰りません。

手柄を全部横取りされたのでまったりポーションを作ります

古森きり
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プロローグ




「最後に……［マナの花］の根を入れて……完成だわ」

　両手の甲に刻まれたデュアナの花の紋もん章しょうが光り輝き、小さな魔術陣がゆっくり回転する。

　小瓶の中の液体が淡い光を放つ。薬が完成したのだ。両手の甲に浮かぶ紋章と魔術陣は消えた。

　小瓶を持ち上げ、唾を飲み込む。

　中身は――毒。

　私、ジミーアは今からこれを飲んで、自害する。

　材料に使った［マナの花］は、その名の通りマナを吸収して開く花。

　マナとは魔力となる前の元素。人間には非常に濃い毒素の塊かたまり。その毒素を抜いた物質が魔力となるのだ。

　私はその知識を用いて、毒を作った。自分を殺すための、毒を。

「…………」

　見上げた空は今も雨がしとどに降り、暗くて光もない。

　掲げた小瓶はそれを映すかのように色を濃くする。半透明なその液体を、私はいよいよ口に運んだ。

　仕方ないのだ。

　私は崖の国という大陸東部にある、断だん崖がい絶ぜっ壁ぺきの国に生まれた。

　その国は作物が育たず、家畜を飼うのも向いていない。子どもが産まれても、よほど裕福でなければ育てることができない国。

　だから私は産まれてすぐに、火ひ聖せい獣じゅうの聖せい殿でんへと預けられた。

　火聖獣とは、世界を生み出した創そう世せい神しんが五つに分かれた獣の一体。

　そして崖の国は、その火聖獣を信仰している。

　火聖獣の聖殿とは、火聖獣に祈りを捧ささげ、国を支える役割を持つ場所のことである。

　聖殿の前に捨てられた私はそこで薬学を学び、薬師となって王城に召し抱えられた。

　それから二十一年、宮廷薬師として王城の個人工房で、ずっと薬を作り続ける日々。

　それ自体に不満はない。薬作りは楽しかったから。

　でも、昨日突然、王女スティリア様が従者の方を伴って私の工房を訪れた。

　そうして言い放ったの。




「これまでご苦労だったわね。ジミーア……とかいう名前だったかしら？　まあお前の名前などどうでもいいのだけれど。だってお前はもう用済み！　わたくし、聖せい森しん国こくの王太子、ルシアス殿下のもとへ輿こし入いれが決まったの！　あー、わたくしもこれで〝薬師の聖女〟から解放されるわぁ～」




　は？

　突如現れた王女殿下の発言の数々は、すべて寝耳に水。

　ベラベラと、スティリア王女は話してくれた。

　私が薬師になったのは十五の頃。スティリア王女はその頃から、私が作った薬を〝自分が作った〟と偽って他者へ無償で施してきたらしい。

　私は、薬が売れればそのお金が聖殿に入り、私と同じ境遇の子どもたちがお腹なかいっぱい食べられると――そう信じて薬を作ってきた。

　なのに、その薬はスティリア王女の人気取りのため、施しに利用されてきたという。

　じゃあ、私の作ってきた薬は……その代金は？　聖殿の子どもたちは、救ってあげられていなかったの？

　休みもなく働き、空いた時間に聖殿へ行くと出迎えてくれたあの子たち。確かに私がいた頃と、生活が改善しているようには見えなかったけれど。

　私の薬がもっと効果が高くて、量をたくさん作れたら、もっと高く売れたなら、あの子たちはお腹いっぱい食べられて、勉強もたくさんできて、なりたい職業に就ける。――幸せになれると……そう思って頑張ってきたのに……！

「そういうわけだから、わたくしのいなくなったあともお前に薬を作り続けられるのは困るのよ。わたくしが作ってなかったって、民にバレちゃうでしょ？」

「え？　え、で、でも……私、ここを追い出されたら、どうしていいのか」

「じゃあ死んだらいいんじゃない？　お前がいなくなっても誰も困らないでしょう？　それに、三十路みそじ過ぎの小汚いオバサンなんて、今さら結婚して子を産むこともできないだろうし。わたくしが幸せになるのに邪魔な者は死ねばいいのよ」

「――っ」

　相手は聖獣に仕える王族。私はただの薬師。

　私がいなくなっても――誰も困らない……。

「来い！」

「きゃあ！」

「なぁにが『きゃあ』だ。いっぱしの女のつもりか！　こんな手入れもまともにしていない小汚い茶髪、腰まで伸ばして！　こうやって引ひっ掴つかむ以外、使い道なんかないだろう!?」

「ははは！　言いすぎじゃないか？」

「い、痛い！　やめてください!?」

　スティリア王女の連れてきた兵士たちに髪を引っ張られる。この時、私は伸ばしっぱなしにしていた、腰までの長い髪を悔やんだ。ぶちぶちと音を立てて千切れていく。

　いえ、だとしてもこんなふうに髪を引っ張るのも、笑うのもひどすぎる。これではまるで罪人のような扱いじゃない。私、悪いことなんてしていない！

「とっとと出ていけ！　この薄汚いババアめ！」

「二度とツラを見せるなよ！」

「い、痛い！　痛い、やめて！　自分で歩けますから！」




　――そうして、私は崖の国を出た。

　あのまま兵士たちの手に身を委ねていたら、それこそ崖の国自慢の断崖絶壁から突き落とされそうだったのだもの。

　荷物もなにも持たせてもらえず、着の身着のままここまでやってきた。

　聖殿へ戻ろうかとも思ったけれど、王女の口ぶりから考えて、戻れば聖殿にも迷惑がかかりそう。

　ざあ、と雨が降り始め、黒いローブが瞬く間に濡ぬれていく。足が、重い。




　――死ねばいいのよ。




　人の命を救うために薬を作ってきた。

　私と同じ境遇の子どもがひとりでも救われればいいと、自分のもらうはずのお金をほとんどすべて聖殿に寄付されるようにして。

　けれど、実は私の作った薬はスティリア王女が無償で配って回っていて……そもそも対価をもらえていなかった。

　つまり私は薬師になってから、お貴族様のオーダー品以外、国からの依頼はすべてタダ働きをしてたということ？

「……ばかすぎるなぁ、私……」

　こんなに長い間、スティリア王女に利用されていたことに気づかずにいたなんて。

　いっそすごすぎない？

　薬師の聖女――噂うわさは耳にしたことがある。

　効能の高い薬を無償で貴き賤せん問わず施す、清らかな美しい乙女の噂。

　でも、日々の忙しさもあってあまり興味も湧かず、すぐに忘れてしまっていた。

　まさか陰で自分が関わっていたなんて。

「はは……」

　陰で自分が、ね。私はスティリア王女の影武者だったというわけね。

　そして、もう〝用済み〟。

　私が信じていたものは全部ハリボテ。〝私の薬〟なんてものは世間にはただのひとつも出回っていなかった。それで救えていたと思っていたものも、本当はなかったのだ。

「うっ」

　気づくと周りは森。ぬかるみに足を取られて倒れ込む。

　頭の中にまた、スティリア王女の『死ねばいいのよ』という言葉が響く。私は彼女の幸せの邪魔になってしまうらしい。

　……それもいいかもしれない。

　身寄りもなく、生きる場所もなくなってしまった。

　夢はある。〝最上級ポーション〟の開発。でも、作ってどうなるというのか。

　死ねとまで言われた私が、そうまでして認められたいと？　私に死ねという国のために、そうまで縋すがって生きていたいのだろうか？

　森の中だなんておあつらえむきじゃない？　薬師として、素材の採集中に死んだことにすればいいのよ。

　体力もないし、陽射ひざしもそんなに好きじゃないから、わざわざ自分で材料採集なんてしなかったけど……薬師っぽい死に方だと思う。

　――私っぽくは、ないけれど。

　だって、個人工房の外へ出るとみんなが私を見て笑うんだもの。『薬作りしか取り柄がないのに、外へ行く用事なんてあるのか』って。

　その通り。外へ出る用事なんてない。だから、自然と出かけなくなった。

　立ち上がって、素材を探す。自分を殺すための、毒薬の素材。

「すごい……崖の国では手に入りづらい薬草ばかりだわ……」

　これで作ってみたい薬はたくさんある。でも、今の私には必要ない。もう二度と薬は作れないし、作ってもあの〝聖女様〟の手柄にされるものね。

「あ……」

　その時だ、地面にできた大きな割れ目のすぐそばで、とんでもないものを見つけた。

　マナの花だ。

　信じられない。年に一度、マナの濃い場所にしか咲かない希少な花だわ。

「！　そうだ！　これなら――！」




　そうして出来上がった毒薬を、私はひと口だけ含み、味を確認しながら飲み込む。

　甘い。意外と味は悪くない。では、効果は？

　すぐに全身に熱を帯びた痺しびれが広がり、喉が焼けるような痛みを発する。

「ぐ、あ、あぁぁぁあっ！　ああああああっ！」

　しまったなぁ、こんなに痛くて苦しいとは思わなかった。

　もっと、苦しくない、美味おいしい毒を作ればよかった……って、なによそれ、そもそも、薬師が〝苦しくなくて美味しい毒を作ろう〟っていうのがおかしい――。

「……か、は……」

　痛みで気が遠くなる。

　自分の体が地面に倒れたのは、わかった。

　浮遊感。死ぬ時って、こんな落下でもしているかのような感覚になるんだ。

　ぐらぐら、ぐらぐらと……世界が――廻まわる。
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　――あたたかい。

　全身を包む、やわらかであたたかなもの。手を伸ばすと、手のひらがふっかふっかしたものに埋もれていく。

　なんだろう？　これは。まるでもふもふの毛皮に包まれているみたい。……ん？　毛皮？　なにそれ、そう思ったら本当にくさい。獣臭？

　おかしい、死後の世界は、完全なる闇であるはず。

　この世界の聖獣は火、水、風、土、そして闇――と、五つに分かれており、死後の世界を司るのが闇やみ聖せい獣じゅう様。

　闇聖獣様は死者を一度分解し闇にする。そしてマナとして作り替えて、世界に還元する役割と力を持つ。そう、聖殿で教わった。

　私は死んだはずだから、今分解されている最中、なのかな？　でも、それなのに獣臭がするのも、顔や手にもふもふとした感触があるのもおかしいような……？

『うむ、目が覚めたか？』

「？」

　頭が痛い。ん？　頭？　まだ私に頭があるの？　それに、今声がした。闇聖獣様の声？　優しい、ダンディな男の人の声なのね。声が聞こえるなんて、私の耳はまだ無事ということ？

『いかんな、やはり熱がある。困ったものだ、我には人の子の身を癒いやす力がない。どうしたものか……』

　瞼まぶたが重たくて、目が開けられない。それとも、私の目玉はもう分解されてしまったのだろうか？

　わからない。とにかく頭がガンガンして、全身が熱く、痺れるようなジクジクとした痛みに苛さいなまれている。

　分解中に意識を取り戻してしまった、ということなのかもしれない。

　死ぬ時はその人が生涯で犯した罪の分だけ痛むというが、私はこれほどの罪を犯していたのね……。

　仕方ないのかもしれない、だって多くの人を騙だましていたことになるのだもの。知らなかった、なんて言い訳。私はそもそも知ろうとすらしなかった。

　私は自分の作った薬がどうなっていたのか、調べようともしなかったのだ。

　無責任――間違いなく私の罪だろう。

　きっと意識が戻ったのは、この痛みをもって、罪を悔い改める時間なのだ。

『大丈夫だ、死なせはしない』

　誰かの声がそう告げる。

　目元をあたたかでざらざらしていて、そしてちょっとくさいなにかが撫なでていく。

　私はただ、ひたすらに謝罪を繰り返した。悔い改める時間だと思ったから。

　ごめんなさい。ごめんなさい。騙していてごめんなさい。知ろうとしなくてごめんなさい。知らなくてごめんなさい。




「ごめん、なさい……」




　声が出た。

　熱されて茹ゆだった、真っ暗な泥沼の中をひたすら歩き続ける――そんな感覚。

　あまりの苦痛に、誰かに、なにかに謝罪しながら、手を伸ばした。

　その時、急に視界が開ける。

　それに少し驚いて目を開ける。開いた。茶色い天井？　よく見えない。ぼんやりとしていて、顔全体が熱い。

　まるで、風邪をこじらせて熱が出た時みたいな――。

「あ、目、開けた」

「！」

　ぴちゃん、と突然額に冷たいものが載せられる。

　びっくりして声がした方を見てみると、見知らぬ男の子がニヤッと笑っていた。

　白と黒の混色の髪をして、獣のような黒白の耳が生えている。十代前半くらいだろうか。ベッドに両腕を載せて、私を覗のぞき込む。

「俺、タルト。お前は？　名前言える？」

「え……？　な、なん……わたし、生きて、る？」

「風かぜ聖せい獣じゅう様がお前を連れてきた。だから生き延びないとダメ」

「……かぜ、せいじゅうさま……？」

　どうしてそんな方が私を？　私を闇聖獣様のところから、引き戻してくださったのだろうか？　なぜ？　連れてきたって、どこに？　ここはいったいどこ？

　わからないことばかり。でも一番の疑問は――私は生きている？　死んだんじゃないの？

「薬持ってくる。飲んで寝る」

「……ァ……」

　返事ができなかった。口を開けただけ。喉が渇いて、つらい。

　男の子はそれを察してか、解熱薬の小瓶をまず私の口に含ませてから水も飲ませてくれた。

「ぷは……」

　水が美味しい。

　そう思ったら涙が出た。

　喉を通り過ぎていく冷たい感覚に、生きているのだと実感した。

　私は生きている。

　なぜかわからないけれど、あの毒は効かなかったらしい。残念だ。

「おみず、おいしい」

「よかったな」

　……でも、生きていることが嬉うれしい。

　闇聖獣様は私の罪をお許しになったのかもしれない。だから風聖獣様に私を預けられて、世界に戻したのかも。

　それなら、私は生きなければならないだろう。

「…………」

　命を大切に尊ぶこと。それもまた、聖殿で教えてもらったことなのだから――。




＊＊＊




「っ、こ、これは……」

　許されたならば生きるしかない。

　そう決めて、体調の回復に努めた私は翌々日にようやく熱が下がって起き上がれるまでになった。

　そうしてベッドから下りると、とんでもないことが発覚する。

「どういうことなの？　縮んで――いえ、若返っている……！」

　自分を見下ろすと、そこにあったのは短い脚、小さな手。

　驚いて鏡を探すがこの部屋にはないみたい。

　仕方なくステータスを開く。

　ステータスは誰でも使える、自分のスペックを表示する簡易魔術。

　ヒトは誰でも魔力を持って生まれてくる。

　崖の国の民は十歳になると、その魔力を正しく生かすために、聖殿で［ステータス表示］という簡易魔術を授けられるのだ。これを用いて人生の指針を立てる。

　魔力が高ければ魔術師を目指す、とか、［剣技・初級］の簡易魔術を持っていたら王宮騎士を目指す、とか――そんな感じである。

　私はこのステータスに［薬草知識］が表示されていたので、薬師を目指した。

　魔術は、初めから使える簡易なものから、知識がなければ使えない難しいものまで幅広い。

　学べば意識せずとも習得して増え、時に進化し、その極めたるものが【紋章魔術】。

　私の持つ【紋章魔術】は薬学と製薬の魔術を極めて得たもの。

　まあ、だからなんだという話だ。宮廷薬師の中でこれを習得していたのは私だけだったが、この様だ。

　自分の工房を与えられていたのも他の宮廷薬師たちに〝スティリア王女の影武者〟であるのがバレないようにするための処置であり、〝待遇〟ではなかったのだろう。

　きっと心のどこかで【紋章魔術】を使える自分は特別なのだと思っていて、本当は大してすごいことではないと知らなかったんだわ。

　聖殿で【紋章魔術】は一種の魔術を極めた証――そう教わったけど、城には国中から優秀な薬師が集められるものね……。なんて傲慢だったのかしら。愚かだわ、私。

　憂鬱な気分になりながらも、視線を表示したステータスに戻す。まずは現状の把握だ。

　ステータスには身長と体重も表示される。

　私の今の身長は――。




【身長：120センチ　体重：18キロ　状態異常：痩やせすぎ】




　や、痩せすぎ……！

「こ、これって……」

　間違いない。私の体は六、七歳くらいの頃に若返っている。

　背丈は当然以前より大幅に縮んでいる。肌はぴちぴち、ステータス画面に映る顔のそばかすも、ものすごく薄い。

　どうせ人前に出ないからと、そばかすはいくら濃くなっても放置していたけれど、そういえば小さな頃はほとんどわからないくらい薄かったんだっけ。

「おはっとと……とっ！」

　頭が大きいからなのか、痩せすぎだからなのか、私の体はすぐによろけてしまう。

　ベッドに座り、一度ステータスを終了し、今度は部屋を見回す。

　木製で、壁に少し隙間があるほったて小屋みたいな造り。でも、一応屋根はついているし、家具も置いてある。

　私が寝ていたこのベッドだが、よくよく見れば木枠の中には藁わらが敷き詰められていた。その上にシーツが覆い被かぶさっているみたい。

　藁はいい匂いだし、シーツの生地が分厚いおかげでふかふかしてる。気持ちいい。寝心地もよかった。

　ぼす、と仰向けに寝転がる。

　天井も藁。骨組みの上に、藁が敷き詰められている。顔を横に向ければ窓。窓、といっても木が蓋ふたに立てかけてある。

　家具も造りが荒く、平民のものにしてもちょっとオンボロすぎるような？

「起きた？」

「あ！　お、起きた！」

「入る」

「はい！」

　扉がコンコンと鳴る。よれた扉はノブもない。押して開けるみたい。

　入ってきたのは白しろ虎とらの半獣人、タルト。おぼろげに彼が私の世話をしていたと覚えている。

　見た目こそ十歳か、十一歳くらいの人間の男の子。けれど白黒混色の頭には、少し丸みを帯びた獣耳。背中から覗くのは白く長い尾。金色の肉食獣の瞳が私をジッと見下ろしてくる。

「飯」

「ありがとう」

「起きられるなら、出る？」

「うん、ダウおばさんにおはよう、言う」

　少し歪ゆがんだ木皿を手渡され、湯溶かした麦にほんのり塩味をつけたもの――麦むぎ粥がゆをかき込む。

　私が生まれ育った崖の国は豊かではなかったけれど、ここはそれを上回る貧しさ。

　もともと食が細いのと、体調が悪くて食欲がなかった昨日まではこれでも十分だったけれど、食欲が戻ってくると味はもとより量も物足りない。

　もちろん、そんなこととても口にできる立場ではないけれど！

　だってこれを作ってくれた人――ダウおばさんは、私のためにもともと少ない食糧を分けてくれているのだ。

　タルトの断片的な話だと、ここは崖の国と聖森国の中間に位置する狭は間ざまの森。

　その中心部にある、流れ者の集落で、集落の人たちはここを〝狭間の村〟と名づけて支え合いながら生活しているそうだ。

　最初はよくわからなかったけれど、タルトが半獣人なので、きっと聖森国に居場所がない者たちが寄り集まって暮らすスラムのようなところなのだと想像できた。

　聖森国では完全な獣の姿と人の姿を使い分けられない者は〝半獣人〟と呼ばれ、差別や迫害を受けると聞いたことがある。

　この麦粥を作ってくれたのはダウおばさん。ダチョウの半獣人で、人の姿になることができない。でも、日常会話や文化的な生活は可能なため、肉として狩られないために聖森国から出てこの村に身を寄せているのだという。

　そして私はまだ会ってないのだけれど、この家にはもうひとり人間がいるらしい。私が病気かもしれないから、接近禁止になっていたんですって。

　その子の名前はカーロ。崖の国から口減らしに捨てられた子だという。

　この村には、そういう事情を持つ人が集まっている。私にはおあつらえ向きの村かもしれない。

　少なくとも、私は崖の国には戻りたくないし、獣人の国である聖森国には歓迎されないと思う。聖森国に行ったことはないけれど、スティリア王女の嫁ぎ先だと思うと、とてもではないが行ってみたいと思わない。

　それに、この村には風聖獣様やダウおばさん、タルトがいる。私の命を助けてくれた人たち。

　その人たちに恩返しもしないままというわけにはいかない。

「ごちそうさま」

　食べ終わると、ベッドを出る。するとタルトが「服、邪魔」と私の全身を上から下まで見て言った。

　彼は少し、言葉が足りない時がある。

　きっと今は、私が大人の頃の服をそのまま着ていたから、サイズが合っていないと言いたかったのだと思う。確かに、その通りだ。

「うん。でもこれしかない」

「そうか」

　急に子どもの姿になってしまったから、バランスがとりづらい。転びそうだから裾を縛っておこう。

　よくよく考えると、私は自分の作った毒で死に損なったのだ。副作用かなにかなのか、はたまたあの薬の本来の作用が〝若返り〟だったのか、それはわからない。確認のしようがない。

　ただ、もしも若返りの効果のある薬、もしくは副作用が若返りであるならば、王侯貴族はほしがりそうだ。

　そう、特に――スティリア王女とか……。

「っ」

「？　どした？」

「な、なんでもない」

　嫌だ、もうあの人と関わりたくない。

　隠そう、正体を。私は――いえ、薬師ジミーアは死んだことにすればいいのだわ。

　私はジミーアではなく……えっと、そうね……ミーアと名乗ろう。

　別人として新しい人生を歩むの。

　聖獣様に許され、生き延びたのだもの――生まれ変わったも同じよ！

「お、おはようございます」

　そう心に決めて、タルトのあとについてダイニングへ。

　扉はなく、羽根で作られた暖簾のれんをくぐる。

　そこにいたのはダチョウのおばさん――ダウおばさんと赤髪の人間の男の子。

　立派なもっふるもっふるとした全身を揺らしながら、長い首をこちらに向けて「アラアラ～」と目を見開くダウおばさん。

　崖の国から狭間の森に捨てられた子どもを拾っては、面倒を見ているんですって。

　今はタルトとカーロ、そして私を含めて三人の孤児がこの家に住んでいることになる。

「もう熱は下がったの？」

「はい、助けていただき、ありがとうございました」

「アラ～～～！　なんて礼儀正しい子なのかしら～!?　いいのよ～、そんなの！　だってあなたを助けたのは風聖獣様なんだもの～！」

　風聖獣様――現世に存在する聖獣様の一体。

　そんな存在が、本当に私を助けてくれたのだろうか？　やっぱり実感がないよ。

「じゃあみんな揃そろったし、改めて自己紹介しましょうね。アタシはダウよ。こっちに座ってるのがカーロ」

「え！　え、えっと、ミ、ミーアと申します……」

　よし、ちゃんと名乗れた！　これで私は完全に〝ミーア〟になったといえる。

「アラアラ！　ちゃんと名乗れるなんて偉いわ～～～！　とっても上手な自己紹介だったわよ～！　花丸!!」

「あ、ありがとうございます」

　ダウおばさん、ノリが……。テンションが高くて、これは病み上がりにはちょっとキツイ！

　で、改めて、だ。このダチョウの半獣人さんがここの家主のダウおばさん。私がここに来てから口にした食事はすべてダウおばさんの作ったもので、たまに寝込んでいる私の様子を見に来てくれていた。

　私を看病してくれた白虎の半獣人タルトとはもう知り合いだから、同居人で初対面なのは、あの――。

「…………」

「カーロ、声出ない」

「！　そうなの……」

　タルトが首を横に振る。

　その言葉に私はそれ以上なにも言えない。『どうして？』なんて、迂う闊かつに聞けなそうだったから。

　テーブルに向かって座っていたカーロは、多分十二、三歳くらい。タルトより歳上に見える。あまり手入れされているように思えない真っ赤な髪が、肩の近くまで伸びている。

　私を一いち瞥べつしただけで、そのまま食事を再開してしまう。

　その様子にダウおばさんは「耳は聞こえてるみたいなんだけどね～」と羽根を頬に添える。

　せっかく同じ人間だから、仲良くしたかったんだけどな。

　声が出ないのは、病気？　生まれつき？　私の作る薬で治せないかしら？

　そこまで考えたけど、さすがにそれは余計なお世話だと思った。もしかしたら、精神的な理由から話せないのかもしれないものね。

「カーロ、多分髪の毛赤い。だから捨てられた」

「え？　なんで――」

　と言いかけて思い出した。

　崖の国は火聖獣様を信奉する国で、それ以外は闇聖獣様しか認めていない。

　それは世界の成り立ちにおいて、五つに分かれた聖獣様のうち闇以外の四体――火聖獣様、風聖獣様、土聖獣様、水聖獣様――が、ヒト――人間と獣人と半獣人を合わせてそう呼ぶ――への接し方で仲なか違たがいし、暴力による争いに発展したからだと伝わっている。

『積極的にヒトと関わるべき』とした火聖獣様に対し、水聖獣様と土聖獣様は『ヒトとは最小限の関わりに留めるべき』というお考えだった。

　聖獣様と積極的に関わりたかった惰弱な人間は火聖獣様を信仰し、聖獣様と〝隣人〟のような関係を理想とした獣人は水聖獣様と土聖獣様を信仰することになる。

　それゆえに起きた争いは、火聖獣様と、水聖獣様・土聖獣様の二対一。

　争いが激しくなったことで地形にまで影響が出始めた頃、風聖獣様は中立を宣言し、三体の戦いを収めようとなさったという。

　すべての聖獣の力は同等であったため、火聖獣様は敗北して断崖絶壁の土地へと追いやられた。

　唯一火聖獣様を崇あがめていた体毛の少ない種――人間は、崖の国をつくり、争いで傷ついて眠る火聖獣様に祈りを捧げ続けている。そして、火聖獣様をそこまで追い詰めた他の聖獣を許さず、その加護を得たと思われる者を差別するのだ。

　崖の国の民は基本的に茶色い髪をしているが、火聖獣様に加護を与えられた者や王侯貴族は赤毛が多い。

　ただ、聖殿では加護を得て髪色が変わったわけではないただの赤髪には験担ぎ以上の意味はない。もし聖獣様に直接お会いして加護を与えられた――というのなら話は変わってくる。

　でもそんなことはありえない。

　火聖獣様は王族が年に一度、聖獣祭でしかお目にかかれないし、未いまだに大戦の怪我が癒いえずに聖獣祭以外の日は眠り続けているからだ。

　だからカーロの髪が赤髪なのは、聖獣様とはなんら関係がないのだ。

「う、生まれつき、赤いの……？」

「さあ？」

「…………」

「ミーア、あんまり詮索したらダメよ」

「あ、ご、ごめんなさい」

　声が出ないカーロは反論もできないものね。

　ああ、そうか。もしかして、だから崖の国にいられなかったのかもしれない。

　崖の国には赤みがかった髪や目の色の者が時折生まれてくる。けれど生まれつきあれほど鮮明な赤髪だとしたら、王族に等しい。いえ、王族にもあんなに鮮明な赤髪を持つ者はいないはず。平民の家に生まれても、貴族の家に生まれても、火聖獣様から加護をいただいたような赤髪はさぞ妬ねたみと嫉そねみでトラブルの種となったことだろう。

　王族の血筋だなんだと権力争いに巻き込まれそうだし、出世のための道具や見世物――そんなえげつない利用価値も高く、私の思いつかないような使い道もたくさんあったに違いない。特に貧しい平民の狡こすさは純粋な子どもから声を奪ったとて不思議はない。

　……ひどい話である。

　崖の国は人間の国。人間は獣人と違い弱く脆もろく、ひとつの姿しか持たない。だから獣人には〝半獣人以下〟と見下されている。

　さらに火聖獣様が、聖森国――獣人が信仰心を捧げた水聖獣様と土聖獣様に敗北したことが、獣人の人間へのイメージを決定づけた。

　その誕生の経緯から敗者の国として聖森国に見下されているので、どうも国民全体が卑屈であるように思う。その卑屈さゆえに、他者に厳しく、わがままなのだ。

　聖殿で正しい教えを受ければ、そんなこと気にならないと思うのだけれど。

「ミーア、ご飯を食べ終わっているなら風聖獣様にお礼を言いにお行きなさいな！　あなたをこの村に連れてきたのは風聖獣様なのよ！　風聖獣様は基本的に、ユグラスの谷の奥にいらっしゃるの！　あなた、そこに落ちてきたそうよ！」

「え……そ、そうなんです、か？」

　ダウおばさんは「アタシも詳しくわからないけど！」と言い、お尻をプリップリ揺らしながら私の持ってきた木皿を回収する。

　一瞬触れた羽根は五枚ほどがとても固い。これが人間でいうところの指の役割を果たしているのだろう。それ以外の羽根はふわふわで、素晴らしい肌心地だった。

　よろしければ、そのふわっふわした全身に埋もれさせていただけないだろうか？　一度でもいいので。

「タルト、風聖獣様のところへ案内しておあげ！　今、祭壇にいらっしゃるから！」

「いいぞ。行く？」

「う、うん、行く」

　カーロはまだ食事中。タルトは私に食事を持ってきてくれる前に食べ終わっているそう。

　そんなタルトに案内されて、私は初めて、村の全貌を見た。

「…………」

　ええ……？　狭っ！　そ、想像以上に狭い！

　村の端がここから見える！　ほぼすべての家がほったて小屋！　藁の屋根に、隙間の空いた壁、パッと見ただけでもご近所さんは十軒ほど！

　森との境には木の柵が設置してあるけれど、あれは意味があるのだろうか？

「ま、魔獣、入ってこないの？」

「来る。でも村の者、みんな強い。問題ない」

「そ、そうなんだ」

　柵があっても魔獣が入ってくるんじゃないか！

「ミーア、魔獣よく知ってる」

「え？　あ、う、うん」

　魔獣――この世界に蔓延はびこる、邪悪な獣。

　古いにしえの聖獣同士の戦い、聖獣大戦で生まれたと言われるモノ。生き物を襲う習性があり、その生態はとにかく〝殺すこと〟に特化している。

　魔獣ランク中級に認定された魔獣は倒された時に同種のレベルが低い魔獣に分かれる〝分裂〟を覚えていたり、上級になると倒しても下位種の弱い魔獣に増殖したりする。分裂・増殖した直後は弱体化するので、弱いうちに倒せば被害は少なくて済む。

　わかりやすい例だとゴーレム種だろうか。

　ゴーレム種の中でも最上級に進化したグランドゴーレムは、討伐されると大量の小石サイズのプチゴーレムになって散布する。これを増殖と呼ぶ。その進化系であるゴーレムは、三メートルクラスになると討伐された時に一メートルサイズのゴーレムに分裂する。

　そのようにして魔獣は簡単には数が減らない。そのため人間と獣人は、魔獣と今も戦い続けているのだ。

　まあ、魔獣の種類や部位によっては薬の素材にもなるから、私のような薬師にとって、一概に悪いものと言い切ることもできないのだけれど。

「こっち」

「うん」

　でもまずは、風聖獣様にご挨拶とお礼をしなければね。

　普段は谷にいるそうだが、今は村の近くの祭壇に来ているというのでタルトが案内してくれた。

　そこは平らな岩が敷き詰められ、風聖獣様が快適に過ごせる寝床となっている。

　風聖獣様――この……巨大な毛玉が？

「風聖獣様！　ミーア連れてきた！」

　タルトが声をかけると、それは動く。ぽよんぽよん、と飛び跳ねて、ゆっくり埋もれていた首が擡もたげる。

『おお、元気になったのだな』

「っ！」
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　鳥だ。三メートルくらいある、大きな鳥。尻尾の先が少しだけエメラルドグリーンの、ちょっとだけ首の長い丸々とした鳥！　これが風聖獣様なの？

『我は風聖獣と呼ばれている。娘よ、名は？』

「ミ、ミーアと申します。あ、あの、た、助けていただき、ありがとうございました」

　頭を下げると、その頭にふわりと羽根が載る。

『よい。それよりも、そなたと落ちてきたあの液体はいったいなんだ？』

「！」

　私と一緒に落ちてきた液体？

　なんのことかわからないけれど、頭を羽根で撫で撫でされてて頭が上げられない。

　仕方ないのでその状態のまま「なんのことでしょうか」と聞けば、風聖獣様がいた谷底に突然私と謎の液体が落ちてきたらしい。

　あの時の浮遊感は、本物だったのか。毒を飲んだ時に苦しみのあまり悶もん絶ぜつし、谷に落ちたのだろう。

　そして風聖獣様にかかった液体というのは、私が作り、飲んだ毒のことだろう。雨水でないとするなら、それ以外思いつかない。

　どう説明したらいいか悩みつつ、しかし毒を聖獣様の体にかけてしまったという罪悪感と恐怖の方が大きい。まさか、それが原因で聖獣様にもあの苦しみが？

「も、申し訳ありません！　あれは、私が作った毒です！」

『毒、とな？』

「は、はい。私、帰る場所がなくなってしまったので、その、ヤケになって……自害しようと毒を作ったのです」

『なるほど、それであれほどの高熱を出していたのか』

　私は毒に悶もだえ苦しみながら、知らぬうちに風聖獣様の寝床である谷に落ち、助けてもらったらしい。

　しかもピンポイントで風聖獣様の真上に落ちるなんて……。

『そなたが我の上に落ちてきたのは、闇のやつがそなたに死ぬな、と言って我のもとへそなたを導いたからなのだ。命を粗末にしてはいけない。まだ若いならばなおさらだ』

　え？　『闇の』って、もしかして闇聖獣様のこと？　やっぱり私は闇聖獣様に死を許されなかった……？

　……そうか、私はまだ死んではいけなかったのね。自分の罪や愚かさを、自覚して、償うべきだ、と。

「はい。肝に銘じます」

『では、我の上にかかった液体は毒か。しかし、あれを浴びてから我の体調はかなりよい。このように村のそばの祭壇に、来れるほど』

「え？」

　聞けば、風聖獣様は普段、ユグラスの谷底を寝床とされているという。谷底は風の通り道になっているから、身を癒す効果が少し高まるんだそうだ。

　聖獣大戦でそれぞれ怪我を負った聖獣様。皆、自分の体に合った場所で今も回復を図っているのだそう。

　信じられない。大戦があったのは遥か昔のはずなのに。それほどまでに凄すさまじい戦いだったのね……。

　で、私が作った毒薬は風聖獣様のお怪け我がによく効いたらしい。怪我が癒え、体調が回復し、村人が作ったこの祭壇にやってきた。村人の生活をここから見るのが好きなのだという。

『もし可能なら、また作ってもらいたいのだ』

「え！　あの毒を、ですか？」

『人間には毒のようだが、我には良薬のようだからな』

「…………」

　なんということだろう。まさかあの毒薬が風聖獣様にとっては良薬だったなんて。

　でも種族が違えば効果も変わるものなのかもしれない。

　あの毒はこれまでの知識をもとに、人間の体には間違いなくよくないものを混ぜ合わせて作った。ただ、材料のひとつ［マナの花］だけは、今まで使ったことのない部位――根の部分を加工したのよね。

［マナの花］は素材として非常に希少であり、効果は研究中のものが多い。わかっているのは人間には猛毒であるマナを大量に含んでいるという点と、一年に一度しか咲かないという点。そして今のところ、毒素があるため薬として使用ができない、という点。

　そういえば、［マナの花］の研究は私が始めたんだっけ。

　私は薬師として、ここ五年間、上級ポーションのさらに上、最上級ポーションを完成させたくて、さまざまな素材に手を出していた。

　ポーションには病気や怪我を症状・種類関係なく癒す力がある。

　ただ、専門薬に比べて効きはあまりよくない。

　私は薬師として、このポーションをありとあらゆる怪我や病をたちどころに治してしまう万能薬にしたかった。そのための研究を、仕事の傍ら続けていたのだ。

　私の固有魔術【叡えい智ち】と【薬やく賢けん者じゃ】、そしてそのふたつをかけ合わせて使用する【紋章製薬】は、上級ポーションを従来の半分の素材量で、倍の量を精製するに至った。

　しかし、それでも最上級ポーションには至らない。ならば素材を増やしてみてはどうだろう？　そう考えて、さまざまな素材を研究していたというわけだ。

「に、人間には……［マナの花］は危険な素材でした。その名の通り、マナを大量に含んでいるので、人間には毒素が強いのです……」

『取り扱うのも危険、ということか？』

「は、はい。ただ私の固有魔術を使えば、取り扱いはそれほど危険ということは……。で、でも素材が……そ、その、手に入りづらい、希少なもので……えっと、私も、見つけたのはたまたまで……」

　慎重に、言葉を選ぶ。

　相手は聖獣様だし、聖獣様への薬なんて考えたこともなかった。

　そもそも、薬というのは人間だって効き方に個人差がある。種族が違うとなればもっと色々なことが違うと思う。

　まして私――人間にとっては毒でも、風聖獣様には良薬と言われてしまえば、効果の差は立証済みも同義。

　風聖獣様で試薬をするわけにもいかないし、同じものは作れると思うけど、やはり入手の難しい［マナの花］を使っているので、期待されると困る。

『そうか、難しいのだな』

「も、申し訳ございません……」

『いや、よい。ただ、素材が手に入った時はまたぜひ頼む。あれを浴びてから本当に心地がよい。おそらく［マナの花］が蓄えたマナが効いているのだろう！　我ら聖獣にとって、魔力よりもマナの方が効果が高いようだ』

「そ、そうなのですね。わかりました。えっと、でも、その……薬というのは用法用量を間違えると、毒にもなりますので……」

『うむうむ。まずは［鑑定］したり、少しずつ飲んだり、だろう？』

「はい」

　すごい、［鑑定］を使えるんだ……。いいな。［鑑定］は［鑑定］でも、私が使えるのは［薬物鑑定］。あとその下位である［図鑑］しか持っていない。

［鑑定］は一定の教養があれば一度見たものを記録し、見ただけで品名や品質がわかる生活簡易魔術だけれど、［図鑑］は特定のジャンルやカテゴリー。たとえば植物なら植物のみしかわからない生活簡易魔術。

　ただその中でも上位、中位、下位とランク分けされており、下位、中位は使えば使っただけレベルが上がる。レベルが上がれば下位は中位に進化したり派生魔術を覚えたりするんだけど、上位魔術はそれより上のランクがないためそれ以上は成長しない――つまり極めた、ということになるのだ。

　ちなみに、上位をさらに突き詰めると固有魔術を得ることがある。

　私の【叡智】は［図鑑］から派生した［知りたがり］という聞いたこともない簡易魔術を極めた結果だ。同じく【薬賢者】は［薬草知識］のレベルを上げまくった結果、進化して得た。

　このふたつの固有魔術をかけ合わせて使用すると【紋章製薬】という薬作りに特化した紋章魔術となるのだ。

　私の場合、そのように薬作りに傾きまくってしまったため［鑑定］は得られなかった。

　フィールドワークをしていたら私も得られたかもしれないし、薬作りの役に立ちそうだから得られるのならほしい魔術だ。

「！」

　ハッとする。

　ミーアとして、新たな人生を歩むと決めたのに、私はまた薬作りのことばかり。

　確かにこれまでの人生、それしかしてこなかったけれど――もう私はミーアなのだ。薬作り以外のことを学んだり、今まで行けなかった場所ややったことのないことに挑戦してみよう。

　薬作りのことは忘れるの！　また利用されたくはないもの！

　最上級ポーションを作れなかったのは、心残りではあるけれど……きっとそんなもの、ない方がよかったのだ。

「ミーア？　まだどこか痛いか？」

「う、ううん。大丈夫だよ、タルト。ちょっとぼーっとしちゃっただけ」

『まだ本調子ではないのかもしれんな。なんにせよ、行くあてがないのであればあの村に住めばよい。我が加護を与えたゆえ、魔獣に襲われる心配はない』

「え？」

　首を傾かしげると、髪が揺れる。それ自体はいつものこと。でも、色が先ほどと違う。

　恐る恐る毛先を掴むと、胡桃くるみ色だった私の髪は薄い緑色に変色しているではないか。

「えーーーっ!?」

『元気にしてくれた礼だ。そして気が向いたら、またあの薬を作っておくれ』

「えっ、えーーっ!?」




　……とんでもないことになってしまった。

　あまりの衝撃で、どうやって村まで戻ってきたのかよく覚えていない。

　タルトに手を引かれて、気づいたら村の近くを流れる小川にバケツを持って突っ立っていた。

　私と同じく大きなバケツを持っていたタルトは、川から水を汲くむ。それを太さ五センチはある木の棒に引っかけて持ち上げた。

「あ……」

「持てる量だけでいい」

「う、うん」

　子どもとはいえ、やはり半獣人のタルトは力持ちだ。

　私はもともとの体質――痩せ細ってガリガリ非力が思いきり祟たたってバケツを持つのも精一杯だが、生活用水を運ぶのは生活する上で必須である。

　聖殿にいた頃を思い出す。薬師として城に召し抱えられてからは、こういう雑務はやっていなかった。

　しかし、まさか風聖獣様より加護を授かるとは思わなかった。とんでもないことになってしまったものだ。

　聖獣様のご加護は、加護を与えてくださった聖獣様によって効果が違う。

　火聖獣様の加護は炎系魔術の威力増、炎系魔術の魔力減、火・火傷無効、炎系魔術の吸収、複写など――といったように、属性に偏る。

　風聖獣様のご加護だと風系魔術の威力増、風系魔術の魔力減、魅了・風化・石化無効、風系魔術の吸収、複写……だったかな？

　あと、風属性魔術は他の属性と違い、転移や浮遊などが使えたはず。

　薬草を育てるのにたまに使う程度で、風属性魔術にはあまりご縁がなくて詳しくはない。

　それに風聖獣様の加護を与えられた者はここ数百年いない、と聖殿で習った。

　崖の国、聖森国、どちらにも属さない風聖獣様は非常に遭そう遇ぐう率が低く気まぐれで、出会っても眠っていることがほとんどだからだ。

　あれ？　でも待てよ？

「［浮遊］せよ」

　もしかして、風属性魔術の使える魔術が増えている？

　そう思って唱となえてみると、バケツが浮いた！

　操作も思ったほど難しくないので、そのまま川にバケツを突っ込み、持ち上げる。

　満タンの水が入ったバケツが楽々持ち運びできた！

「や、やった……！　できた！」

「加護か？　すげー」

「うん！」

　タルトの持っていたバケツも浮かせて運ぶ。

　家に着いたら、ダウおばさんに「マア！　ステキ！」と褒められた。

　おかげで今日の仕事はこれでおしまい！　遊んでおいで、と送り出される。

　しかし遊べと言われても、幼い頃の私は一日のすべてを火聖獣様への祈りか掃除に費やしていたので、同年代の子どもと遊んだ記憶はない。

　それにこの村はどう見ても遊ぶ場所がないんだけど？

「狩り行く」

　と、タルトが私を外で待たせ、ダイニングにいたカーロを連れてくる。

　カーロは手に弓矢を持っていた。驚く私にタルトが「狩り、ミーアに教える」と言う。〝仕事〟兼〝遊び〟とは、狩りのことらしい。

　森に向かう私たちに、畑を耕していた熊の獣人、タックさんが「大物を期待してるよ」と手を振った。

　この村は畑を耕す家、木を切る家、木炭や薪たきぎを作る家――と、家ごとに仕事が決まっていて、ダウおばさんの家は狩りと竈かまど場ば管理が仕事。

　竈場とは、村の真ん中にある調理場のこと。ダウおばさんを代表に、村の女性陣がそこで料理をして、村人全員で集まり朝晩食事する。そうすることで食糧の節約と在庫の把握、村人の結束向上などいいことがたくさんあるんですって。なるほどねー。

　ただ、カーロはあまり人と食事をするのを好まないらしくて、料理だけもらってきて家のダイニングで食べているそうだ。

　それで今朝もタルトやダウおばさんと食事の時間が違ってたのね。

　あ、でも、もちろんカーロにも村の住人としての意識はあるらしくて、狩りには毎日同行しているのだそう。

　村の人たちもカーロが声を出せないって知ってるから、誰も無理に竈場で一緒に食べようと誘ったりもしない。むしろ、カーロのために一度は揃って竈場でご飯を食べるのをやめようか、という話にもなったくらいなんだって。

　でも、それを一番反対したのがカーロ。自分のためにみんなの楽しみがなくなってしまうのは、嫌だったみたい。

　だから、ダウおばさんやタルトの言う通り悪い子ではないのね。

「狩りは？」

　相変わらず言葉の足りないタルトたが、今のは『狩りはしたことがあるか？』的な意味だと思う。

「え？　……ない」

　そう答えると、「知っとけ」と言われた。

　ここで生きていくには、森の獣を狩り、時に魔獣も狩って解体して食べるところまで覚えなければならない。

　万が一、森の中で迷ってお腹が空すいても、その知識と経験があれば絶対無駄にはならない。自分が森の獣の餌えさにならないために、最低限でいいから知っておけ、ということらしい。

　タルトの少ない言葉から、それを読み取ってしまうと、私はもう怖いとは言えなくなった。

　森の中で生きるということは、安全な聖殿や城の中で暮らすのとは違う。生き延びられるように、日々備えていなければならないのだ。

　第二の人生はなかなかハードになりそう？

「鳩はと」

「鳩？」

　森に入るなり始終鼻をヒクヒクしていたタルトが、右側の木の上を指差す。どうやらタルトは獲物を探す担当らしい。

　そして、カーロがタルトの見つけた獲物に向かって弓を引く。

　一瞬だった。私の目では捉えられない速さで矢が飛び、生い茂った葉の中だというのに見事獲物に命中。

　タルトはすぐに獲物の落ちた場所に向かい、当たった矢を引き抜くとナイフでとどめを刺した。

　これが――狩り。

「ミーア」

「うっ！」

　タルトが持ってきた獲物は逆さまにされていた。首が綺き麗れいに裂かれ、そこから血が滴したたっている。

　血抜き――というらしい。しっかり血を抜くことで、肉の臭みがかなり減るのと、腐るのを遅らせる効果もあるそうで、とても重要な作業だという。

　切るのは首の動脈の部分。動脈という太い血管を切り、そこから血をすべて抜くのだそうだ。

　ただ、いつもは森の中でなく川のそばで血抜きを行う。森の中で血抜きをすると、肉食の獣や魔獣が近づいてきて危ないからだそうだ。

　え、でも待って、じゃあなんで今日は森の中でやったの？

「ミーア、来た。元気」

「私？　え？」

　タルト！　言葉が、足りない！

　かといってカーロに通訳は頼めない。そっぽを向いたまま、私にあまり興味がなさそう。……というか、私とタルトが話してると表情がわかりやすく拗すねてる！

　ごめんなさい、お荷物で！

「歓迎会」

「え、歓迎会してくれるの？」

「ん」

　だから大物の獲物が必要、ってこと？

　そんな、私のための歓迎会なんて別にいいのに！

「村の仲間になるから」

「っ」

　にこりと微ほほ笑えまれて、ドキッとした。

　歓迎会なんてしてもらったこともない。聖殿に捨てられて、そこで一生懸命仕事をして、薬師の才能があると知ったあとは勉強して、勉強して……そしてお城に個人工房を与えられるまでになったけれど、友達らしい友達もいなかったから。

　特に宮廷薬師は皆ライバルで、足の引っ張り合いが常。

　私もよく嫌みを言われた。だからどんどん引きこもって、人と話さなくなったのだ。

　誰かに、迎えられるなんて……そんな経験一度もない。

「そ、そうなんだ」

　タルトとの会話は必要最低限だけど、そうやって人と話すことそのものが減っていた私はわかりやすく気分が上がった。

　耳に入る言葉はたどたどしいが、お城にいた頃のような刺とげ々とげしいものは聞かないもの。

　なまじ頭がいい分、お城の人たちの嫌みは本当に色々……すごかったんだな、と今は思う。

　タルトは純粋だからこそ、ストレートに言葉が届く。

　カーロは、まだよくわからないけど……。

「来た。カーロ」

「え？　なにが――」

　来たの、と聞こうとしたら、タルトが左に駆け出した。森の中だというのに、なんて機敏な動き！

　すると途端にカーロが私の頭を掴んでしゃがませる。

　これって、もしかして〝狩り〟？　タルトは猟犬の役割なのだろうか？

　タルトが立ち止まって顔を向けた方を、私もゆっくり見てみる。

　凄まじい勢いで木々の間を大きな生き物が駆けてきた！

　あれは、ボアだ！　すごい！　三メートル級が生きて動いているのを見たのは初めて！

　ボアは猪いのししに近い姿をした魔獣。猪と違うのは大きさと凶暴性。そして、その全身から薬の素材が取れるところ！

　特に牙は粉末にして水に溶かせば、少量で粉薬を丸薬に丸める〝つなぎ〟に使えるのでとても重宝した。内臓も乾燥させて粉薬にすると、生理痛などの鎮痛薬になる。

　意外なのは目玉！　この目玉に含まれる水分を抽出すると、水虫の薬になるのだ。普通の猪にはない魔力が含まれているせいだろう。

　もちろん水虫は日々のケアが大事です。清潔にして、通気性の高い靴――サンダルなどで足に湿気を溜ため込まないようにしましょう。

「カーロ！」

　タルトが名前を呼んで木の上に跳ぶ。まっすぐ突進してきたボアは、タルトの登った木におでこを思いきりぶつけた。その衝撃で木が大きく揺れて、タルトはボアの上に落っこちる。

　あっ、と声をあげそうになるが、次の瞬間、カーロが火の矢を放ち、ボアの耳の下に直撃させた。

　その威力は凄まじく、三メートル近いボアが五メートルは吹っ飛んだ！

　あ、あんな細い矢一本で！　すごい！　火属性の攻撃魔術だ！　カーロは攻撃魔術が使えるんだ!?

「っ！」

　横からの攻撃で吹っ飛んだボアだが、そのボアの上に落ちてしまったタルトは!?

　カーロはすぐ立ち上がってタルトに駆け寄る。そのあとを追って、倒れたタルトを覗き込んだ。

「タルト！　大丈夫!?」

「……びっくりした。擦り傷」

「全然擦り傷じゃない！」

　めちゃくちゃ流血してる！

　私が叫ぶと、カーロが慌てて自分の服を破り、タルトの怪我をした左腕に巻き始めた。

　タルトは左腕の袖が破けて血まみれ。ボアの毛皮は魔力が通っているため、非常に硬いのでこの有様なのだろう。

　止血は大切だが、砂がたくさんついていて清潔とは言い難い。

「！　血抜き、川……！　タルト、川！　川！」

「え？　ああ、血抜き」

　私も慌ててタルトみたいに言葉足らずになってしまったが意味は伝わったみたい。

　タルトはなんてこともないように自分の体の三倍はあるボアの牙を右手で掴み、引きずる。

　じゅ、獣人すごい。

　でも、やはり怪我は痛々しい。カーロがずっとオロオロしている。

　間もなく川に到着したので、私はすぐに川辺を見回した。やはりあった！

「ミーア？」

「そのまま待っていて！　すぐに作るから！」

　私が川辺で採取したのは［デュアナの花］。その辺にたくさん自生する、いわゆる〝雑草〟に部類される花である。特に川辺に多く咲くので、あると思った。

　この［デュアナの花］、普通の人にとっては雑草なのだが実はポーションの材料のひとつ。［デュアナの花］に水と魔力を配合すると、下級ポーションができるのだ。

　これは［デュアナの花］が魔力を得ると怪我も病も関係なく治癒の効果を発揮するためであり、中級、上級にもベースとして使用する。だから薬師にとって［デュアナの花］はただの雑草ではない。特別な、可能性を秘めた素晴らしい素材だ。

　きっと私の紋章が［デュアナの花］を模しているのは、人を癒す薬を作るために進化したから。そう、思っている。

「【紋章】起動。下級ポーションの製薬を開始します！」

　手の甲に浮かび上がる［デュアナの花］の紋章。それにより地面に複数の円形――魔術紋を内包した魔術陣が光の線を描いた。

　作るのは下級ポーションなので、紋章の浮かんだ両手で円形の魔術紋を動かしていく。

　この円形の魔術紋は、薬を作るための機能をすべて備えており、道具のない場所でも薬を作ることができる。魔術陣はそれぞれの効果を持つ魔術紋の統括管理が役割だ。

　今回使うのは、お鍋と混ぜ棒の役割を持つ魔術紋。手前に移動してきたそれに、［デュアナの花］と川から吸い上げたお水を入れる。そしてぐるぐる回転かき混ぜ！

「ミ、ミーア？　なにしてるんだ？」

「？」

「完成！　さあ、腕を出して！」

「え？」

　魔術陣を地面から空中に浮かす。そして作ったばかりの下級ポーションをタルトの左腕めがけてソイヤ！

「わーーーっ!?」

「!?」

　ふたりの驚いた顔。タルトの悲鳴は無視。私お手製のポーションは、効果がすぐに現れるもの。

「……!?　怪我が、治った……!?」

「これは下級ポーション。材料は水と［デュアナの花］だけだから簡単にすぐ作れるの」

「ポーション？　ポーションって薬か？　……薬って、作るのか？」
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「つ、作れるよ？」

「でも、じゃあ、今の……？　魔術？」

「！」

　あ、いけない。【紋章製薬】は私の固有魔術。私が生きていることが崖の国の人に知られたら――スティリア王女に命を狙われるかもしれないし、若返りの薬のこともバレてしまう。

　し、しくじった！　タルトの怪我を見て、冷静さを欠いた！

「あ、あの、こ、これは、その……」

「風聖獣様の加護！　すげー！」

「！　そう！　加護！　すごい！」

「すげー！」

　……と、いうことにしよう。うん。

　ちなみに、歓迎会はボアの丸焼きだった。すごかった。色々な意味で。










二章　狭間の村の小さな薬師




　狭間の村に来て、村人たちが私の歓迎会をしてくれた翌朝。

「うっ……またお肉……」

「大型のボアだったからね！　残りはミンチにして腸詰めにするから、ステーキはこれが最後よ！」

　朝から元気なダウおばさん。焼かれたお肉がどんどん重ねられ、竈場の前にあるテーブルに並べられた木皿に載せられていく。

　昨日、カーロとタルトが狩ったボアはかなりの大物だったらしく、村人全員で食べてもまだ半分以上が残っていた。今日は村総出でさらに日持ちするように加工する。

　私はそれの、お手伝い。

「アラ？」

「？」

　朝食は村人全員が竈場に集まってとる。声の出ないカーロを除いて、だが。

　なので、村人たちが東側に集まっていくのを見て首を傾げた。

「アラアラ、きっとルシアスさんだわ！　タルト！　タルト！　ミーアを連れてってあげて！」

「ん！」

「え？　え？」

　ダウおばさんは、角切りにしたお肉をドボドボとスープ鍋に入れていく。手が離せないようだ。

　私はなにがなにやらわからないまま、皿の準備を手伝っていたタルトに手を引かれて、みんなの集まる方へ連れていかれた。

「タルト！」

　村の人たちに囲まれていたのは、若くて綺麗な男の人。タルトが駆け寄るのを見るなり、満面の笑みで手を振る。

　村人たちはそれをわかっていたのか、道を空けてくれた。

　いやいや、どちら様？

「タルト、元気そうでよかった。変わりない？」

「変わりあった。ミーア来た」

「んん？　ミーア？」

「は、はじめまして」

　相変わらずタルトは言葉が足りない。私ははじめましてだよ、と頭を下げると、彼は爽やかに「はじめまして！　そうか、村の仲間が増えたんだね」と察してくれた。

　頭を上げると、彼はしゃがんで私とタルトに目線を合わせるようにしている。

　子ども好きな人なのだろうか？　とても優しい笑顔。

　そして――私が見てきた中でもっとも美しい男の人だと思った。

　触り心地のよさそうな藍色の短髪と、同じ色の優しそうな瞳。二十歳半ばほどと若そうなのに、ひとりで魔獣の出る森を通ってきたのかしら？

　よく見れば背中側の腰に剣を下げている。体格も穏やかそうな顔立ちにしては意外としっかりしているから見た目よりも強い人なのかも？

　それにしても顔がいい！　ものすごく整っている！　微笑まれただけで、その笑顔に見み惚とれてしまいそう！

「ルシアス」

　と、タルトの声がして我に返る。

　ルシアス――という名前の男の人、っていう紹介かな!?

「僕の名はルシアスだ。行商人をしてて、時々この村に物を売りに来るんだよ。なにかほしいものがあれば、次に来る時に持ってくるからなんでも言ってほしいな」

「ぎょうしょうにん……？」

　とは？

　私がよほどわかりやすい顔をしていたのだろう、近くにいたダルオブさんというゴリラの半獣人が「商人だよ。店を持たずに、色々な場所を点々と渡り歩いているんだ」と教えてくれた。

　へぇ～、そんな職業の人がいるのね～。

「行商人が来た時にしか手に入らない物が多いから、重宝してるんだ」

「この村に来てくれる行商人はルシアスさんしかいないしね」

「逆に物を売ってお金を得ることもできるよ」

　ダルオブさんの説明を皮切りに、他のみんなも行商人について教えてくれる。

　なるほど、移動販売みたいな感じなのね。

　お店のない村にとってルシアスさんは重要な外との繋つながり、ということのようだ。

　それでこの大歓迎っぷりだったのか。納得。

「さ、それじゃあ荷馬車を入れるから皆さん離れてくれるかな？」

「ああ、そうだルシアスさん！　今から朝食なんだ、一緒にどうだい!?」

「ほんと？　それはいいタイミングに来たな。ダウおばさんのスープ、美味しいもんね」

　確かに、麦粥――病人食でなければそれなりに美味しいと思う。城の食堂と比べてはいけないけど……聖殿のご飯より断然美味しい。




　そうして今朝はルシアスさんを加えた朝食となった。なんとなく昨晩の、歓迎会の延長みたいなノリと空気だ。

　朝食が終わったら後片付けのお手伝いをして、ルシアスさんの持ってきた商品を見せてもらうことにした。

　荷馬車は幌ほろが張られたもの。左右が開いているので、そこから商品を見たり手に取ったりできる。

　ほとんどが調味料や日用雑貨、お酒などの嗜し好こう品ひん。たまに布や糸、縫い針など。

　この村では、各家が仕事で作っている物と交換したりお金に換金したりするんだそう。

　たとえばダウおばさんと私たちの場合は狩りで得た加工肉。

　それを聞いて、狩りをするのはこの村の中で食べるためだけではなく、ルシアスさんが来た時に物々交換したり売ったりするためでもあるのだと知った。

「ミーアはいつからこの村に？」

「え、えっと……五日前……？」

　降ってきた声に顔を上げると、ルシアスさんが隣にしゃがんできた。顔面がキラキラしている。なんだこの人、すごい。

　しかし、いつからこの村に……？

　二、三日熱で意識がなかったから、明確な日数は自信がない。

「そうか。僕は月に一度しか来ないんだ。だから今度は来月になる」

「そ、そうなんですか」

「ので、お近づきの印に服をプレゼントしよう。肌着とか替えの服はあった方がいいだろう？　女の子だものね」

「あ」

　そ、そう言われると、そういえば！

　私が今着ている服は大人だった頃のものをとても適当に結んで、それっぽいワンピースみたいにしている。肌着もあるけど、それも大人用。ダウおばさんは『きっとやむにやまれぬ事情があったのね、ミーアの母親は！』と勝手に妄想に耽ふけって泣きだしてしまったものだ。

　……言われてみるとこのままでは生活しづらいかも？

　いけない、私ってば……！　大人の時からあまりに服に興味がなくて――き、着られればボロ布でもいいとか思ってたから……今まで気づかなかった！

「ほ、ほ、ほしい、で、す」

「だよね！　そうだと思った！　ダウおばさんやタルトには、ちょっと相談しづらいよね！」

「うぐ」

　ダウおばさんは毎日首にバンダナやスカーフを巻いてオシャレはしているけれど、あの素晴らしい羽毛があるから……服は着ていない。

　タルトとカーロは男の子。

　う、うん、そういうことにしておこう。

「……ルシアスさんは、えっと、獣人、なんですか？」

「そう。今は人型。獣型の方は大きくなってしまうから、見せられないけど」

「そう、ですよね」

　この村の半獣人と違い、獣人は人間の姿――人型と、完全なる獣の姿――獣型のふたつの姿を持つ。それを使い分けてこその〝獣人〟。

　人間はひとつの姿しか持たず、獣人のような強きょう靭じんな力もない。だから火聖獣様は人間に火を与え、知識を追い求めよと導いた。

　そして獣人を庇ひ護ごした土聖獣様と水聖獣様と仲違いし――聖獣大戦が起こる。

　風聖獣様は三体の戦いを止めようとしたが、戦いの巻き添えで大怪我を負い、谷に沈んだ。

　……聖殿で学ぶ、神話の一説である。

　そう学んできたので、本物の獣人には少し恐怖心を覚えた。

　獣の姿で二足歩行する者や、タルトのように人間の姿に獣の耳や尾がある半獣人はあまり怖いと思わないのに。不思議。

　それにしても私が人間ってなんでわかったんだろう？

「あ、人間はね、獣臭がしないからすぐわかるんだよ」

「あ、な、なるほどー」

　獣臭……。

「これとこれとこれと……」

「？」

　立ち上がって馬車に戻ると、中からどんどん布を重ねていくルシアスさん。

　白いものは肌着。色のついたものは服みたいだけど……ちょっと多すぎないかな!?

「あ、このままじゃ収納に困るよね。収納箱もつけよう」

「え、あ、あの、そ、そんなにたくさん……」

「いいのいいの。その代わり、タルトとカーロをよろしくね」

「……？」

　と言って、大きな長方形の箱にそれらを入れてしまう。

　いや、ほんとに大きい箱。入ろうと思えば、タルトと私が両方隠れられそうなくらい大きい。

　しかもそれを、ダウおばさんの家まで運んでくれるし。

　親切な人だなーと思ったら、ルシアスさんの目的は別にあった模様。

「カーロ、体調はどう？」

　家に着くなり、ダイニングで遅めの朝食をとっていたカーロに話しかけるルシアスさん。

　カーロはルシアスさんを一瞥したあと、暗い表情になって食事を再開する。

　む、無視はよくないんではないかなぁ？

「ミーアの部屋は、こっち？」

「は、はい」

　勝手知ったる家の中、という感じなので、ルシアスさんはこの家に入ったことがあるのだろう。ダイニングから出て、右の通路にある二部屋のうち奥――私の部屋へと運んでくれた。

　それに、タルトとカーロのことも、特別気にかけてるように見える。

「じゃあね、また来るよ」

「…………」

　私の部屋をくるりと見回して「やっぱりまだ物がないね」と言ったあと、ダイニングのカーロにまた声をかけて家を出たルシアスさん。

　お礼を言うためにルシアスさんについて家を出ると、不思議そうに見下ろされた。

「あれ、服の確認しないのかな？」

「！」

　そ、そうか、このくらいの年頃の女の子は服に興味が移るものなのか！　いや、私はもともとあまり服に興味がないものでして!?　じゃ、なくて！

「あ、ま、まずは、その、服、たくさんありがとうって言わなきゃと思って」

「え！　まだ小さいのに偉いな、ミーアは」

　すごく驚かれて、しゃがんで頭を撫で撫でされる。

　あれ、気持ちいい……？　撫で撫でがうまいな、この人。

「……そうか、君はとても利口なんだな。もしくは、結構いいところのお嬢さんだったのかな？　礼儀作法が行き届いているね」

「？」

　私の頭を撫でながら、ルシアスさんは呟つぶやいた。

　それから立ち上がり、「荷馬車に戻るけど、どうする？」と聞かれる。

　うーん、もらった服はあまり気にならないし、ついていってみようかな。

　それに私は、第二の人生についてまだ目標が定まっていない。

　前と同じく上級ポーションのさらに上――最上級ポーションを追い求めたい気持ちはある。だって私の、人生の目標――夢だったんだもの。

　でもそれを追い求めれば同じことの繰り返しになりそう。

　薬作りは好きだし、風聖獣様のご希望にも応えたいけれど……どうしたものだろう。

　悩んでいたら、自然とルシアスさんの隣を歩いていた。

　私の様子に微笑んだルシアスさんは、歩調を合わせながら――多分私にしか聞こえない声量でとんでもないことを告げる。

「タルトは、僕の妹がある事件に巻き込まれた時、助けてくれた人の息子なんだ。だから僕はこの村によく来てる」

「！」

「カーロはタルトの両親が亡くなった時にそばにいたんだよ。それが原因で声が出なくなった。……あの時、僕がもっと早く駆けつけていれば……」

　いや、と首を横に振るルシアスさん。

　初対面の私になぜそんなことを話すのだろう？

「ミーアには難しかったかな。ごめんね、変なことを言って」

「う、ううん。大丈夫です」

「いや、だからまあ、つまり……僕が言いたいのは……ふたりと仲良くしてほしい、ということなんだ。特にカーロは……ちょっと事情がね。君も、なにかあってここにいるのだろうけど」

「…………」

　狭間の森は、崖の国と聖森国の間にあるから狭間の森なのだ。崖の国、聖森国、両方にいられなくなった者が流れ着く場所。

　つまり、この村にいる時点で、私も人に言えない事情がある者――と、いうことになる。

　その通りだ。

　うつむいて黙り込む私に、ルシアスさんはまた「ごめんね」と謝った。

　なんだろう、この人。なんなんだろう。タルトとカーロの事情を私にしゃべって、仲良くしてほしいと頼むなんて。

　仲良くしてって頼むだけなら、そこまで話さなくてもいいんじゃない？　私が子どもだから、ちゃんと話した方がいいと思ったのかな？　それともなにかの、牽けん制せい……とか？　でも、なんの？

　いやいや……まさかね。こんな子どもの姿の私にそんなことするはずないか。

　でも――。

「あ、そうだ。実は狭間の森にはここのような半獣人の村が七ヶ所あるんだ。でも、昨日立ち寄ったら隣の村が魔獣に襲われてほとんど壊滅しててね……」

「えっ」

「この村も心配だから魔獣除よけのお香を多めに置いていこうと思ったんだけど、そんなお金は払えないからと断られたんだ。ミーアの服の入った箱の中に一ヶ月分入れておいたから、あとでみんなに渡しておいてくれないかな？」

「！　わ、わかりました！」

「よろしくね」

　この人、かなり頭がいい。

　私に服を与えるという名目のもと、カーロの様子を見に行ったり、村の人たちに魔獣除けのお香をお断りされることなく置いていったり、一度の行動で多くの効果を出している。

　でも、どうしてそんなによくしてくれるのだろう。

　タルトの両親の話を聞いたら納得だ。カーロのことも……。

　ただ、それを今日初めて会ったばかりの私にしゃべる意図がわからない。

『自分はタルトのご両親に恩があるから、なんにも怪しくないんだよ』っていう言い訳かな？

　いや、実際とても親切だと思うけれど。カーロのことも気にかけて会いに来てくれたみたいだし。

　……ふたりには、心配してくれる人がいるんだな。

　私は居場所を失った。もう帰れない。

　生き甲が斐いも夢も失った。第二の人生とは言ったけど、急に自由になったらなにをすればいいのか宙ぶらりん。

　ここで暮らしていくしかない。

　村の人たちは皆優しく支え合っている。悪い人はいない。みんなお互いの痛みを理解している。だから多くを口にはしないし、私がこの村にたどり着いた経緯を誰も聞かないのだろう。

　村人たちの気遣いが痛いほど、伝わる。大変な目に遭ったんだろう、もう大丈夫だよ、と。

「お、戻ってきたか。ルシアスさん！　会計を頼むよ」

「ミーア、おかえり。ルシアスさんに服をもらったんだってな。よかったなぁ」

「服のこと、気づいてあげられなくてごめんねぇ。そうよね、人間なんだもの、可愛かわいい服が着たいわよね。ダメねぇ、やっぱり半獣人は……そういうことが全然わからなくて。ダウがいたら買ってあげられただろうけど……」

「そ、そんなことないですよ！」

　荷馬車に戻ると、みんながほしい商品を片手にルシアスさんを待っていた。

　口々に私のことも案じてくれる。

　いくら風聖獣様が連れてきて、加護までもらっているとはいえ――彼らの態度や眼差まなざしで十分すぎるほど私は大切にしてもらっているとわかる。

　生まれ育った崖の国で、これほど慈愛に満ちた眼差し、やわらかな声色で心をくだいた言葉を向けられた記憶はないもの。

　頭を撫でられることも、褒められることも、心配してもらうことも、生活していくためには必要のないものだったから。

　下町の子どもが親に甘える姿を羨ましいと思うことはあったけれど、親のない子どもは聖殿で〝生かしてもらっている世間様への奉仕〟のみを教えられ、普通の子どもが親から与えられる愛情は与えられない。

　見ているだけだったそれが自分に向けられている違和感。

　ずっとほしかった。でも大人になって、ほしかったことすら忘れていたもの。

「……っ」

「ミーア!?　どうしたの！」

「どこか痛むのか!?」

「ルシアスさん、ポーションは売ってないかね！　わし、これ買うのやめるから一本ミーアに売ってあげてくれ！」

「ち、違う……違う、です！」

　突然泣きだした私に、村の人がみんなが同じように慌て始める。

　あれ、おかしい。止まらない。

「大丈夫よ、大丈夫。ここには怖いものなんてないからね。怖いものが来たって、アタシらが追い返してやるから」

「そうだぞ、ミーア。なんにも怖いものなんかないからな」

「ミーア！　どうしたの！」

　ダウおばさんの声。きっと竈場の掃除が終わって買い物に来たのだ。それなのに私が泣いていて、みんなに慰められてるから、悲鳴みたいな声をあげて駆け寄ってくる。

　やわらかな羽毛に包まれ、「大丈夫よ」と何度も声をかけられた。

「もう大丈夫なのよ、ミーア。あなたをいじめるものも、寂しいのも、悲しいのもつらいのも、我慢しなくていいのよ。よしよし、つらかったわね。大丈夫よ」

「うっ、うっ……ううううっ！　ううううっ！」

　寂しい？　悲しい？　つらい？

　背中をぽんぽん撫でられたら、私の――以前の私の姿が見えた。

　聖殿では私語は極力慎むように教えられる。上の子たちは上の子たちで私を除のけ者にした。私が十歳の時にステータスを授けられ、最初から［薬草知識］を持っていたからだ。

　……そんなの上の子たちが自分たちがやるべき薬草摘みをサボって、私がその分やってたせいに違いないのに。

　下の子たちだけが、私を慕って話を聞きたがる。だから下の子たちとばかりしゃべっていた。

　それも、薬師としてお城に召し抱えられるまでの話。

　宮廷薬師になったらそこは足の引っ張り合いばかり。人と話すことはなくなり、私は個人工房に引きこもって、ただ無心で最上級ポーションの研究を続けた。

　人と、話す。それが楽しいことだと、思わなくなった。その楽しみを忘れていった。

　ひとりに慣れて、孤独が平気になっていく。

　顔を動かす機会もなくなり、鏡を見ても無表情で暗い自分の顔を見るのが嫌になった。

　そのことでますます孤立していくのに、変わるきっかけもなく二十年近くの歳月をひとりぼっちで過ごした。

　心の支えは、幼少期話し相手になってくれた聖殿の下の子たちや、私と同じように親のいない子どもたちが裕福に幸せに暮らせるようにと、薬を作り続けること。

　そして、孤独を紛らわせるため、最上級ポーションの研究に没頭した。

　人の目は冷たい。周りはみんな敵。いえ、私に興味を示さない。私だって他人に興味を失っていった。だから余計に、みんな私を薬の製造機のように思っていた。

　人ではなく、物。

　すっかり忘れていた、人のあたたかさ。

　そうか、私は寂しかったのか。悲しかったのか。……つらかったのか。

　ダウおばさんに言われて、ようやく気がついた。

　私は――ずっとつらかったのだ。つらいと感じる心が麻ま痺ひしてしまうほど孤独に慣れて。

　でも、本当は誰かと、楽しくお話ししたかった。

　聖殿での楽しい思い出をくれた下の子たちへお返しがしたかったんじゃない。与えた分、気持ちを返してほしかったのだ。

　きっと私はずっと、私が作った薬の売り上げで聖殿の子どもたちが豊かに暮らせれば、その子たちに尊敬され、愛されると思っていたの。

　でも、その気持ちはスティリア王女に掠かすめ取られていた。

　ああ、そうだ。最上級ポーションの研究に没頭していたのだって、きっと認められたかったからだ。私を無視する城の人たち、同僚たちに認められて褒められたかった。

　私は、私は……！

「大丈夫、大丈夫。あなたはうちの子。それに、風聖獣様から加護もいただいたでしょう？　これから先、あなたをいじめたり悪く言ったりする人はいないわ。そんな罰当たりなこと、誰もできやしない」

　加護――ああ、そうだ。この髪の色は風聖獣様からの加護の証。

　私はもう、ひとりではない。

　村の人たちの心配そうな眼差し、空気。

　おばさんのあたたかな羽毛に包まれて、どんどん心が落ち着いていく。

　顔を胸の羽毛から出すと、みんなが微笑んでいた。

　その微笑みには『そうだよ、大丈夫だよ』という想おもいが込められてる。そう――伝わってくる。

「やはりミーアのその髪の色は、風聖獣様からの加護だったのか。滅多に人前に姿を見せない風聖獣様が加護を与えた人間――何百年ぶりだろう？　僕も初めて見たな。具体的にどんな効果があるんだい？」

　ダウおばさんの言葉に、ルシアスさんがかなり興味津々な声で聞いてきた。

　ど、どんな効果って言われても。

「ミーアがもらったの、ポーション作れる加護」

　と、私の代わりにタルトが答えてしまう。

　おかげでみんなが「え、ポーション？」と目を丸くした。

　ああああ、で、ですよねぇ。そんな加護聞いたことないですよね～。

　だけど私は、この村で生きていく――ううん、生きていきたい。この村で、私ができることで村と村のみんなを支えたい。

　だから――。

「そ、そうなの！　私、風聖獣様から薬を作れる知識と加護を、いただいたの……！　だから、私、ポーションとか、薬を作ります！　この村のために！」

「マアマア、ミーアったら！」

「ポーションが作れるのか～。すごいな、ミーアは！」

「薬が作れる……えっとぉ、人間の職業でそんなのあったわよねぇ。なんだったかしらねぇ」

「薬師だよ、おばば」

　熊のタックさんが、腕に乗せたアライグマのカテネおばあさんに言う。

　大きさが全然違うが、同じクマ族なのだそうだ。だからこのふたりは私やタルトのように同じ家に一緒に暮らしている。祖母と孫のように仲がいいふたりだ。

「ポーション！　もしかして、中級や上級を作れたり――」

　ほっこりしていたら、ルシアスさんが真面目な声と表情で私の近くにしゃがみ込む。

「え？　あ、はい。材料があれば……」

　ポーションを作るのは簡単だ。特に下級なら目を瞑つぶってても作れる！

「本当かい!?」

「!?　え、あ、で、でも、中級と上級は少し珍しい素材を使うので……」

「そ、そうか。あ、では下級ポーションは？　今すぐ作れたりしない？　実は聖森国で最近、ポーションの存在が大きく見直されているんだ」

「？」

　ルシアスさんの話では、近年崖の国に現れた〝薬師の聖女〟がもたらしたポーションが聖森国にも広まりを見せており、大変よいものとして獣人にもすっかり受け入れられたのだという。

　もともとあまり怪我も病気もしない獣人だが、強いからこそ怪我をする時は必ず大怪我になってしまう。一世代前の王があまり魔獣狩りに積極的ではなかった――ルシアスさんいわく魔獣をなめていた、らしい――ため、近年は魔獣の数が増加し、レベルが高い魔獣も現れ始めている。なので、今は騎士団と冒険者も総動員して魔獣狩りが盛ん。それゆえ、魔獣との戦いで怪我をすることが増え、ポーションはいくらあってもいいのだそうだ。

〝薬師の聖女〟……う、ううん、気にしない気にしない！

「どうだろう？　次に来る時までに一箱――五十本作っておいてもらえれば、二千コルトで買い取るよ」

「に、二千コルト!?」

　私の――大人時代の一ヶ月分の食費の倍の金額！

　あ、いえ、私はお城に頼んでお給料を聖殿に寄付するようにしていた。でもさすがにそれだけだと食事や日用品が買えないから、一割だけ食費として入るようになっていた。

　当然毎月カツカツで、食費も浮かすために食事は朝と晩の二食だけ、それも城の食堂で一番安い定食を食べていたから、月の食費の倍の金額といってもそれが適正価格なのかはわからない。

　でも二千コルトあったら、お昼ご飯も食べられたなぁ。

「どうだろう？　下級ポーションでも、品質が中級に近い［高品質］や、その下の［良品質］があれば上乗せもするよ」

「や、やります！」

「よかった！　じゃあよろしく頼むね。入れ物の小瓶は置いていくよ。来月取りに来るから」

　ポーションをたったの五十本作るだけで二千コルト!?　すぐやれる！　私！　できる！

　服もたくさんもらっちゃったし、村の人に私が役立つって知ってもらいたい！

　そう思ったら、体は自然に森の方へと向いていた。

「今日中に！　作り、ます！　材料、採ってきます！」

「え？　待って待って、今日中になんて――あ、も、もう行っちゃった」

「俺、見てくる」

「頼むわね、タルト！」

　ルシアスさんの〝依頼〟を聞いて、私はすぐに川辺に向かう。

　たった五十本で二千コルト。

　ルシアスさんにもらった服の代金も、それで何割か支払えそう。それに、お金があったらダウおばさんにもいいスカーフ買ってあげられそうだし。

「ミーア、手伝う」

「あれ、タルト？　ありがとう。でももう見つけたから」

　材料となる［デュアナの花］はそこらじゅうに咲いている。それを［保管］の魔術紋の中に入れておけば、いつでも採りたての鮮度で使えるから問題ない。

　しかし、いざ作ろうと思った時、そういえば入れ物がないと気づく。

　ルシアスさんが『置いてくよ』と言ったポーション用の小瓶とそれらをまとめて入れる木箱、置きっぱなしにしてきたんだ。

「も、戻ろう」

「おう」

　入れ物がなければ作っても無駄になるので、素材と川の水を［保管］の魔術紋に入れて村に戻る。

　ルシアスさんの馬車は同じところにあったし、村の人たちも「おかえり」と迎えてくれた。

　たったそれだけのことが、今はとても照れるし、嬉しい。

「た、ただいま」

「素材はあったかい？」

「はい、今作りますね」

　竈場で村の人たちと談笑していたルシアスさんの近くまで駆けていき、姿を見た途端少し気が抜けたのか、なにもないところでつまずいてしまった。

　タルトがとっさに腕を掴んでくれなかったら顔面からいってた……！　ありがとう、タルト！

「え？　今？　確かポーションを作るには、素材の花を乾燥させたり、それを粉にしたり、煮込む鍋やかき混ぜる棒が必要なんじゃ――」

「よくご存じですね！　でも、それは製薬魔術が使えない人の作り方です」

　私も最初――聖殿で薬の作り方を学んだばかりの頃はそうだった。でも、そのうち［製薬］の魔術を覚え、知識も深く広くなるにつれ製薬魔術は進化して今の形になったのだ。

　箱の中に収まっている五十本の薬瓶。その箱の下に魔術紋を展開して、下から上に浮かせていく。その過程で、薬瓶の中に作ったポーションが溜まる。

「五十本完成です！」

「…………」

　二千コルト、これで得た!!と、思ったが――ルシアスさんは驚いた顔のあと神妙な面持ちになり、箱の中から一本のポーションを取り出して［鑑定］と言葉に出した。

　あ、しまった！　品質設定！　お城にいた頃のままだわ！

「……さ、最高品質？　なんだ、これは見たことがない品質だ！　下級ポーションなのに、中級ポーションの上品質くらいの効果、だって？　こ、こんなばかな……これが風聖獣様のご加護だというのか！」

「…………」

　ルシアスさんが綺麗な顔を歪ませる。

　――やってしまいました。




＊＊＊




　翌朝、私はルシアスさんがくれた服箱の中から白のワンピースを取り出した。

　お城にいた頃に着ていた服は、汚れが目立たない黒一色。でも、これからは着たい服、着たい色を着るんだ。

　これまでの人生で一度も着たことのない柔らかな緑色の服、刺繍の入った可愛らしいエプロンワンピース。ドキドキしながら袖を通す。

　以前はお風呂も面倒くさがってあまり入らなかったから、ちょっと脂っこい重々しい印象の茶色い髪だった。服はいつも黒い作業用のロングワンピースを着て、靴も汚れがすぐ落ちる革靴。そばかすは目立つし、肌は青白、唇は紫、目の下はひどいくまができていた。不健康をそのまま鏡で見たような顔だったけれど――。

「わあ……違う人みたい」

　風聖獣様のご加護で、今は毛先が淡い緑色の髪。若返ったことでそばかすはほとんど目立たなくなり、たっぷり寝ている――というか夜になると眠くなるの、この体――から、肌はつやつや健康的。目の下のくまもなくなった。

　唇もピンクでプルプル。ご飯が美味しく、栄養がいいからだろう。

　この姿なら、よほどのことがない限り、私が〝崖の国の宮廷薬師ジミーア〟であるとバレることはない――はず。

　うん、これならきっと〝ミーア〟として新たな人生を生きていける！はず。

　もう二度と、人に利用されるだけの人生は送らない！

　今度は私を受け入れてくれたこの村のために、自由に生きるんだ！

　……ちょっとだけ、聖殿の今の様子は気になるけれど……。

「ううん。私はミーア。もう昔の自分じゃない。新しい私に――なる！」

　というわけで朝ご飯へ！

　先日下級ポーションを売った時に二千コルトで買った姿見鏡。その前でルシアスさんがくれた袖が緑色の白いワンピース――新しい服を着た、新しい自分を確認して、部屋から出るべく一歩踏み出した。

「うわ!?　うぎゃっ」

　しかし、私は自分の体のサイズ感をいまいち把握しきれていない。

　頭が重いのだ、大人の頃より。

　ズベッ、とバランスを崩してなにもないところで転んだ。顔面から。

　あ、新しいワンピースが！　エプロン白いのに！　さっそく汚しちゃった！

「……うっ、うー……っ」

　痛い。痛いけど、泣かないわよ。

　子どもだけど、中身は三十路過ぎのオバサンなんだから！

　だから……泣いてないんだから！










間話　薬師の聖女の消えた世界




「それじゃあ、ありがとう！　また来月来るよ！」

「またな」

「こちらこそありがとうございました。ご注文の品、頑張ります！」

「うん、よろしくね、ミーア！」

　最後にまたしゃがんで、新たに村の住人となった幼い少女と目線を合わせると、注文書を手渡した小さな手を握り、頭を撫でて立ち上がる。

　ルシアスは新たに村に招かれたこの少女――ミーアの作ったポーションを見て、彼女に依頼を出した。

　内容は〝解熱薬×十万本〟。

　ありえない量だと思うかもしれないが、この少女ならあっさりとやり遂げてしまうだろう。

　なぜなら彼女は伝説級の固有魔術――紋章魔術の加護を持つ。

　そもそも、風聖獣は〝ヒト〟との関わり方で仲違いした三体の聖獣を諌いさめようとした唯一の存在。他の三体とは異なり、〝ヒト〟の信仰にあまり興味を示さない。

　そのため聖森国にも崖の国にも属さない、どちらの国にもどちらの〝ヒト〟にも平等な、稀け有うな聖獣。

　あのミーアという少女は、その風聖獣に気に入られたのだ。

　これはとんでもないこと。

　村人も本人もあまり事の重大さに気づいていないようだが、聖森国と崖の国、両国からすれば今の関係性を崩しかねない事態。

　ルシアスは、最後まであたたかく見送ってくれる村人たちに手を振りながら、ある程度村から離れると〝行商人ルシアス〟の仮面を外す。

　無表情、そして鋭い眼差しで周囲の気配を探る。

　生き物の気配が愛馬、エンスのみになったのを確認してから「もういいぞ」と告げた。

「ふぅ、馬のフリを続けるのは疲れます」

「そう言うな、今回のあの少女――ミーアは人間だ。万が一を考えたら今はまだお前の正体を晒さらすべきではない」

　村の者たちは獣人と獣の匂いの区別はつく。あの村でエンスが獣人だと気づいていないのはミーアだけ。

　狭間の森には七つ村があり、ひとつが先日魔獣に襲われてなくなった。

　その村には崖の国から口減らしとして捨てられた子どもが、十人以上住んでいた。最初こそミーアはその村の子どもで、風聖獣が気に入って助けたのかと思ったが、あの村にも頻繁に足を運んでいたルシアスは子どもの顔と名前は把握していた。そしてミーアはその村にはいなかった。また、崖の国が捨てた子だとしても、いささか大きい。

　あの国は生まれた子をよく捨てる。しかし、あのくらいの歳まで育てて捨てる、というのはなかなか珍しい。間違いなくあの子は他の口減らしで捨てられた子どもと、事情が異なる。

　だから一応、警戒してエンスに馬の姿のまま過ごさせた。

　滞在中、妙なことはなにもなかったので警戒のしすぎだったかもしれないが、ルシアスにはそこまで警戒しなければならない理由がある。

「しかし、よい拾いものをしたかもしれませんね。あれほどの薬師、国に迎えてもよいぐらいなのでは？」

「無論検討する。〝薬師の聖女〟殿が期待通りの働きをしてくれれば、その限りではないがな。あんな幼子に、我が国の王侯貴族が口にする薬を作らせようとは思わん。ましてせっかく得た居場所から引ひき剥はがしてまで」

　建前以外に理由はもうひとつ。

　これほどのポーションを作れる薬師があの村――正確にはタルトとカーロのそばにいるということ。

　あの村にはタックという熊の獣人が、村人のふりをして住んでいる。その正体はルシアスが派遣した護衛騎士のひとり。

　護衛対象はタルトとカーロ。しかしそれは外部の敵からの護衛であり、あくまでも村人としての範囲でしか守れない制限つき。

　ポーションは怪我も病も治癒させる。もちろんカーロの心までは癒せないだろうが、歳の近い同族の女の子がいれば、なにかしらの変化が見られるかもしれない。

「ところで、なぜあの娘に解熱薬を十万本も依頼したのです？　確かにそろそろ斑はん点てん熱ねつ対策として解熱薬の確保は急がねばならないでしょうが……獣人は人間に比べて斑点熱には罹かかりにくい。そんなに必要ですか？　薬師の聖女もいるというのに」

「保険だ。崖の国が、聖女を渡した代わりに薬をよこせと要求してきたらどうする？　あの国の薬はこれまで〝薬師の聖女〟が作ってきたのだろう？　……俺は正直、あの女が本当に薬師かどうかも疑っている」

「まさか？」

　苦虫を噛かみ潰したような表情のルシアスに、エンスは眉を寄せた。

　確かにあの〝薬師の聖女〟と呼ばれた崖の国の王女は、薬師らしくない。常に侍女を侍はべらせ、豪勢なドレスに身を包み、菓子を食べ、茶を飲み、おしゃべりに花を咲かせる。

　この国の王女エルメスや、貴族令嬢たちでさえ、あそこまで好き放題の生活は送っていないだろう。

　しかも、婚約した王太子の仕事中にも突然訪問してくる。あれは実にいただけない。

　聖森国の王太子が崖の国の〝薬師の聖女〟――スティリア王女との婚約を受け入れたのは、彼女の薬師としての評判あってのこと。

　特に、〝薬師の聖女〟にしか作れないという〝聖獣治療薬〟――それを期待しての受諾である。

〝薬師の聖女〟と呼ばれたスティリアが、薬師ではないとしたら？

　ただのお荷物ではないか。そんなこと、あってはならない。

「私情込みで考えすぎるのは危険なのでは？」

「そうだな、俺が私情に振り回されすぎて暴走したら、エルメスを連れて逃げてくれ」

　エンスに呆あきれた顔をされる。

　だが、ルシアスはすでに予感がしていた。

　――あの〝薬師の聖女〟は、偽者だ――と。










三章　仕事と報酬




　ルシアスさんから〝解熱薬×十万本〟という大口の依頼を受けた私は、彼が聖森国の王都に帰っていくのを見送ってからすぐに仕事に取りかかる。

　さすがに十万本を一気には作れないし、ルシアスさんも空の薬瓶は二箱分――約百本分しか持ち合わせがなかった。

　それを預かり、まずはその百本を作ってしまう。

　ルシアスさんは王都に帰ったら順次村に薬瓶を送ってくれると言っていたので、薬瓶が到着するまでは素材を集めていればいい。

　解熱薬の素材もデュアナの花同様、一般的には〝雑草〟と呼ばれる草花――［ソランの花］だ。

　薬師にとって基礎となる三大花、ポーションのデュアナの花、解熱のソランの花、解毒のリリスの花。すべて野草としてその辺に生えており、小さな花を咲かせる。

　生命力が強く、さらに薬の材料の基礎として使用されることが多いので、巷ちまたでは〝三大花〟と呼ばれているのだ。

　というわけで狩りに向かうタルトとカーロに同行し、森の中へ進む。

　ふたりはあっさりと鳥とうさぎを一羽ずつ獲ると、私の仕事を手伝ってくれる。

　助かるのだが、ふたりのスペック高すぎではなかろうか？　これが普通なのかな？

「ふう、これだけあれば十分足りそう」

「もういいのか？」

「うん、【紋章魔術】は少しの素材でいっぱい作れるの」

「ふーん。帰るか」

「そうだね」

　素材の採取も終わり村に戻ると、ダウおばさんが竃場で腕を組んで溜め息をついていた。

　その近くでタックさんとダルオブさんが木を加工してる。

「また雨漏り？」

　タルトが話しかけると、ダウおばさんが「そうなのよ」と頷うなずく。

　間もなく雨季になり、雨が増える。そうなると、竈場近くで朝晩みんなが集まり食事をするのは難しい。竈を手入れする機会が減るので、今のうちに準備しておくものなんだって。

「我が家もそろそろ補修しないとね」

「うちもだ。屋根の一部が雨で腐ってくるから、崩れる前に替えないと」

「おらんとこもだ。やっぱりレンガの家の方がええんだべか？」

「おう、タヌサクさん。あんたんとこもか」

　話に入ってきたのは狸の半獣人、タヌサクさん。お仕事は麦畑の管理。

　麦は主食の一部で、村の屋根やベッドに使用されている藁の原料でもある。

　村の近くに大きな麦畑があり、他の村と共同で育ててるんですって。大事なお仕事よね。

「しかし、レンガは高価だしな」

「それにどっちみち、オレたちの村に建築の知識のある者はいない」

「そうだよなぁ。ルシアスさんに建築系の本でも持ってきてもらうか？」

「いやぁねぇ、そんなの一朝一夕でわかるわけないじゃない！」

「とはいえ、王都から職人を雇うってのも、金がないから無理だしなぁ」

「ま、木材の材料には困らんし、その都度修復していけばいいじゃないか」

「ほだこと言うけどなぁ、タック……こうして修復してっても、しょせん素人。粗が重なって倒壊でもしたら危ねぇべ」

「う、うーん」

　私もタヌサクさんの言う通りだと思う。

　村を見回してみると、竈場含めてどの家も素人の手作り。見るからにほったて小屋である。

　素人目にもきちんと建て直さなければ危険、とわかるほどだ。

「あ」

　そうだ、いいことを考えた！

　私の薬――〝解熱薬×十万本〟の報酬で村の建物を建て直そう！　材料は森から木を切ってくればいいのだから、技術を指導できる職人さんに来てもらえれば安く済むかもしれない！

「ダウおばさん、私、お薬の報酬を村のために使いたい」

「うん？　どういうこと？」

「今のお家も素敵だけど、王都から職人さんを招いて家の建て方を教えてもらえたら、もっと素敵な家に住めないかな？」

「！」

　ダウおばさんたちは、私の言葉の意味をすぐに理解してくれた。

　プロの職人に全部やってもらえれば間違いなく立派で安全な家が建つだろう。でもそれには、とても膨大なお金がかかる。私の作る解熱薬十万本分の報酬をすべて注いでも村全部の家を建てるには足りない。

　だからその中間。職人を招いて指導してもらい、自分たちで材料を揃えて建てる。それならば私の報酬で十分事足りるだろう。

「ミーアはそれでいいのか？　お前が稼いだ金だろうに」

　と、聞いてきたのはダルオブさん。

　もちろんである。だって私の住む家でもあるんだもの。

　それにもし家が倒壊して村人が死んだ、なんてことになったら、同じ村の者として家族が死んだも同然じゃない。

　そんなの嫌だわ、悲しいわ。

「そうか、ありがとう。よし、夕飯の時に村のみんなに相談だな」

「今までお金なんかあんまり意味なかったけど、なるほどなぁ、そういう使い方ができんのか」

「ミーアは賢ぇなぁ！」

「い、いえいえ」

　自給自足の生活が長かったからだろう、村の人はあまりお金の使い道がわからないようだ。

　かくいう私も約三十数年お金と無縁な生活を送ってきたから、お金の使い方がうまいかと言われると全然自信がない。

　この〝職人さんの指導のもと自分たちで作業を行う〟というのは聖殿で習った。

　聖殿は火聖獣様を奉り、信奉を捧げる場所。王家からの支援金で運用されており、その額はかなり少ない。そのため聖殿の中でどうしても修復する箇所が出ると、職人さんに来てもらい指導してもらうのだ。

　聖殿官――聖殿の大人たちは、子どもたちの適性をそれで調べて、適性に見合った職種に就かせる……みたいに言っていたけれど。

「家、直す？」

「その方が安心だからって」

「ふーん」

　タルトは首を傾げていた。ダウおばさんも、「立派な家なんか住んだことないから、どんなもんなのかわからないわ！」と叫ぶ。

　なるほど、この村の人たちは、本来家というのは屋根が木でできていたり、壁に隙間がなかったりするというのがわからないのね。それはそれで恐ろしいような。

　でも、逆にそれを聞いてしまうと、建て直した時の反応が楽しみかもしれない。隙間風も雨漏りもない家を知ったら、きっと今みたいなほったて小屋には戻れないと思うもの。

　ちらり、とカーロを見ると相変わらず無表情で興味がなさそう。むしろ私と目が合うと、思いきり逸そらされる。私嫌われてるのかなぁ？

　ルシアスさんが教えてくれた、タルトの両親とカーロの話。気にならないと言えば嘘うそになるけど、それは過去のこと。経緯もよくわからないし、少なくともタルトはカーロを嫌っている感じではない。私のように〝面倒を見るべき相手〟と思っているみたい。

　もしかしたら、カーロが両親の死に関わってるってタルトは知らないのかも。

　カーロはタルトを頼るような視線をよく送っているから、なにか伝えたいことはあるんだろうな。

　カーロの声……精神的なものから出ないのであれば、私の薬では治せない。

　ただ、カーロの立場からするとタルトのそばにいるのは苦しいのではないだろうか。

　でも、離れて生きるのも、それはそれでつらい。

　なんてままならないのだろう。

　同じ村に住む――同じ家に住む者として、なにか私にできることがあればいいけれど……うーん……なんにも思いつかない。

「よし！　まずは解熱薬作りを頑張るぞぅ！」

「手伝うことあれば言えよ」

「ありがとう、タルト」

　とはいえ、材料はすぐ手に入るし意外と暇な時間があるのが今の生活である。

　本日分のノルマ、解熱薬百本を作り終え、明日の分の［ソランの花］を採集してしまうと手持ちぶさたになるのだ。

　森に入って薬の材料になりそうな植物や昆虫、きのこを探し回るのも面白そうだけど、魔獣がうろつく中、素材集めに夢中になるのは危険すぎるし、迷子にでもなれば村の人に迷惑がかかる。

　今の私ができる仕事といえば、川から水を汲んでくるくらいなものだ。

　風聖獣様の加護で使えるようになった風魔法［浮遊］で、水の入ったバケツを浮かせられるようになったけど、得意な属性ではないため、魔力消費が激しい。一日に使える時間は、それほど長くない。

　それだってタルトが隣で私の手を引いてくれていないとバランスを崩して、なにもないところで転んで台無しにしてしまう。子どもの体とは、とてもよく転ぶものなのである。

　タルトには『お前頭でっかちだからな』って言われたけれど、断じて私の頭が大きすぎて転びやすいわけではない。あと、その言葉はそういう風に使うんじゃない。

　うーむ……タルトがいない時に、私だけでできること……なにかないかな？

　薬作り以外の、なにか……。

「まあ、ミーア！　そんなところでなにしてるの？」

　竈場で膝を抱えて座っていると、ダウおばさんが野菜を背中や頭にいっぱい載せてやってきた。

　そうか、これから夕飯の準備が始まるんだ。

　ダウおばさん、すごいなぁ。村のみんなのご飯を毎日作って。献立とかよく思いつくよね。こういうのも経験の積み重ねなんだろうけれど。

　……経験、か。聖殿や城の工房に引きこもって無駄に歳ばかり重ねた私よりも、この村での生活が長いダウおばさんは人生経験が豊富に違いない。

　ここはひとつ、ダウおばさんに相談してみるのもいいかもしれない……。

「ダウおばさん……あのね、私薬作りを始めると夢中になって周りも見えなくなるし、時間も忘れるし、じゃあ村のお手伝いしようかなって思ったんだけど、私ができることって……なんにも、ないな……って」

「アラ！　それじゃあお夕飯を作るの手伝ってくれる？　今夜はモーヴの干し肉スープと野菜炒いためよ～!!」

「お、お料理？　私にもできるの……？」

　そりゃあ聖殿で食事係をやったことはあるけれど、小さな子って指が短くて包丁をうまく握れなかったり、力が弱くてしっかり切ったりできないから、十歳くらいにならないと食事係はやらせてもらえなかった。

　今の私の体は六歳くらい。料理をするには、幼すぎないだろうか？

「もちろんよ！　ミーアはお野菜を洗ってちょうだい！　お水が泥だらけになったら替えてあげるから言ってね！　冷たいかもしれないけど、できるかしら!?」

「やってみたい！」

　なるほど！　そのくらいなら私にもできそう！

　大きな桶おけにたっぷり注がれたお水に、どぼどぼ入れられる野菜たち。

　にんじん、きゃべつ、たまねぎ、ビーツ。じゃがいもは洗って切ってから乾燥させて粉にする。じゃがいも粉に水を少し入れて伸ばして焼き、パンの代わりにするんだって。小麦が獲れるまで、まだ先だから小麦粉を節約するんだそうだ。

　しかし、村人全員分のご飯ともなると野菜だけでもかなりの量。ダウおばさんは、毎食この量を他の女性陣が来るまでにひとりで洗ってるんだ。

　すごく大変じゃない？　私、もっと早くお手伝いすればよかった。

「ふんふんふんっふ～～～～ん♪」

「おや、ダウさんご機嫌だね」

「アラ、わかる～？　ミーアが手伝ってくれているのよ～！」

　話しかけてきたのは鍬くわを持ったタックさん。畑仕事の帰りみたい。

　今私が洗っている野菜はほとんどタックさんがひとりでお世話している畑から、ダウおばさんがもらってきたもの。

　そう考えると、タックさんもすごい人だよね。

「なるほど。ミーア、ダウさんのお手伝いをしてたのかい？　偉いな～。タルトやカーロはなにをしてるんだ？」

「えっとー、タルトは森の罠わなの見回り！　カーロは家で矢を作ってた！」

「ああ、なるほど。明日も肉にありつけるといいなあ。期待してるって、ふたりに伝えておいておくれ！」

「わかりました！」

　やはり熊の獣人は肉食なのだろうか？

　鍬を掲げてそう言うと、タックさんは自宅へと帰っていく。

「ふふふ、バレちゃったわ～」

　機嫌がいいのを、だろうか？　確かにいつもよりとても機嫌がいい。私が手伝っているだけで、どうしてこんなにご機嫌なんだろう？

「実はねぇ、アタシにはミーアみたいな人間種の娘がいるのよ。今は大人になって、崖の国に住んでるんだけど」

「え！　そうなの？」

「ええ。あの子も捨て子だったわ。とても気の強い子だった。負けず嫌いで、でもすごく優しい子。ミーアみたいに、自分から手伝いたいって言って、村のあちこちでお手伝いをして回ってたっけ」

　へ～、人間の女の子か～。ダウおばさんが自分の娘だと誇らしげに言うほど仲がいいなんて少し羨ましいな。その子の話をするおばさん、すごく幸せそう。

「でも、アタシはバカだったのよね。あんまりにもその子のことが可愛くて可愛くて……このままじゃ、あの子のことを、この村から出したくなくなっちまいそうだったの」

「？　それ、なにかダメなの？」

「ダメよ～。だってこの村にいたって、繁殖できないじゃない。人間は獣人、半獣人と子どもがつくれないんだもの」

　え……そうなんだ。でも、結婚して子どもを産むだけが女の幸せじゃないわ、ダウおばさん――もちろん私の言葉は敗者の言葉だけれど。

「もー、それで大ゲンカ！　あの子は崖の国に家出してそれっきり！」

「えー!?」

　そ、そんな！

　ショックを受けていると、ダウおばさんはあっさり「仲直りはしたわよ？」と言い放つ。

　そんなケロッと！　私、本気で心配したのに！　んもーーー！

「まあ、なにが言いたいかっていうとね――ミーアのことも娘として愛してるわよ、ってことよ」

「！」

「アタシはミーアが可愛くて可愛くて、ミーアのことも村に閉じ込めようとしちゃうかもしれない。でも、ミーアは自由よ。好きなところに行っていいの。好きなことを好きなだけしていいの。聞きたくないなら、アタシの言うことを聞かなくたっていいんだからね。そんなことくらいで、アタシはミーアのことを嫌いになったりしないのよ」

「ダウおばさん……」

　にんじんを洗い、泥を落とす。泥の取れたにんじんはダウおばさんがまな板の上に持っていく。スルスルと見事な手腕で皮が剥むかれていくのを、泣きそうになりながら眺めた。

「ミーア、だからね、今日、なにかお手伝いしたいって言ってくれてありがとうね。相談してもらえて、おばさんとっても嬉しかったわ！」

「……う、うん」

　水の冷たさを忘れるくらい、頑張って野菜を洗い続けた。

　ジミーアだった頃は――依頼書が工房のドア横の穴に差し込まれるたび、なんの感情もなく依頼された薬を作っていた。

　あの頃はそれが当たり前で、お仕事で、日常だったけれど……。

「ふう、こんなものかしら。ミーア、手伝ってくれてありがとう！」

「あ、あの、おばさん……よかったら、これ、使って」

「？　なあに？　クリーム？」

　野菜を切って、大きな鍋で火を通し終えたおばさんに手渡したのは、［保管］から取り出したカメリアオイル。カメリアという花から抽出した成分で作ったケアオイルである。

　他にも塩とか色々入れたから、私のオリジナルというやつ。この村に来て、お風呂にあまり入れないから、シャンプー代わりにと作ったのだ。

「ダウおばさんもオンナだから、おめかししたくなったら使ってみて」

「アラ～！　じゃあ、脚に塗ってもいいかしら？　昔骨折したところが、乾燥するとすぐにひび割れちゃって」

「ええ!?　な、なにそれ痛そう！」

　ダウおばさんは竈場の縁に腰を下ろすと、左脚を伸ばして見せてくれた。膝の部分に、裂傷痕がある。

「ここ？　痛そう……」

「今はだいぶいいのよ！　崖から落ちた時、反対に曲がっちゃってね！」

　ひぃ～～～～!?　痛い痛い痛い痛い!!　そんな元気溌はつ剌らつに言うことじゃないよ～！

「心配した娘が上級ポーションを送ってくれて、なんとかまた歩けるようになったの」

「そ、そうだったんだ。よかったねぇ」

　あまりにも痛々しい話にちょっと泣きそうになった。

　小さな手でケアオイルを裂傷痕に丁寧に塗り込むと、オイルがカバーの役割を果たしてくれてかなりもちもちな感触！

「どう？　どう？」

「ああ、とってもいいよ。ありがとうねぇ」

「よかった……。また塗ってあげるね！」

「本当かい？　助かるよ」

　むふー！

　あ、でもそういうことなら、ダウおばさん用に痛み止めや乾燥防止のクリーム新しく作ろう！
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　私の、お母さんのためだもんね！　……頑張る！
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　それから一ヶ月後――。

「うん、無事に十万本、納品確認しました。本当に助かったよ、もうすぐ斑点熱の流行はやる季節だからね」

「そういえばそうですね」

　なるほど、それで解熱薬が大量に必要だったのか。言われてみればこの時期、お城でも解熱薬を大量生産していた記憶がある。

　斑点熱とはその名の通り、高熱と全身に紫色の斑点が大量に現れる病。

　ポーションでも回復は可能なのだが、斑点熱には解熱薬の方が早くよく効く。

　ポーションだと斑点が残ったりするしね。

「獣人も斑点熱になるんですか？」

「あまり罹らないが、まったくないわけではないよ。それに、年々増加傾向にある。おそらく魔獣の増加に伴い疫病の毒素も強まっているのだろう」

「そ、そうなんですか」

　病の毒素が強まる……そんなことがあるものなのね。

　じゃあ、この村の人の分も作っておこう。

「それでは報酬の二千万コルト――から、職人出張費と技術指南料金、道具の貸し出し費用諸もろ々もろを差し引いて、お支払いが一千万コルトです」

「え？」

「ん？」

　いっしぇ……？

「そ、そんなにもらえるんですか!?」

「え？　う、内訳明細見る？」

「は、はい」

　恐る恐る手渡された紙を見る。

　薬の料金、そこから差し引かれた職人さんたちへの支払い。

　だ、だとしても、私への支払いが、こんなに？

「ええ？」

「だ、大丈夫？　数字の読み方とかわかる？」

「は、はい……でも、まさかこんなにもらえると思わなくて」

「そう？　だって十万本だよ？　そのくらいの金額にはなるよ？　職人たちへの支払いも、かなり多いだろう？　君の薬作りも〝職人技術〟だから、付加価値があって然しかるべきだと思わない？」

「……あ」

　そ、そういうものなのか。自分の技術に付加価値がつくなんて、考えたこともなかった。

　崖の国には薬師はそれなりにいたし、城お抱えともなればみんな優秀だったもの。

　まあ、紋章魔術は私しか使えなかったと思うけど！　……付加価値ってそういうことか！

「ミーアが作ってくれた解熱薬は品質も高いし、特急で仕上げてくれた。それに専門薬の一種だからね、一本二百コルトは当然の価格だと思う。本当はもっと高く買い取りたいくらいなんだけど、販売価格や斑点熱の流行具合も考えるとこのあたりが限界かな、って」

「いえいえ！　そんな！」

「ポーションは今後も定期的に五百本、作って卸してくれるとありがたい。下級ポーションなら一本百コルト、中級ポーションなら一本二百コルト、品質によって二十コルトずつ上乗せする」

「わ、わあ、い、いいんですか!?　そ、そんなに!?」

　具体的な数字を聞くと、ものすごく驚く。

　これまでの私の一ヶ月のご飯代がいったいなんだったの？ってくらい。

「…………」

「ミーア、どうしたの？」

「い、いえ、今までのご飯代と比べていたらよくわからなくなりまして」

「今までのご飯代？」

「いえ、深く考えるのはやめます！」

「そ、そうなの」

　考えると虚むなしくなるし！

「でも、こんなにもらえるなんて思わなかったからどうしよう……使い道が思いつきません」

　一千万コルトだなんて、こんな大金を持ったこともない。

　それにこれから定期的に中級ポーションを五百本卸せば、毎月十万コルト入ってくるのよね？

　下級ポーションでも品質設定を特上品質にしたら一本百八十コルトだから九万コルト。

　え？　うん、使い道が本当に思いつかない。

「……それなら、僕から提案してもいいかな？」

「ていあん？」

「この村以外にも、半獣人の村は五つある。もとは七つがあったが、ひとつは魔獣に襲われてなくなった。そのように小さな村では魔獣に襲われると、村そのものがなくなることもあるんだ。だから、他の村とこの村をひとつにしたらどうかと思って」

「他の村と、この村を……？」

　もちろんそれには資金的な問題だけでなく、他の村との話し合いも必要となる。今年中に答えが出ない可能性もあるし、話がまとまったとしてもすぐ実行できるものでもない。

　ただ、魔獣に襲われて壊滅した村だって毎日、魔獣除けのお香を焚たいていたと聞いている。それだけ魔獣が増え、強くなっているのは間違いないということだろう。

　この村のそばにある麦畑だって、他の村と囲むようにして共同で育てられてるから無事なのだ。拡散している村をひとつにすれば、防衛の観点から見ても戦力増強、食糧や魔獣除けのお香の節約などいいことが多い。

　私も魔獣除けのお香は作れる。あれも薬の一種だから。材料もこの辺りで揃えられるものだし、私なら、この規模の村が五つ、六つ集まったとしてもそれを覆い尽くすだけのお香を作れる。

　ルシアスさんが置いていってくれた魔獣除けのお香、品質は普通だったから、高品質のものを私の【紋章魔術】で作れば強力になった魔物にも効くだろう。

　この村の人たちのように、どちらの国からもあぶれてしまった半獣人や人間の村。

　見捨ててはおけない。他人ひと事ごとではないもの。あぶれ者だからこそ、助け合って生きていくべきだと思う。

　他の村の人がこの村に合流してくれるなら、私の作る魔獣除けのお香で絶対に守る。

「家族が増えるみたいで、私はいいと思います！」

　もちろん、他の村の人たちはその場所にこだわりがあるかもしれないし、強制はできない。まずはこの村の人にも意見を聞いて、それをまとめて……となる。

　あいにく今の私は完全に子どもなので、これ以上のことを言うのは危険だ。年齢偽証がバレる。

　ルシアスさんの私を見る目が少し、違う気がするし。なんだろう、窺うかがうような……いや、探るような……？

　城の薬師になって以降、人の悪口や視線には敏感になったのだ。だから引きこもってたんだもの。

「そう。それじゃあこの村の人たちに、僕の方から提案してみるね」

「はい！」

　村の人は私を完全に子どもだと思って接してくれてるし、私もその扱いに慣れてきたけれど……ルシアスさんには少し気をつけよう。彼はいい人だけれど、あくまでも村の外の人。迂闊なことを言って、崖の国に私の存在が知れるのは怖い。

「……おぉ……」

　それでもまあ、私の仕事によって村が少しずつよくなるのを眺めるのは気分がいい。

　あ、タルトとカーロも木材加工のお手伝いしてる。偉いなぁ。

　この一ヶ月の間、ルシアスさんの伝手つてで指導に来てもらっている職人さんたちのおかげで、村はかなり様変わりした。

　素人が木を切って木材加工しているので、職人さんが作るより遥かに時間はかかっているが、一見すると、あの村と同じ場所!?って驚いちゃうくらい立派になったんじゃない？

　まだまだ建設途中の家が多いから、もっともっと立派な村になるんだろうな！　もともとの家の有様には、職人さんたち相当驚いていたものね。

　道具が運び込まれ、村のほったて小屋が解体され、職人さんの指導のもと新しく家が建っていく。やはり職人さんに家を建ててもらうとなると、今の私の手持ちのお金では足りないが、それでも……村が生まれ変わっていく。

「これが見たかったんだよね……」

　ずっと。ずっと。お世話になった人たちの暮らしが、よくなっていく。その光景を、私はずっと、この目で見たかったのだ。

　ずっと、前から。










間話　崖の国の城の中




「はじめまして！　新人のグニマと申します！」

「あー、はいはい、聞いてるわ。アタシはディニア、よろしくね。じゃ、さっそく中に案内するわよ」

「よろしくお願いします！」

　焦げ茶色の髪の少年が頭を下げる。

　金髪の美女ディニアは気け怠だるげにその少年を一瞥して城の中へと入っていく。

　そこは城の中でも倉庫に近い、さまざまな分野の研究や実験、薬の生産が行われるエリア。

　王族の住まいとはかけ離れた、優美さのかけらもない建物。装飾物も一切なく、壁や天井は灰色のレンガがむき出しになっている。

　通り過ぎる研究者や文官、薬師たちは皆、他者に無関心。

　そのエリアを過ぎて階段で三階に上る。薬師が各おの々おのの研究室――工房を構えるエリアに移った。

　個人工房とは、そのエリア内で行われる研究を、集団ではなく個人で研究する者に与えられる部屋。居住エリアである個室と研究室がひとつになっているのだ。通常は複数人で工房を使い回す。

　新人の少年があてがわれたのは、狭い小部屋だった。

「ここ、あんたの部屋。で、さっき通った時に見せたのが工房。依頼書が入り口の木箱に入ってるから、やりたいやつが依頼書の薬を作るの。言っておくけどいくら数作ろうが、難しい調合ができようが、新人の給料は月額決まってるから頑張るのは無意味よ。ま、でも頑張って作ってよ。アタシらその分楽できるし」

「は、はあ……。え、えっとあの、木箱の依頼書ってあれですか？」

「そうそう。あれ、ずいぶん溜まってんなぁ。みんなサボってんのかしら。ま！　アタシも人のこと言えないけどー。あはははは！」

「ええ……？」

　彼女は「いいのいいの、薬作りたいやつが作れば」と悪びれもなく笑う。

　当然だ、城の薬師は公務員。給料は一律。薬を作っても作らなくても給料がもらえる。

　むしろ、たったひとりが国中から舞い込む依頼をすべて処理しているこの状況が異常だった。

　しかもそのたったひとりは、国の薬師が十人集まっても数日かかる量の薬をひと晩で仕上げる。そして、そのたったひとりの存在によって、城の薬師たちは絶望させられた。彼女は、それを知らない。

　秀ひいですぎた才能は、他者を無気力にさせる。

　サボっても金は出るし、彼女はあらゆる不可能を可能にするから誰も彼女に近づかない。

　宮廷薬師になるほどの努力を積み重ね、その自負がある者はなおさら。

　だから皆、彼女をなき者のように扱う。そうしなければ心が壊れてしまう。

　悪びれもなく笑う女も、そのうちのひとりだ。

「天才様が全部作ってなんとかするわよ。アンタはアタシらみたいにお抱え貴族様でも探して、専門薬作って媚こびてりゃ生きられるわ」

「え、そ、そんな……城の薬師がそんなんでいいんですか？　もうすぐ斑点熱が流行る季節ですよね？」

「平気平気。〝薬師の聖女〟がなんとかするわ。だってなんとかするんだもん、あの女。火聖獣を癒す薬まで作ったのよ？　あんな化け物がいるのに、アタシらにできることなんてあるはずないでしょ。諦めなさいよ、アンタも早く。……凡人はどんなに努力しても、凡人でしかないんだからさ」

「……っ」

　先輩である女薬師が立ち去ると、自室としてあてがわれたその部屋に取り残される。

　新人の少年薬師は荷物を早々に整理して、工房に向かう。工房の中を覗き込むが誰もいない。

　続いて薬品庫へ足を運んだ。

　そこにあったのは凄まじい量の薬の数々。崖の国で使用される、数年分が保管されていた。

　薬品庫の中はひんやりしていて、常温保管と冷凍保管の二ヶ所があった。

　数十メートルの広さがある保管庫の二階はこちらもまた、びっしりと箱で埋め尽くされている。

　こちらはポーションの保管庫。下級、中級と部屋が分けられていた。二階の奥には小さな部屋があり、そちらは貴重な薬が保管されているらしく、鍵がかかっている。

「ここにも誰もいない……いくら鍵がかかっていても、不用心すぎるんじゃないか？」

　一階に戻ると、身なりのよい男が使用人を数人引き連れ、薬品庫に入ってくるところに遭遇して驚いた。

　確かに薬品庫の入り口に鍵はかかっていなかったが、無断で入り込んでよい場所ではないはずだ。ものによっては危険な薬品もある。それなのにその貴族は勝手知ったるとばかりに二階に上っていく。

「え、あ、あの！」

「む？　なんだ貴様は。見ない顔だな、新人か？」

「は、はい！　あ、あの、その上にはポーションが保管してあって……」

「知っておるわ。なんだ、誰からも説明を受けていないのか？　わしのような貴族は、ポーションは無料で好きなだけ持っていってよいことになっておる」

「え、ええ？」

　なんだそれは。そんなことがあるのか？

　驚く新人薬師をよそに、使用人たちが続々と二階に上り、箱を持って下りてくる。

「旦那様、おいくつほど持って帰ればよろしいですか？」

「風呂用のポーションがもうないから、二十箱ほどだ。まったく、わざわざわし自ら赴かねばならんのはなんとかならんものか」

「本人確認が必要とのことですから仕方ありますまい」

「え、ええ……」

　どうやら貴族本人が赴くことで〝本人確認〟となるらしい。そんなばかな。ゆるすぎる。

　彼らが続々と箱を運び出して持ち去っていくのを呆ぼう然ぜんと眺めていると、また別の貴族が使用人を引き連れて現れる。

　彼は先に来た貴族と「おたくもポーション風呂用のポーションがなくなったんですか？」と世間話を始めた。

「ポ、ポーション風呂？」

「下級ポーションを風呂に溜めて入浴する、貴族の〝嗜たしなみ〟だよ。〝薬師の聖女〟様のおかげで、ポーションがあり余ってるからな」

「え！」

　持ち出し係の使用人が、新人薬師に告げて去っていく。

　ポーション風呂。あり余るポーションを、そうやって贅ぜい沢たくに消費するのが貴族の嗜み。

　体の悪い部分は立ち所に癒えるし、毎日入ることで病の予防にもなる――らしい。

　そんなことがあるだろうか、と首を傾げ、新人薬師はまた工房のある三階に戻る。工房にはやはり誰もいない。

　新人薬師はいよいよ、満を持した気持ちで、例の天才様とやらがいる個人工房の扉をノックする。

　返事はない。

「し、失礼しま～す」

　彼はどうしてもこの個人工房にいる薬師に会いたかった。ここの薬師に会うために、わざわざ城の薬師になったのだ。

　どうしても、どうしても、あの薬――聖獣治療薬を作った者に会いたかった。

　ひと目会って、そして直接――。

「あれ……いない」

　工房はがらんとしていた。ただ、この工房の主あるじはよほど人嫌いなのか、扉を開けると依頼書が山のように散らばっている。出所は扉の横の壁の縦長い穴だ。あそこから扉を経由せず直接依頼書を入れられる仕様になっていた。

　この工房の主は、これほどの依頼をひとりでこなし、なおかつ他の薬師のもとに来た依頼書にまで手を回していたのだろうか。いや、あるいは仕事を面倒くさがった他の薬師が、溜まった依頼書をここに投げ込んでいる可能性もある。

（だが、それにしても妙だな。人が生活する匂いがとても薄い。依頼書も日付が一ヶ月近く前のものまである）

　拾い集めた依頼書を、日付の新しい順に整えてテーブルに置く。

　カーテン一枚隔てた工房の隣は個人スペース。竈や保存箱、ベッドや風呂、トイレ――と、食材を買い込めば確かにいくらでも引きこもれそうだ。

　しかし保存箱の中を見ると中身はほぼ空。コーヒー粉は出しっぱなし。

　生活感があるようでない。奇妙な感覚を覚える。

（せっかく〝火聖獣〟たる余が、人間種のふりまでして会いに来てやったというのに、不在ということか？　うーむ、ならばもうひとりのところに行くか。あれからまるで会いに来ない。せっかく余の――〝火聖獣の加護〟を与えてやったというのに……）

　ぱさり、と新人薬師の少年の髪の色が鮮明な真紅に変わる。

　鋭い蛇へびのような眼。口元には笑みを浮かべて、窓ガラスに映る姿に「おっと、いかん」と、もとの新人薬師の姿に戻る。

　焦げた茶色い髪を整えて、改めて個人工房を見回した。

　個人工房の主が、聖獣治療薬に関して書き記したものはないかと家探しをしてみるが、終えるまで訪ねてくる者は誰もいなかった。

　本当に城の薬師たちは、この工房の主に興味がないと見える。

　部屋を出ても人ひとり通らない。明かりも灯らない薄暗く、寒々しい廊下を見回す。

　溜め息しか出ない寂れ具合。

「少し眠っていた間に、すっかりつまらん国になったな。この国は」










四章　発展する村




　――カンカン、トントン。ガチャ、ガチャ、ドサドサ。

　色々な音が同時に響き、合間に人の声が飛び交う。

　解熱薬を売ってから一ヶ月が過ぎ、今日はポーションを納品する日。つまり、ルシアスさんが来る日である。

　私がこの村に来て二ヶ月、ということよね。早いなー。

　そして私が薬を売ったお金で、村は現在建設ラッシュ。きちんと区画整理も行われ、ほったて小屋が立派な家に立て替えられていく。

　私が住まわせてもらってるダウおばさんの家も、立派な木の家になった。

　玄関扉はガタガタ外れそうじゃないし、壁に隙間はなくなった。屋根も雨漏りしないし、床だって砂地から木床に大変身。

　余った木材で、クローゼットやタンスも作ってもらえた。

　ダイニングにも歪んでないテーブルや椅子、収納スペースの増えた新しい食器棚が並び、高い天井と光をたくさん取り込む立派な窓ガラスがはめ込まれたのだ。

　他の村と合併する話も着々と進んでいる。

　最初にやってきたのは、魔獣によって壊滅させられた村の人たちだ。

　そこは半獣人たちの村の中では一番大きかったらしい。崖の国から口減らしで捨てられた子の孤児院があり、その孤児を含めて十人程度がうちの村に来ることになった。

　しかし、半獣人の大人はまだしも、子どもたちの様子はなかなかに悲惨だった。無表情のまま誰かに手を引かれなければ歩けない。魔獣に襲われるという恐ろしい経験をしたせいで、みんな人形みたい。……無感情で無気力なのだ。

　村の人々が魔獣に襲われたのを見て、ショックのあまり心が凍ってしまったのだという。そう言われると、彼らの心が解けるのを待つしかない。

　カーロはその子たちの顔を見ると顔色を悪くしてしまう。

　多分自分の顔を見ている気分なんだろう。人の死を間近で見た者の目。無力感や喪失感に染まった、無気力で虚無的な表情は、私が今も時折見るカーロと同じものだから。

　そんな孤児たちが暮らす新しい孤児院は私たちの家と隣接するように作られたが、交流らしい交流は今のところない。

　ダウおばさんは時間がある時にせっせと手伝いに行っているが、タルトの両親の死を目撃しているカーロのことも考えて、あちらの孤児院にはあまり行かない方がいい、とダウおばさんにやんわり接近しないように言われた。

　確かに、カーロにどんな影響があるかわからない。できるだけいつも通り過ごすのがいいだろう。

　時間が解決してくれると信じるしかないね。

　なんにせよ、村には人が増えた。

　森の切り開きも順調に進み、それに伴い新たな問題もいくつか――。

「あ！　来た！」

　タルトが指差す方向から、ガラガラと馬車が近づいてくる。

　ルシアスさんが来た！

「やあ、タルト！　元気にしてたかな？」

「おう！」

「ミーアも……」

「ルシアスさん！　助けてください！」

「へ？」

　そう、壊滅した村の人を受け入れたこの一ヶ月で――私の周囲はそこそこ大変なことになっていたのだ。




「ミーア様、果汁ジュースをお持ちしましたよ」

「ミーア様、串焼きを作ったのでご賞味ください！」

「おお、ミーア様がルシアス殿と歩いておられる。今日もご健勝でなによりだ」

「ミーア様、今日も可愛らしいわ」

「あ、ミーア様だ！」

「ミーア様～！　こっち向いて～！　可愛い～！」

「……なにがあったのかな？」

「うううう」

　荷馬車を村の中央まで案内する間、この声がけで十分私の状況はルシアスさんに伝わったと思う。

　ええ、まあ、つまりハイ、私は今、よその村から来た人たちに信仰対象のごとく崇められているのである。

　なぜか？　その理由は、私にとってまさかのものであった。

「実は魔獣除けのお香を作ったら……こうなってしまって……」

「え？　君、魔獣除けの香が作れたの!?」

「は、はい。それも薬の一種なので、【紋章魔術】で、作ってみたのですが――」

　魔獣除けの香は、［魔獣のフン］＋［ダイノ葉］＋［ユーカリの葉］＋［魔除けの魔術紙］で作られる。

　最後の［魔除けの魔術紙］とは、紙に魔術陣を描き、魔術を封じ込めて魔力を通すと、封じた魔術を発動することができる魔術具の一種。たとえば攻撃系の魔術を私は使えないのだが、攻撃系の魔術が使える人がその魔術を紙に描くと魔術紙になる。

　ただ、［魔術封じ］の上位魔術を持っていないと魔術紙は作れないので、魔術紙を作れる付与師という専門職人が必要。

「まさか、付与師でもあるのか？」

「その……薬に関係する魔術はあらかた持ってまして……」

「…………」

　やめて！　そんな目で見ないで！

　だって【叡智】に［魔術封じ］が派生魔術として入ってたんだもん！　作れるお薬なら作るよ！　お薬作ってこその薬師だし！

　それに［魔術封じ］はやっぱり専門外なので作るの苦手ですよ！　魔獣除けの魔術だって本を見ながら描いて習得しましたけど、攻撃魔法の魔術は私が覚えていないので魔術紙にできなかったし！

　つまり、得手不得手なんですよ！　できないものはできませんよ！

「……ちなみに、治癒系の魔術を魔術紙にはできる？」

「え？　できませんでしたね。適性がありませんから、使えません」

「そうか……。やはり君でも治癒魔術は使えないか……」

「はい」

　そもそも治癒魔術の使い手は滅多に現れない。火、水、風、土の四属性に適性がなければならないからだ。

　魔術陣は歴代の治癒魔術師が描き残してくれているが、優秀な付与師であっても治癒魔術の魔術紙は作れないと聞く。だからポーションが活躍するのだ。

　魔獣退治を生業なりわいとする冒険者などには必須アイテム。一般市民にとっても簡易の傷薬、風邪薬として一家にひとつの常備薬。それがポーションである。

「私にはポーションがあるので」

「どちらにしても、魔獣除けのお香は森の中に住む者にとっては命綱だ。信仰のごとく崇められるのも無理はないね」

「ええ、そ、そんな……」

　ありがたがられるのが当たり前、と言われるのはちょっと！

「特にこの村に来たのは魔獣に村を壊滅させられた村の者たちだし」

「うう」

「この先も君がいるのなら安心だ。ところで、僕にもミーアが作った魔獣除けのお香を見せてくれないかな？」

「あ、は、はい！」

　よし、いよいよこの時が来た。

　ルシアスさんに魔獣除けのお香を見てもらい、買い取ってもらえるのなら、村を拡ひろげる資金にするのよ！

　村の住人が増えて家具が圧倒的に足りないし、消滅した村の麦畑担当が全員亡くなってしまったため、麦畑のお世話をする人も減ってしまった。だから、効率のいい新作の農具がほしいのだ。収穫期は半年後なので、今から発注しておかねば間に合わない。

「素晴らしい……高品質だね」

「はい」

　魔獣除けのお香は干し草の詰め合わせみたいに、五十センチ×三十センチの麻袋に入っている。この一袋が平均的な四人家族の家で使われる約一ヶ月分。取引はこの一ヶ月分の分量で行われるのが一般的だ。

　使い方は、香瓶と呼ばれる瓶の中に入れて焚くか、家の周りや村の周りに撒まく。

　焚いて使う場合は一日で消費してしまうが非常に強力な効果が現れる。撒いて使う場合、効果は下がるが長持ちする――というわけだ。

　ちなみに、今回は品質設定を〝高品質〟にしておいた。最高品質はオーダーをして、一流の薬師が丁寧に作り上げてようやく到達するレベル。私のように【薬賢者】の派生上位魔術で設定してできるものではないのだ。

　……薬作りに没頭しすぎて忘れていたけど、かなり反則技なんだった、この魔術。

　ああ、いつか〝最上級ポーション〟の〝最高品質〟を作ってみたい。

　どんな効果のある薬になるのだろう？

　まさか不老不死効果とかではないだろうけど、不治の病や怪我が治るようにはなるだろう。

　そう、たとえば――体がひしゃげているからと聖殿前に捨てられていた子猫や、崖から落ちて脚を失った老犬みたいな……。

　ああいう子たちが救えるようになるといいな、って、私はずっと思ってる。

　もちろん人間や獣人たちにもそういう人はいると思うけどね。

「素晴らしい。魔獣除けのお香、一袋二百コルトでどうだろう？　高品質なのでプラス八十コルト。ちなみに、こっちの大きな麻袋分を毎月作ってもらえたらもっと稼げるんだけど、どうだろう？　通常品質でこのサイズだとひとつ五百コルト支払える」

「えええっ!?　一袋で五百コルトも!?」

「貴族の屋敷や、城などで使用されている一ヶ月分のサイズだ。ミーアの衣装箱にも同じサイズが入っていただろう？」

「あ！」

　そういえばそうだ。初めてルシアスさんに会った時にもらった衣装箱の中身はこの大きな麻袋だった。取り出すと箱の中身の喪失感がすごかったのよね。

　でも、あれで本当に一ヶ月間村は平穏だったのだもの……感謝感謝。

　つまり、この麻袋は村ひとつ分、ということでもある。

　知らないうちにこんなにたくさん作っていたのか、私。紋章魔術で少ない材料から大量に、好きな品質設定で作れるからまるで意識が抜け落ちていたけど……。

「どうかな？　どのくらい作れる？」

「う、うーん……」

　問題は［魔獣除けの魔術紙］だ。これは量産するのが大変面倒くさい。かといって［魔獣除けの魔術紙］をケチると、私の紋章魔術でも品質設定や量産に響いてしまう上、効果が薄くなる。

　紋章魔術は少ない材料で大量の高品質を作れるが、それを可能にする素材量を下回れば品質設定には到達しないし量も減る。

　紋章魔術は誰にでも使えるわけではなく、ひとつの魔術を極めた証である。しかし断じて無から有を無限に生み出せる奇跡の力ではない。

　それを踏まえた上で、私が最大限に薬を作るために必要な材料――今回の場合は［魔獣除けの魔術紙］は、一日を魔術紙作りに費やして……うーん、二十袋が限界だろうか……？

　雨の日が増えると狩りにも行けないから、これからの時期家の中に引きこもって魔術紙作りに専念すればどうかな？

　ポーション作りで大盤振る舞いしたあとで『あんまり作れません』って言うのはちょっと心苦しいけど、魔術紙作りは私、得意ではない。

「ちょっとよくわかりません……。魔術紙作りは慣れてないので、未知数としか」

「そうか。魔術紙があれば？」

「魔術紙があればいっぱい作れます！」

　魔術紙がネックなのだ。それが解消されるのなら下級ポーション並みにいつでもたくさん作れる自信がある。

「では、魔術紙は用意するからその分差し引いて作ってもらえるかな？」

「いいですよ」

　それはいい考え！

　ルシアスさんが魔術紙を用意してくれれば、私は薬作りのみに専念できる。バンバン量産できますとも。

「助かるよ。最近は本当に魔獣が増えているし、作れる者も限られているし……。特に獣人しかいない聖森国は、魔獣除けのお香を崖の国からの輸入に頼っている部分が大きかったから」

　そういえば聖森国では魔獣が増え、そして強くなってるんだっけ。

　品質の高い魔獣除けのお香は奪い合いの状態。それなのに獣人はその強靭な生態上、製薬魔術をあまり発展させてこなかった。今、そのツケが回ってきてるのね。

「ちなみに今ここにある分で追加できたりはしない？」

　そう言ってルシアスさんは手のひらサイズの紙の束を差し出してきた。だいたい三十枚くらいだろうか？

　一番上の紙に描えがかれているのは紋章と呪文。魔術紙だ。その種類は――！

「あ、［魔除けの魔術紙］！　……うーん、今は［魔獣のフン］が足りないので、それを取ってくれば……」

「狩りに行くけど、行くか？」

「タルト！」

　ヒョイ、と横から顔を出したのはタルト。後ろにはカーロもいた。すでに弓矢装備済み。

　ふたりは最近、狩りに行く回数が増えている。村人が増えたからだ。

　小麦はまだ収穫期ではないから、お肉を多めに獲ってこなければいけない。

　食糧が足りなくなるのは、森の中では致命的。

「行く！」

「風聖獣様に挨拶してから行く」

「うん、わかったよ」

　タルトは信心深いのか、ただ単に風聖獣様のことが好きなのか、狩りのために森へ行く時はだいたい風聖獣様のところに寄っていくことを提案する。

　私も加護をいただいた身だから、風聖獣様に会いに行くのは好き。

　ダウおばさんとは質の違うもふもふでたぷたぷした体と、目を閉じたお顔はほわほわ和む。

　風があの巨体を包む羽毛を揺らす様は時間を忘れて眺めていられる。

　もし、もしも、あの真っ白な羽毛に、全身埋もれることができたなら……。

　聖獣様に対して不敬かもしれないけれど、そんな邪よこしまなことを思わずにいられない。

「アラアラ、三人とも森に行くの？」

　ルシアスさんの荷馬車に商品を見に来ていたダウおばさん。しゃがんで私の体を長い羽根で引き寄せると、もふもふの羽毛に埋める。

「気をつけて行くのよ。最近狩りに成功してばかりだけど、そうやって気が緩んだ時が一番危ないの。獲物だって死にたくないから必死で抵抗してくるわ。絶対に気を抜いてはダメよ」

「わかってる」

　同じように抱き寄せられたタルトとカーロも、ダウおばさんの羽毛には抗あらがえないのかすっかり埋もれてしまった。

　さらさらで、ふわふわで、もっふもっふで……抗い難いよねぇ……わかるー。

　羽根の表面はさらさらとした感触なのに、その下にふわっふわの羽毛がびっしりあって、中はものすごくあったかい。長くいると暑いくらいだ。

　そんなもふもふとした場所にどこまでも埋もれて目を閉じると、ささやかな獣臭……。

　それをうんと吸い込むと、体の中までポカポカしてくるの。

　幸せ……。

「行くぞ」

「あー」

　タルトに引っ張り出されて森へと向かう。

　ダウおばさんの胸の中はずっといると暑くなるけど、引きずり出されると喪失感がものすごい。

　後ろからついてきたカーロは、すでに弓矢をいつでも放てるようにセット済み。

「デカいのほしい」

「危ないよ」

「ルシアス来てる」

　タルトの言いたいことはわかる。ルシアスさんが来ているから、大物を捕まえて食べさせてあげたいんだね。

　けれど最近は村人が増えたことで狩りの回数が増え、おのずと獲物も減っている。大物を狙うなら少し遠出しなければならない。

　風聖獣様からの加護で［浮遊］の魔術が使えるから、大型の獲物も運ぶのは苦ではないけれど……あんまり遠くに行くと縄張りの違う別種の魔獣とかが出てくるかもしれないし……。

「…………」

「っ」

　タルトが振り返ったのはカーロ。私があまり乗り気じゃないから、賛同者がほしいのだろう。

　でも残念。カーロも首を横に振る。

「なんで」

　あ、これはタルトが意地悪だ。カーロの声はまだ出ない。それなのにそんな聞き方をしたら、カーロが答えられずに困ってしまう。

　やはり声の出ないカーロは反対する理由を言葉にできずに困ってる。

「タルト、それは意地悪だよ」

「行く」

「タルト！」

　こうなると私の言葉も届きそうにない。もう、仕方ないなぁ。

　怪我をしてもポーションは［保管］の魔術紋の中に入っているからすぐ使える。もちろんふたりが怪我をしないのが一番いい。

　そんな風に、他人事に考えていたのがまずかったのだろう。

「わ、大きな川……」

「流れ速い。あっち大きな滝ある」

「そうなんだ。気をつけないとね」

　つまり崖の国が右にあって、聖森国が左にあって、その間にこの狭間の森があるんだけど、狭間の森の真ん中には大きな麦畑があり、崖の国と聖森国を繋ぐように、風聖獣様がいるユグラスの谷とこの流れの速い大きな川があって、川の最終地点がユグラスの谷で、川が谷に落ちる滝がある……的な地理なのかな？

　薬作り以外はからっきし苦手な私……精一杯の脳内地図……。迷子にはなりたくないから、とりあえず麦畑を目指せばいいってこと？

「跳ぶ」

「ちょっとぉ!?」

　けれど、そんな私の配慮など、半獣人のタルトにはなんのその。川の間にあった大きな石にぴょいと飛び乗り、向こう岸に渡ってしまう。

　いやいやいやいやいや、待ってほしい。タルト、君は半獣人だ。私やカーロとは運動能力が根本的に違う。

　ご覧なさいな、カーロも顔を真っ青にしているではないか。

　恐る恐る「カーロは跳べる？」と聞いても全力で顔を左右に振っておられる。

　安心してほしい、私も無理だ。

「早く」

「ええ、無理だよぉ！」

「ん」

　早く、と促される。タルトの白い尻尾がピーンと立っているので、絶対不機嫌だ。

　カーロと顔を見合わせると、彼は意を決した顔になった。

　本気かな？

「…………」

「え、ほ、本気で行くの？　無理だよぅ」

「…………」

　私は無理だ。大きな石に跳び乗るなんて絶対にできない自信がある。

　それでもカーロはタルトを不機嫌にさせている方が嫌らしい。私に手を伸ばして、濡れるのを覚悟だ、と言わんばかりに頷く。

　ほ、本気かな？　……本気か。

　ふたりに取り残されるのは、それはそれで不安。

　観念してその手を掴み、［浮遊］で石まで移動を試みる。

　しかし、［浮遊］の魔術はモノを浮かすだけ。浮いての移動は［飛空］という別の魔術。

　私とカーロの浮いた体を誰かに引っ張ってもらわねばならない。

「タ、タルト、やっぱり無理だよ、そっちには行けないよ～」

「もー」

　もー、はこっちのセリフである。

　浮かんだままでは危ないからと、カーロと自分の体を地面に戻そうとした時――。

「わぁ！」

「っー！」

「!?　カーロ！　ミーア！」

　私とカーロの体は風に流されて、川の真ん中あたりまで一気に飛んでしまう。

　大変だ、どうしよう。［浮遊］はそんなに高くは浮かべない。風魔術に関して、私はズブのど素人なのだ。

　みんなには【紋章魔術】を風聖獣様のご加護で使えるようになった、と説明しているが、製薬系の魔術は基本的に土属性と水属性の複合。

　なお、土属性と水属性なら他の魔術も使えるのかと言われると、そちらもからっきしである。

　だって水魔術の基礎である［水操作］――川から水を吸い上げる魔術――ですら、【紋章魔術】の魔術陣の一部。魔術紋を動かさねば使えないのだ。

　じゃあ【紋章魔術】を起動させて、［水操作］で向こう岸――タルトのところまで行けばいいんじゃないか、って思うでしょ？　私も当然それは考えましたよ？

　無理無理！　不慣れな［浮遊］を使いながら［水操作］まで使うなんて、私そんなに器用じゃない。

　魔術のプロや天才なわけでもないもの。私の薬魔術特化を甘く見ないでいただきたい。

　というわけで、つまり――。

「いやー！　無理無理無理ムリー！　私泳げないのー！」

「……っ！　っ！」

「カーロ！　ミーア！　こっち！」

　川の上の空気の流れに攫さらわれる。向こう岸で、私たちの移動に沿ってタルトが走る。けれど、タルトがどんなに手を伸ばしても私たちには届かない。

　私はカーロにしがみつき、タルトの手が届くところへ流れるのを祈るしかできなくなった。

　けれど、私はここでも大変なことに気がつく。

　――［浮遊］の維持時間がもうあまりないということだ。

　先ほども言ったが私は風属性に適性があったわけではない。適性の後付けは、よほど鍛錬を積んだか、私のような加護を与えられたか、そのどちらかである。

　そして後天性の適性は、うまく伸びない。

　なので、今のところ［浮遊］しか使えない私には、魔術の維持時間の限界があっさりとくる。

「もう、むり……」

「ミーア！　頑張れ！　お、大人連れてくるから！」

「カーロ、ごめ……」

「カーロ！　ミーア！」

　タルトの声。

　カーロにしがみついたまま、私は力尽きてしまう。

［浮遊］が切れれば、私とカーロは流れの速い川の中に真っ逆さま。

　ドボン、という音と冷たい痛み。その温度差と、衝撃で――私の意識は瞬く間に遠のいた。
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　ゆっくりと目を開けると、薄暗い岩肌の天井。

　寒い。ここはどこ？

「…………」

「あ……かーろ……」

　目の前を不安そうなカーロの顔が覆う。赤い髪から滴り落ちる水滴で、なにが起こったのかを思い出した。

　そうだ、私たち、川を渡ろうとして失敗したんだ。

　なんとなく頭や足、背中も痛い。寒気もするし、歯の奥がカタカタ鳴る。

　こんなにあちこち痛いのは、毒を飲んで子どもの姿になった時以来かもしれない。それに、この強烈な寒気。もしかしなくても、熱が出てる？　私って自分が思ってるより虚弱体質なのだろうか？

「……カーロ……は、大丈夫？」

　目線だけで周りを見回すと、洞どう窟くつみたいなところ。でも、その入り口からは水がたぽたぽと入ってきている。

　場所がまったく見当もつかないが、とりあえずあの川の縁に洞窟があったらしい？

　カーロが私をここに運び込んで寝かせてくれてる、という感じだろうか？

　声の出ないカーロに詳しい状況を聞くことは諦めて、カーロ自身の無事を確認する。

　パッと見た限り、頬や腕などにいくつか擦り傷が見えた。ずぶ濡れなのはお互い様だけれど、私以上に混乱して震えている様子。

　この程度の擦り傷ならポーションで治る、と【紋章魔術】を起動させて、少し乱暴だが上からぶっかけさせてもらう。

　量的に、私にも。息を止めてたから、怪我はこれでオーケー。

「！」

「怪我は、もう、大丈夫……」

　そう、怪我は大丈夫なのだが、私は多分、熱が出ている。ポーションは怪我にも病気にも効果があるけれど、熱が下がらないということは専門薬――解熱薬でなければダメだということ。

　解熱薬を飲もうと、【紋章魔術】を引き続き動かすが、なんということだろうか、解熱薬の材料である［水］が足りない。

　洞窟の出入り口にたぷたぷしてる川の水を、と思うが【紋章魔術】の効果範囲外……!!

　本当にあと少しなのに、届かない！　なんてこと！

「はあ……はぁ……み、水……」

「！」

　少しでもあれば、足りる。でも熱がどんどん上がっているのか意識が朦もう朧ろうとしてきた。

　カーロが私のそばから離れ、両手で水をすくってきてくれたのに、【紋章魔術】を維持するほどの意識が保てない。

　すると、口の中に少しずつ水が注ぎ込まれた。こくん、と少しずつ嚥えん下かする。

　あ、美味しい……。

「…………」

　うっすら目を開けると、カーロが泣きそうな顔をしていた。




『カーロはタルトの両親が亡くなった時にそばにいたんだよ。それが原因で声が出なくなった』




　ルシアスさんの言葉が蘇よみがえる。

　カーロは、タルトの両親が亡くなる時に、そばに――いた。

　亡くなったところを見ていたから、そのショックで声が出なくなった。

　私の作る薬では、治すことのできない心の傷。

　カーロの瞳に宿る強い恐怖心に、しまったなぁ、と思う。

　こんな私を見たら、カーロはきっとその時のことを、思い出してしまうのでは？

「さむい……」

　熱でとても寒い。こんなに、動けなくなるほど一気に熱が上がってしまうなんて、子どもの体になったせいなのか、私が実はとても貧弱だったのか、［マナの花の毒］を飲んだせいで虚弱になってしまったのか……ああ、考えがまとまらない。

　水に濡れた体。陽光の射さない洞窟の中。水分補給できたのはありがたかったが、体がどんどん冷えていくのを感じる。

　自分の中の体温が下がっていく感覚というのは――恐怖だ。

「はぁ、はぁ、はぁ……！」

　けれど、私じゃない誰かの荒い息遣い。ピリピリと張り詰めたような空気を感じた。

　ただごとではない。

　目を開ける。カーロが真っ青な顔で必死に呼吸していた。

　涙が出てくる。

　カーロ、苦しそう。

　ルシアスさんの言葉がまた蘇ってくる。

　違うよ、私が熱を出したのは私が弱っちいからだよ。熱は上がってるし、苦しいけど、死ぬわけじゃないよ。

　それにカーロは悪くない。

　近くに座るカーロの手に、一生懸命伸ばした手を重ねる。

「かーろ……だいじょうぶ……」

　私は大丈夫。だからあなたも大丈夫。どうか自分を責めないで。タルトの両親の死があなたにどんな苦しみを与えているのか、私は想像することしかできないけれど……少なくともタルトの両親は小さなあなたがこんなに苦しむことを望んでいないと思う。

　あの村の人なら、当たり前にそう思うはずだ。

「……ほ――炎よ、熱よ――」

　聞いたことのない少年の声。……カーロの、声？

　その直後、目の前をキラキラと輝く炎が渦巻いて、洞窟の中をあたたかくする。

「こ、この者の身を、蝕むしばむ、熱……よ、去れ……」

　手のひらが額にあてがわれると、あれほど寒かった体がじんわりとあたたかくなっていく。
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　これは、魔術だ。解熱の魔術。

　私も体験するのは初めてだけど、解熱薬を飲んだ時と似た感じがする。

　というか、これって、両方とも火の魔術では？　ううん、使われた魔術はふたつじゃない。服が乾いているから［乾燥］の魔術と、それに［保温］の魔術で体があたたかい空気で包まれている。

　もともと詠唱も必要ない初級火攻撃魔術で大型の魔獣も倒していたほどだから、訓練したなら相当な使い手になるだろうとは、思っていたけれど……。

　すごい。［解熱］に［乾燥］［保温］と、私の体力が落ちすぎないように［身体活性化］と［体力回復］［異常状態耐性向上］も使われている。

　こんなにたくさん同時に……嘘でしょう？　私の紋章魔術並みに操作が難しいわよ？

　こんなの宮廷魔術師でもできるかどうか……。

「……カ、カーロ……？」

　赤い赤い、カーロの髪が赤く輝いている。

　わかる。私も風聖獣様に加護をいただいた身だ。これは――火聖獣様の、加護！

　カーロの髪、地毛の色ではなかったんだ。火聖獣の加護で赤く色が変わっていたんだ。

　私と同じように！

「ご、めん……」

「……カーロは悪くないよ。とても楽になった。ありがとう……」

　そうして、カーロはしばらくグズグズと泣いていた。落ち着くまで待ってから、身を起こす。

　うん、平気そう。

　それにしても、まさかカーロに火聖獣様の加護があったなんて……。しかもこんなにはっきりとした赤毛ということは、かなり強い加護だ。

「カーロ、もう少しお水もらっていい？」

「！　いま、もって、くる」

「ありがとう」

　カーロはすぐに水を両手で汲んで持ってきてくれる。それを飲むと、ひと息ついた。

「ありがとう、カーロは優しいね」

　加護による大量の魔力と、それを用いた複数の高位魔術を同時に使うこと。その制御に必要な詠唱のために心の傷を乗り越えて声を取り戻してくれた。

　きっととても、とても、つらいことだっただろうに。

　なのに、カーロは怯おびえたようにまた涙を流して「そんなことない」「おれはよわい」「タルトのりょうしん、ころしてしまった」とポツポツ話す。

　肩や頭を撫でて落ち着かせようとするけれど、カーロはずっと泣いていた。

　きっと、今までも……私や、村の人が知らないところで、ひとりで自分を責め続けていたんだろうな。

「カルロ、ルタ……とても、やさしかった……ゆうかんで……でも、おれのせいでしんでしまった……ごめん……ごめんなさい……！」

「カーロ……」

　それでも――。

「でも、カーロは今日、私のことを助けてくれたじゃない。ありがとう、カーロ」

「っ……!!」




　その後、タルトがルシアスさんと村の大人を連れてきて、私たちは無事に救助された。

　怪我はポーションで治したので無傷ってことで。

　タルトの無茶は、ルシアスさんに美味しいものを食べさせてあげたかったゆえ。あまり怒らないであげてほしい、とお願いしたんだけど、ダウおばさんにみっちりお説教されたみたい。

　タルトは、私とカーロに耳と尻尾をしょんぼりたれ下げて、謝ってきた。もちろん気持ちはわかるので仲直り。

　まあ、もともと喧嘩してたというわけでもないしね。

　この一件でカーロの声が出るようになった。まだ完全に回復したわけではないので、タルトとは別の意味でたどたどしい独特の話し方だが――これをきっかけにどんどん話せるようになることだろう。

　加護については、ふたりだけの秘密。私だけでも加護持ちは珍しいのに、カーロまでとなると、崖の国や聖森国で取り合いになりそうだもの。

　一応、「加護のこと、言わない方がいい？」と聞いたら全力で首を縦に振られた。

　カーロも「この村にいたい。ずっと。崖の国には帰りたくない」と言っている。……とても、怯えた表情で。

　なにがあったのかはわからないが、カーロもあの国でひどい目に遭わされたのだろう。

　崖の国――私たちは、この村の穏やかな生活が気に入っているのでここから出るつもりはありません。










間話　斑点熱




　――雨季。

　雨が増え、湿度が上がる。

　それ自体に問題はないが、崖の国で暮らす人々は湿度上昇と気温の低下で免疫が下がる。

　そして、一ヶ月の雨季が終わると一気に暑くなり、弱った免疫のところに斑点熱が流行る。

　斑点熱――その名の通り、高熱と体中に青紫の斑点が出る病。

　その症状から不死の病と思われたが、初期に薬草や解熱薬で熱を下げれば斑点も残らず完治する。現代では治療法の確立した、治る病だ。

　だからだろう、崖の国の民はその恐怖を――忘れていた。




「解熱薬が足りない？」

「はい。故郷、崖の国より〝薬師の聖女〟スティリア様へ、救援要請が来ております。早急に解熱薬を十万本、作って送ってほしいとのことです」

　場所は聖森国、王城の白を基調とした豪勢な一室。

　大きな宝石があしらわれた装飾品をふんだんに身につけ、最先端のデザインのドレスを纏まとう美女。

　彼女はお茶やお菓子が所狭しと並ぶテーブルに行儀悪く肘を置きながら、ギロリと使者をにらむ。

「嫌よ。薬品庫に薬ならたくさんあったでしょう。足りないなら城の薬師たちが作ればいいじゃない。なんで聖森国にいるわたくしが薬を作らなければならないの？」

「薬品庫の解熱薬はすべて王族と貴族に配られました。足りないのは国民の分です。正直なところ、十万本でも国民全員分に足りません。お願いいたします、〝薬師の聖女〟スティリア様！　このまま蔓まん延えんが続けば、崖の国の民は半分になってしまいます！」

　使者の女が頭を下げる。

　周囲の侍女たちも故郷、崖の国に家族を置いてきた。縋るような眼差しでスティリアを見ている。

　しかしスティリアはあからさまに不機嫌な顔をした。

　美しい顔を歪ませ、面倒だ、なんでわたくしが、とぶちぶち文句を言っている。

「解熱薬がなければ解熱の薬草を使えばいいではないの。あれはその辺に生えてるんでしょう？」

「な……!?　く、〝薬師の聖女〟ともあろうお方が、解熱の薬草の使い方をご存じないのですか？　薬草では足りません！」

　解熱の薬草とは［ソランの花］のこと。数日乾燥させた［ソランの花］を煎せんじて飲むことで効果を発揮する。ただ、解熱薬に比べて効きも弱く、また乾燥にかかる時間を考えると手遅れになる者も出かねない。

　斑点熱は初期がもっとも重要なのだ。

（面倒くさい）

　スティリアは使者を見下ろして、心底そう思った。

　聖森国に来れば、民草に〝聖女面〟で接することもなくなると思っていたのに。

　そもそも、〝薬師の聖女〟として薬を配るのは人気取りのためだ。

　国王は仕事と妻にしか興味はなく、物心ついたばかりのスティリアを〝生まれながら心の醜い女〟として王位継承権を与えなかった。

　幼いながらも父の言葉に傷つくより腹を立てたスティリアは、王妃――母が産む弟妹をことごとく暗殺してきたのだ。

　おかげで崖の国の王には未だスティリア以外の子はいない。

　ざまあみろ、と思っている。

　この美しい自分を、『醜い』と言って愛さない父。

　幾度となく弟妹を殺したスティリアを恐れて近づかなくなった母。

　スティリアが聖森国に輿入れすることになり、崖の国の世継ぎは完全にいなくなってしまった。

　この所業を思えば誰しも国王の判断は正しかったと思うことだろう。

　しかし――。

「聖女スティリア様、どうか解熱薬を……！」

「わたくし、これから花嫁修業の予定が詰まっておりますの。故郷の民には申し訳ないと思いますわ……」

　そう、悲しげな声色を発しながら、スティリアは固有魔術【紋章魅了】を発動させる。

　キラキラと白い光が部屋中を包む。

　スティリアの【紋章魅了】はその名の通り、周囲の人々を魅了して洗脳し操る精神系の魔術。

　この固有魔術で、スティリアは崖の国でも好き放題していた。

　そして、この固有魔術を警戒して、国王も王妃もスティリアに一切近づかなくなったのだ。

　両親は何度もスティリアを捕らえて監禁しようと試みた。だが、この固有魔術によってあらゆる魔術師が操られてしまう。この城の獣人たちもそれは例外ではない。

　あんななにもない国よりも、豊かな聖森国は魅力的だ。今さら崖の国へ帰るつもりもないし、自分を愛さない祖国などどうなろうが知ったことではない。

「わたくしの故郷――崖の国の民は強い。必ずその苦難を乗り越えていけると信じております」

「……はい。確かに……聖女スティリア様のおっしゃる通り……崖の国の民はこれしきの苦難、乗り越えてくれるでしょう」

「ええ、ええ。それではわたくし、殿下に会いに行きますわ」

　使者を部屋に置き、侍女たちを連れて王太子の執務室へ向かう。

　花嫁修業は聖森国に来てから一度もしていない。甘いお菓子や美味しい食事を食べ、風呂やプールで汗を流して好きな本を読み、洗脳した聖森国の令嬢たちにちやほやされてふかふかのベッドですやすや眠る……一見すると怠惰極まりない生活。

　スティリアにとっては理想の生活だ。

　だが、この国でひとつだけ気に入らないことがある。

「でんかぁ～」

　舌ったらずな甘えた猫撫で声。身をくねらせ、豊満な体を存分に見せつけて執務室に入っていく。

「おやおや、なにかご用でしょうか？　スティリア殿」

　固有魔術を発動させて、キラキラと部屋の中を覆うが、執務机で黙々と仕事をしている人物は書類から顔を上げることはない。

　実に忌いま々いましい。

「聞いてくださぁい！　わたくしの故郷、崖の国から使者が来て、解熱薬が足りないからわたくしに作れと言うんですぅ。ひどいと思いません？　崖の国にいた頃は、わたくしを醜いと罵ののしり、会いにも来なかったお父様、お母様……わたくしはこの国の王妃になりますのに、今なお働かせようというのですわ！」

　しくしくと本当に涙を流して泣くスティリア。

　それを聞いて、聖森国の王太子がようやく顔を上げた。

「解熱薬……もしや斑点熱ですか？」

「ええ……かわいそうな祖国の民。父の手抜き政治の犠牲になってしまったのです……」

「なってしまった？　解熱薬を作れという依頼だったのでしょう？　あなたが作れば間に合うかもしれないのでは？」

「……そ、それは……」

　にっこりと微笑む王太子にうっかり見惚れてしまうスティリアだが、すぐにハッと我に返り、部屋の中を見回す。

　スティリアの【紋章魅了】はちゃんと展開している。それなのに、この王太子はものともしない。

（やっぱり効かない……。普通、魔術は人間の方が得意だし、魔力量も多いのに……）

　聖森国の王太子は、完全に人間の姿と獣の姿のふたつを使い分ける獣人だ。

　今目の前にいる彼は人の姿をとっている。

　美しく整った顔立ちと、毛先が黄色い白の髪。顔を斜めに青い一房が横切り、それと同じ青の瞳がこちらを見つめている。

　毛先の黄色は土聖獣の加護、一房の青と瞳は水聖獣の加護。

　そう、この王太子は聖森国が信仰する土聖獣と水聖獣の両方に加護を与えられた、強力な加護持ちなのだ。

　スティリアの固有魔術【紋章魅了】が通じないのは、ある意味当たり前。

（ま、そんなの関係ないけどね）

　彼に通じなくとも彼の周りには通じる。スティリアの思い通りにならないのなら、スティリアの思い通りになる者でこの愛いとしい王太子殿下を孤立させればよい。

　なんてことはない。やることは崖の国と同じだ。

「そういえば――解熱薬なら我が国に予備の在庫が余っています。スティリア殿がお望みならば、崖の国にお贈りしましょうか？」

「え！　本当ですか!?」

「ええ、スティリア殿が例の〝聖獣治療薬〟を作って提供してくださるのなら」

「えっ」

　やわらかな微笑みで、とんでもないことを言ってきた。

　聖獣治療薬とは、通常の薬が効かない聖獣を癒す薬。それを開発したからこそ〝薬師の聖女〟は聖女と呼ばれるようになった。その呼び名の所以ゆえんのひとつだ。

　だが、実際にはスティリアは薬を作ったことなどない。スティリアはとある女薬師の作った大量の薬をばら撒き、国民からの人気を集めていただけだ。

　その女薬師が開発した聖獣治療薬――正確には、別の薬を開発しようとして生まれた、偶然の産物でしかないというその薬。

　五年前、両親への嫌がらせに、スティリアはその女薬師が廃棄した薬を、崖の国の聖獣祭にて火聖獣へ献上した。

　だが、なんとその破棄されるはずだった薬は、数百年もの間、ほぼ眠り続けていた火聖獣を目覚めさせる。

（今思い出しても怖気おぞけが走るわ。赤い巨大なトカゲみたいな姿の火聖獣が、傷が癒えたと目を覚ました瞬間！　あの気持ちの悪い火聖獣、わたくしに加護を与えるどころかお父様と同じことを言うんだもの！　失礼しちゃう）

　まだ眠ったり、横たわっていることが多い火聖獣を思い出し、気分が悪くなる。

　とはいえ、あれは崖の国の守護神。信仰する神である。

　国神たる火聖獣の深い傷を治癒し、目覚めさせた奇跡の妙薬の開発者として、スティリアはその功績すら奪い去った。

　聖森国が信仰する土聖獣と水聖獣の二体の聖獣は、今も聖獣祭以外の日は眠っている。

　王太子がその二体の聖獣を癒し、目覚めさせたいと考えているのは最初からわかっていた。

「そ、それは……」

「ひとつで構いませんよ。それであなたの故郷の多くの命が救われるのなら、安いものでは？　母国を想う聖女の御心に、故郷の民はさぞ喜ばれることでしょうし？」

　聖森国の聖獣は、崖の国の火聖獣にとって敵だ。そういう信仰上の理由で断ることもできる。

　この部屋にいる侍女や、護衛の兵も皆、スティリアの【紋章魅了】で言いなりになっているのだから。

　だがこの王太子だけは違う。スティリアの魅了も口車も通用しない。

「……わ、わかりましたわ。父も母もそれならば納得してくださることでしょう」

「では、こちらで十万本の解熱薬を崖の国に手配しておきます」

「十万本!?」

「ええ。たまたま、余っていたので」

「…………」

　にっこりと、それでいて妖よう艶えんに微笑む王太子。

　その微笑みに胸がときめくスティリア。

　魔力など使わずとも、彼にとって魅了は容易たやすいものだ。

　すぐに我に返ったスティリアは「では、材料集めに行かなければ。失礼しますわ」とごまかして執務室を出ていく。

　もちろん、聖獣治療薬など作り方はおろか材料すら知らない。

　こうなってしまっては、あの捨てた本物の〝薬師の聖女〟を連れ戻して作らせるしかないだろう。

（あの薬師が死んでいたら、適当に色をつけた水を聖獣治療薬ってことで渡せばいいのよ。わざわざ聖森国の聖獣を元気にしてやる義理なんてないし、最近試してみた〝アレ〟も、崖の国の近くでやってみようと思っていたし……狭間の森に隠れてるなら〝アレ〟で炙あぶり出せるかも。それとも死んじゃうかしら？）

　ふふ、と笑ってスティリアは自室に向かった。

　花嫁修業も薬の材料集めもやる気は皆無。それでも一応、侍女のひとりに「例の女薬師を捜させて」と言いつける。

　生きていたら生きていたで、使い道はありそうだ。

「ああ……本当にいけずな方……。わたくしの思い通りにならない、そこがまた素敵！　必ずわたくしのモノにするわ。覚悟してくださいましね、ルシアス様♡」










五章　聖獣治療薬




　雨季も終わり、夏季初旬。

　私がこの村に来て四ヶ月目となる。

　ポーションを作り、ルシアスさんの使いに渡すと、新しい箱と空の薬瓶をもらえるようになった。

　そろそろ使いではなく、本人が村に来る頃合い。きっと新しい形に進化したこの村を、気に入ってもらえることだろう。

　それに変わったのはカーロもだ。この一ヶ月ですごくおしゃべりが上手になった。

「ロープとナイフ、万が一遭難した時用の水と携帯食料もばっちりだ」

　森へ狩りに行く準備をしたカーロが言う。

　ロープは新品だが、ナイフはダルオブさんのお古だ。鞘さやがないので、カーロは木の皮でぐるぐるに巻いて持ち歩いている。加えて、携帯用の食料と水を入れた竹の水筒も。

　カーロ、とても頼もしくなったな……。

「ルシアス、来る。肉」

　それに比べてタルトのこの言葉足らずぶりよ……。これでこそタルト、とも思うけどね。

「うんうん、今度はしっかり準備してルシアスさんに新鮮なお肉を食べさせてあげようね」

「行く！」

「「おー！」」

　タルトの号令とともに、私たちは森に入る。

　今日目指すのは前回溺れた川の向こう側。また溺れると危ないので、崖の国に少し近い方角にある橋を渡ることにした。川幅の狭い場所が一ヶ所だけあるんだって。

　ただ、村のみんなも『最近行ってないから腐り落ちてるかもしれない。無理はしないように』とのことだ。

　また溺れるのは嫌なので無理はしませーん。

　そして、ついでにその橋の様子も確認してきてほしいと言われた。必要なら直そう、ということのようだ。

　滅多に行く機会はないけれど、橋の向こう側に［ルナの木］という、とても栄養価が高く、美味しい果実が実る木があるんだって。

　秋になるとそれを獲りに、各村が鎬しのぎを削る。早い者勝ちというやつだ。

　雨季で橋が傷んだのを知らずに渡って途中で踏み外し、川に落ちる人が定期的に現れるから、今のうちにチェックしておこうと思っていたらしい。

　新たな任務も加わり、意気揚々と森を進む。

　途中で見つけた薬草や植物、見たこともない虫、きのこ、木の実、魔獣のフンなど薬作りに使えるものは手当たり次第に回収。

　最近はタルトとカーロも「これは？　これは？」と素材集めを手伝ってくれるから、すぐ集まる。

　そういえば前に、［ルナの木の実］をポーションに混ぜてみた時に［肺炎特効薬］というのができたことがある。

　肺炎は風邪が重じゅう篤とく化すると発症する病。呼吸困難になり、死ぬことも多い。

　ルナの木の実、薬の材料としてひとつもらっておこう。

「あった、橋」

「えっ」

　と、タルトが指差した先にあるのは、想像していたよりも川幅の広い場所。

　そこに架けられているのは、丸太がたったの一本だけ。

　思っていた以上に適当なんですけど!?　丸太一本って!?

　バランス感覚の悪さに定評のある私は、丸太の上を歩くのに恐怖を感じるんですけど！

　私がタルトの肩越しに川の方を覗き込むと、後ろにいたカーロも体を傾けて「うわぁ……」と呆れた声を漏らす。

「丸太を架けただけか……」

　そりゃ腐るわ。川に半分どっぷり浸かってる……。

　幅は狭いけど水みず嵩かさは高い場所なのね。

『おや、珍しいところで会ったな』

「え……か、風聖獣様!?」

　タルトを先頭に橋をつついて安全性を確認していたら、声がした。

　ぽてんちょぽてんちょ、短い脚で現れたのは白くて大きな毛玉。毛先がほんのり緑色の、風聖獣様。

　普通に森歩いてんの？　うそぉ。

「風聖獣様、歩いて平気か？」

『うむ、ミーアの薬を得てから散歩できるようになったのだ。あまり長距離は無理だがな、起きていられる間はできるだけ動いて、体力回復に努めている』

　タルトの質問にもニコニコご機嫌に答える風聖獣様。

　私の薬――って、あの毒かぁ。

　聖獣様には良薬らしくて本当に不思議。

『川を渡るのか？』

「はい。村に行商人が来るので、お迎えの準備をしています」

「美味しい魔獣肉を食べさせてあげようと思っています」

　私とカーロが説明すると、風聖獣様は『そうか、そうか』と頷く。

　そして膝を折ると『では川向こうまで運んでやろうな。乗りなさい』と腰を落とす。

「ええ!?　風聖獣様に乗るなんて！」

『構わぬ構わぬ。このくらいはお安い御用だ』

　思わず顔を見合わせる。これ、断るの逆に失礼じゃない？

「乗る！」

　そしてタルトはなにも考えていない。喜んで風聖獣の背中にまたがる。

　嬉しそうな風聖獣様を見ると、私たちも乗らないとダメそう。

「失礼します」

　意を決して、タルトの後ろに乗る。私の後ろにカーロも。

　あああ、現世の四神たる風聖獣様の背中に乗る日が来るなんて。そして、ものすごく太ももがあったかくてもふもふに包まれて気持ちいい～！

「ミーア小さい。俺、腰、掴まれ」

「あ、ありがとう」

　私の体が小さくてバランスが悪いから、よく転ぶのを知っているタルト。自分の腰に掴まるようにと言ってくれる。

　お言葉に甘えると、タルトの長い尻尾がうにょん、と私の腰に巻きつく。落っこちないように固定してくれてるらしい。優しいなぁ。

「ミーアばっかりいいな……タルトの尻尾……」

「…………」

　と、後ろでカーロが呟いてるけど聞かなかったことにしよう。

『さて、魔獣の肉だったな。どんな魔獣がよいのだ？』

　川をあっさりと飛び越え、森の小道をぽてぽて歩く風聖獣様。

　こうしているとお体が悪いようには見えない。

　それとも、そのくらい私の作った毒……もとい薬はよく効いたということなのだろうか。

　だとしたら、真剣にもう一度薬を試作してみるべき？

　けどなぁ、［マナの花］は年に一度しか咲かない花だ。あの時見つけたのはたまたまだから、もし聖獣様の薬を作るとしても、新しい［マナの花］を見つけなければならない。

『お、いたぞ。モーヴだ』

　モーヴ――闘牛型の魔獣だ。筋張っていて肉は硬いのだが、魔力を流し込んで解体するとその肉は甘く、口の中で溶けるようなやわらかさに変わる。

　オスは立派な角を持ち、その角は滋養強壮の薬の原料に。骨や蹄ひづめは粉末にして白粉おしろいに使われる。

　内臓も余すことなく食べられる、魔獣の中でも三本指に入る人気者。

　……魔獣が人気ってなに、と思うけど。まあ、見つけたら狩るよね。

　実を言うと私、モーヴ、この村に来るまで食べたことがなかった。角や蹄や骨は薬の材料としていつもお世話になっていたが、肉どころか現物を見るのも初めてだ。

「狩る」

「ミーアは風聖獣様のところにいろ」

「え、あっ」

　飛び降りるタルトとカーロ。風聖獣様のふわふわな後頭部で姿を確認することができないまま、「ムヴォー！」という断末魔が聞こえてくる。

　ふ、ふたりとも狩るの早い！

『見事、見事！　どれ、解体して運ぶのを手伝ってやろう』

「大丈夫」

「お気遣いありがとうございます、風聖獣様。ですが、このくらいは我々でできます」

『なんと、たくましい子ら』

　いや、本当にたくましい子らです。

　タルトとカーロがさくさくと手際よくモーヴを解体。私がそれらを〝薬の材料〟として【紋章魔術】の［保管］で収納する。

　うん、我ら、たくましい子らです！

「橋はどう報告しよう。あまり状態はよくなかったよな」

「これから川の水温が上がると腐るのが早まるかもしれないよね。夏季下旬か、秋季初旬に取り替えるように伝えようか。私とカーロは川に一回落ちてるから、できればもう少ししっかりとした橋にしてほしいものだけれど……」

「そうだな」

　タルトと違ってカーロはしっかり伝えてくれるから話しやすい。

　いや、タルトも言ってることはわかるんだけどね。

「戻る」

「「うん」」

　ほれ、このように。

　言ってることはちゃんと伝わるんだけどね？　伝わるんだけどさぁ！　うんもう、これがタルトだから言葉足らずな件はいいんだけど……簡潔すぎてたまに困ることもあるので！

『では、村まで送ろう』

「よろしいのですか？」

『子どもが遠慮などするものではないさ』

　という風聖獣様のお言葉に甘えることにした。

　風聖獣様の背中にまたがると、太ももがふかふかさらさら感触で気持ちいい～！

　タルトの尻尾がまた私の腰に回り、私はタルトの腰にしがみつく。

　ほんのちょっと獣臭がするんだけど、獣人はこれを嗅ぎ分けるのかぁ。すごいなぁ。




　呑のん気きに「大物が獲れてよかったね」なんて話していた私たちが村に戻ると、村の入り口に見知ったルシアスさんの馬車。

　やっぱり今日来たんだ、と喜んだのも束つかの間ま。村の様子がおかしいことに気づく。

　慌ただしく人が走り回っている。なんだろう？　なんの騒ぎ？

　ルシアルさんが来た時の賑にぎわいとはなにかが違う。

「おい！　風聖獣様だ！」

「タルト、ミーア、カーロ！　ああ、よかった、戻ってきたぞ！」

「本当だ！　よかった、無事だったんだな！」

「？　なにかあった？」

　タルトが真っ先に風聖獣様から降りて、駆け寄ってきたタックさんに聞く。

　こちらまで聞こえる大声で、「融合だ！」と村の人たちが叫ぶ。

　……融合？　なにそれ？

「カーロ、ゆうごうってなぁに？」

「ミーアは初めてか。融合は一定以上強くなった魔獣同士が大量に集まって、一体の魔獣になることだ。すごく強く大きな魔獣が生まれてしまい、これが起こると必ず人が死ぬ」

「えっ！」

　なにそれ、すごく大変なことじゃないの!?

　それが今、起きてる？

『うむ、マナの気配が濃くなっている。崖の国の近くだな。あれはヒトが近づいただけでも毒だろう』

「えっ」

「ミーア、避難の準備をするぞ。崖の国の近くなら、崖の国の騎士団が戦ってくれると思う。それでも万が一こっちに来たらなす術すべがない」

「えぇ～……む、村を捨てるの？」

　カーロがあまりにも冷静に言うので、一瞬なにを言われたのかわからなかった。

　――村を、捨てる。

　そんな……せっかくここまで整えたのに。別の村から来た子たちも、最近は外で日向ひなたぼっこするくらいには元気になったのに。

　この村は私を〝家族〟として迎え入れてくれた。

　村人が無事なら、って思うけど……思い出が詰まった場所を捨てるのはつらい。

「融合で生まれた魔獣は本当に危険だ。魔獣除けのお香も効かない」

「っ！」

「他の村と共同で使う地ち下か壕ごうがあるから、そこで融合魔獣が倒されるまで過ごす。命あっての物種だろ？」

「う、うん……」

　カーロは私の頭を撫でながら、村を捨てなければならない理由を丁寧に教えてくれる。

　どれも納得のいく理由で、とてもわかるんだけど……それでもじんわりと涙がにじんできた。

　命があれば、またやり直せる。私はそれを実体験しているから、カーロの言う通りだと思うのに――。

『我も森に入るようならば迎撃する。今の我ならば短時間の戦いには耐えられるからな。心配はいらぬよ、ミーア』

「か、風聖獣様……」

　そんな……風聖獣様まで戦うと言うの？

　カーロに促されて、地面に降りる。風聖獣様や村のみんな……いつもは優しい表情が、今は魔獣に対する警戒心や不安、恐怖に染まっている。

　私が知らなかっただけで、聖殿や城、町の外はこんなにも危ないもので満ちていたのか。

「……私……私……、……私、ポーション作ってくる！」

「ミーア!?　避難の準備もしてくれよ!?」

「わかった！」

　村には来ないかもしれない。……来るかもしれない。

　だから準備する。生き延びるために。

　それなら、私のポーションがきっと必要になると思う。

　風聖獣様、本当に戦うことになるのかな？　ようやく散歩ができるようになったって、さっきあんなに嬉しそうだったのに。

　風聖獣様は、伝承によるともっとも争いが嫌いな聖獣様。だから土聖獣様と水聖獣様が火聖獣様と戦うことになった時、仲裁に入ったと言われている。

　ご本人にお聞きすることはとてもできないけれど、あんなに穏やかな性格をしているのだから伝承は本当なのだろう。そうでなければ神に座する方が、ちっぽけな私みたいな人間や、半獣人の村を守る、なんて言えないはずだ。

　風聖獣様にいただいた加護を、とても使いこなせているとは言えない。それでも、助けてこの村に連れてきていただいたご恩に少しでも報いたい。

　――作ろう、聖獣治療薬。

　材料はちゃんと覚えている。

　中でももっとも入手困難なのが［マナの花］。

「……！　マナ……」

　そうだ。さっき風聖獣様は『マナが濃くなっている』と言っていた。

　魔獣は分裂や増殖をする時に高濃度の魔力――マナを放出する。だから融合を起こすと、同じようにマナが濃くなるのかも。

　魔獣の分裂や増殖が起きたあとに［マナの花］が咲くと聞いたことがあるから、そこに行けば［マナの花］が咲いているかもしれない。

「よし、ポーション五十本完成！」

　本当はルシアスさんが来た時に渡すための空瓶だが、今回は事情を説明して使わせてもらおう。

　すぐに［保管］して、数日分の着替えを持って家の外へ出る。

　今さらだけど私物を服以外まるで持ってないな、私。これならいつでも引っ越しできる。

「ミーア！」

「荷物はまとめた？　え？　それだけ？」

「タルト、カーロ、あのね、お願いがあるの」

「？」

　風聖獣様のために［マナの花］がほしい。

　もちろん危険は承知の上。だから――。

「私が［マナの花］を探しに行っている間、なんとかごまかしててほしいの！」

「「は？」」

　未だかつてふたりのこんな顔、こんな声……見たこと聞いたことないんですが。

　え、なに？　怖。

「なに言ってる？」

「ミーア、どうしてそんなことを言うんだ？　［マナの花］？　なんでほしいんだ？　お前のことだから薬の材料なんだろうけど、なんの薬でどうして今、危険だと言われてる時に採りに行くなんて言い出したのか、ちゃんと説明しろ。タルトより言葉足らずだぞ」

「うっ」

　カーロ！　ものすごいネチネチ！　しゃべるようになったと思ったら言葉が多すぎる！

　でも、おっしゃることはごもっとも！

「え、えっと……［マナの花］は、風聖獣様を元気にした薬の材料なの。風聖獣様がもしも怪我をしたら、必要かと思って……」

　タルトとカーロは顔を見合わせる。

　それを見上げていたら、カーロに深々と溜め息をつかれた。

「それ、今じゃなきゃダメなのか？」

「今、危ない。魔獣いなくなったあと、行く？」

「踏み荒らされたあとじゃ、薬の素材として使えないかもしれないし……」

　そもそも、あるかどうかも確信があるわけではない。それにふたりを付き合わせるわけにはいかないでしょ？　だからここは、わたしひとりで行こうかと。

「その話ほんと？」

「「「わーーっ！」」」

　立ち話していたところを覗き込まれ、三人とも大声を出してしまった。

　そこにいたのは、ジトーっとした目で見下ろしてくるダウおばさんとルシアスさん。

　あ、これは聞かれてしまった感じですか？

「ミーア、君、聖獣治療薬を作れるの？」

　しゃがんで目線を合わせてきたルシアスさん。

　なんだろう、いつもと雰囲気が、違う……？　穏やかさが消えてなんだか怖い。

　グッと詰まる。

　これに対して、どう答えるのが正解なのだろう？

　でも……もし、ルシアスさん――大人の力を、借りることができたなら――！

「あの……私、風聖獣様を癒すお薬を作りたいです！　そのために［マナの花］がほしい！　危険なのは承知の上です。でも、もし魔獣融合が行われている場所にマナが満ちているのなら、そこに［マナの花］が咲く可能性が高い！　連れていってはもらえませんか!?　……はわっ！」

「危ない！」

　自分が相変わらずバランスのよくない、子どもの体だというのを忘れていた。

　ずっこけそうになったところをタルトに引っ張られて、ルシアスさんの方に倒れ込むのを助けてもらう。

　よ、よかった、危なかった……頭突きするところだった。

「……ミーア」

「は、はい」

「作れるんだね？」

　多分、とっさにルシアスさんも私を受け止めようとしてくれたんだろう。差し出されていた両手が私の両手を掴む。とても真剣な表情。

　私は――。

「はい！　作ります！」

　作れます、とは、あえて言わない。

　だってレシピが確立している薬ではないんだもの。

　たまたま、風聖獣様にかかった分量が適量だったのかもしれないし、材料もあれが最適だったのかわからないし。

「……そうか。わかった」

「ルシアスさん？」

「しかし、僕は［マナの花］を見たことがない。特徴を教えてくれないか？」

　え？　あ、そうか。［マナの花］は年に一回しか咲かない花。よく知らない人には幻の花とまで呼ばれている。

「えっと、なんかこう紫とか赤とかでピカピカふわふわしてて緑色の葉っぱが紫色になってる、根っこの茶色い花です！」

「…………」

「ええ……？」

「マ、マアマア……？　ミーア……なんていうか……うーん」

　……なんかすごい変な空気になった!?

　ルシアスさんの整った顔に〝？〟が書いてあるみたいにきょとーん、って！

　ダウおばさんまでフォローしてくれないなんて!?

「う、うーん」

「よくわからないから、アタシがミーアを乗せて行きましょうか」

「え、ダウおばさん!?」

　突然そんなことを言い出すダウおばさん。

　待って待って、そんなこと頼めない。おばさんを危険な目に遭わせたくない。

　けど、ルシアスさんは顔を上げてダウおばさんをじっと見る。

「確かにダチョウ種は足が速く、人……ミーアくらいの小さな子なら乗せて走るのはわけもない、か」

「エエ、エエ！　見知らぬヨソの誰かに任せるくらいなら、アタシが乗せて走るわ。タルトとカーロもその方が安心でしょう？」

「まあ」

「ダウおばさんなら……」

　と、まさかのふたりも納得。

　え、待って待って？　これってダウおばさんが私を乗せて、魔獣融合の現場まで行く流れ？

「そんな！　ダウおばさん、危ないよ！　反対！」

「そんな危ないところにひとりで行こうとしていたのはだーぁれ？」

「……うっ」

　――私です。

「ミーア、あなたがアタシを案じてくれたように、アタシもあなたが心配なのよ。だってアタシのカワイイカワイイ、〝娘〟だもの。それなら一緒に――いえ、アタシが連れていって、その［マナの花］を持ち帰りましょう。大丈夫よ、アタシ、脚と羽毛は自慢なの。ミーアがアタシ専用のクリームを作ってくれたから、調子もいいしね。サッと行ってサッと帰ってくればいいってことでしょ？　ね？」

「ダウおばさん……」

　しゃがんで、抱きしめられる。ふわふわの羽毛の胸。埋もれて、あったかい。

　風聖獣様のお胸の羽毛よりほんの少しだけ固くて、爽やかな獣臭。

　頭の後ろを撫でられると、お母さんに抱きしめられるってこんな感じなのかな……と思う。

　三十年以上生きているけれど、私は誰かに抱きしめられた経験がまったくない。

　だって聖殿の大人は孤児に〝独り立ち〟を教える存在。世話はしてくれても、愛情は注いでくれないのだ。

　……抱きしめられるって、こんなに……こんなに――泣きたくなるほど、嬉しいものなんだな。

　しがみついて、うんと胸の中にダウおばさんの匂いを吸い込んで、ぎゅっと目を瞑る。

　大好き。……大好き……！

『ならば我も行こう。我の治療薬を作ってくれるのなら、協力は惜しまぬぞ。ミーアとダウにマナの毒が届かぬように、周囲に結界を張ってやろう』

「風聖獣様……！」

「僕も行くよ。こう見えて腕には自信があるからね」

「ルシアスさん……」

「さぁ、ミーア。乗りなさい」

「っ」

　ダウおばさんがしゃがんだまま、お尻をクイッと向ける。

　細い首が心配だけど、そっと首元にまたがる。

　なんてこと！　毛並みが！　太ももに当たるダウおばさんの立派な自慢の羽毛がふわふわのさらさらのぬくぬくで気持ちいいっ!!

　しかしそんな気分はダウおばさんが立ち上がると「高い怖い高い!?」になる。

　大きいのは知っていたし、風聖獣様に乗った時も多分このくらい地面から離れていたのに、前後にタルトとカーロがいないだけでこんなに恐怖感が増すなんて……。

「しっかり掴まっていなさい」

「で、でも、どこに……」

「スカーフを掴んでればいいわ。最初はあまりスピードを出さないから大丈夫よ！」

　ダウおばさんに乗っていく。おばさんのお気に入りのスカーフを掴むのはちょっと申し訳ないけど。

「魔獣は僕が引き受けよう。風聖獣様はミーアとダウおばさんがマナの毒素を吸わないよう、結界をよろしくお願いします」

『もちろんだとも。そのくらいお安い御用だからな。ふたりは任せろ』

　そして、私たちを護衛してくれるのは風聖獣様とルシアスさん。

　本当に来てくれるのだろうか。風聖獣様にとっては縄張りで起きていることだから、余計に放っておけない、とかなのかもしれないけれど――ルシアスさんは私たちを助ける義理はないような気がするのだけれど。

　ほ、本当に魔獣融合が起きてる場所に行くんだ。

　どんなものなのか、ちょっと興味が出てきてしまう。

　私の好奇心は薬以外にも向くんだな、と変なことを他人事のように思う。

「……ルシアス……」

　低く思い詰めたような声が聞こえて顔を向ける。タルトだ。

　ルシアスさんはなにかを察したように、タルトを数秒見つめた。それから「待ってて」と私に告げて一度荷馬車に戻り、なにかを持ってくる。

「英雄カルロの子息、タルトよ……君の父君の双剣ルタ・ルナをお返しする。これで村と民を守ってほしい」

「……っ……」

　ルシアスさんが布をめくり、タルトに手渡したのは、《シャムシール》と呼ばれる二本の半月剣。

　幼いタルトの体には不釣り合いに思うが、タルトはそれをあっさりと持ち上げて腰に下げた。

「わかってると思うが、君には本来まだ早い。だが、村の危機だ。無理に使いこなそうとは思わないで、君自身とカーロの身を守るのを最優先に」

「うん。わかってる」

　ルシアスさんの言葉に強く頷くタルト。

　その後ろで、カーロが泣きそうな顔になっていた。

　タルトの両親の死に、カーロが関わっている。あの二本の半月剣がタルトのお父さんのものだったのなら、カーロはなにか、それにまつわることを思い出しているのだろうか？

　――英雄カルロ。

　タルトのお父さんの名前。

　当たり前だが、私は聞いたことのない名前だ。

「行こう」

　ルシアスさんの声に頷いて、私たちは魔獣融合が起こる場所へと向かった。




「わっ、わっ、わっ」

　ダウおばさんは冗談抜きで、本当に脚が速かった。

　森の中だというのにとんでもない速度で木々をかき分け進んで駆ける。

　そしてルシアスさんはもっととんでもなかった。目にも留まらぬ速さで宙を飛び、ダウおばさん以上の動きで先へ行く。

　なにあれ！　魔術なのはわかるんだけど、［飛行］は狭い場所を飛ぶのには向いていないはず。空間系魔術の［瞬間移動］も使ってる？

「身を縮めて。前まえ屈かがみに。――見えるよ」

「っ」

　ルシアスさんの声に片目を開ける。すると、森の木々がバキバキと倒されていく光景が見えてきた。

　なにかが横を通り過ぎる。黒く小さなうさぎ……？

「ブラックラビット、キラーラビット、キラービー、ポイズンスネーク……かなりの数だな」

「アタシたちは完全に無視されてるわね」

『まだまだ大きくなりそうだな』

「……っ」

　冷静に分析しているルシアスさんたちだが、私たちの横をどんどん通り過ぎるこれら、全部小型の魔獣？

　それらが行き着く先は――大きな柱のように渦巻く黒い靄もや。小型の魔獣はそこに飛び込む。迷いなく、一直線に。

　小型魔獣が飛び込むたびに、靄はボコボコ音を立てながら回転を速め、太く、高くなる。

　これが――魔獣融合。

　というか、コレ……こ、これが融合して一体の魔獣になるの？

　私が想像していた以上にとんでもない事態では？

「ミーア！　［マナの花］を探してくれ！　さっさと採取して戻らないと、誕生の瞬間に立ち会うことになる！」

「はははひいぃ！」

　それは絶対嫌です！

　ダウおばさんに頼んで、あれの周りを一周するように走ってもらうと、やはりマナが根こそぎ吸収され、なくなっているところがあった。

　大量のマナを発する魔獣融合。そのマナを喰くらう花――［マナの花］。

　見つけた！

　まだ蕾つぼみだけど、根から全部［保管］してしまえば……よし！

「採取できました！」

「よし、ふたりともすぐに戻――」

　ルシアスさんと風聖獣様のもとへ戻ると、ルシアスさんが即座に村の方向へ私たちを誘導しようとした。けど、はっとして言葉を区切った。

　その様子に嫌な感じがして私たちも森の方を見ると、あんなにたくさんいた小型の魔獣が一匹も見当たらなくなっていた。

　ギョッとして融合魔獣の方を見る。黒い粘土と化したものが魔物の形に変わっていく。

　ま、まずい！

『崖の国の騎士は来ぬのか』

「仕方ない。ミーア、ダウ、君たちは村に戻れ！　ここは俺がなんとかする！」

「ルシアスさん!?」

　ルシアスさんの口調、空気が変わる。そして藍色の髪が、手をかざすと真っ白に変化する。毛先は金色になり、一房青い髪が揺れた。

　もともと美しい人だったけど、髪の色が変わっただけでますます美しい人に……じゃなくて、髪の色が変わった!?

　それにあの色合い、まるで――！

『ほほう、水のと土のの加護を感じる。お主、聖森国の王家の者か』

「ルシアス・フェリーデと申します！　風聖獣様へのご挨拶が遅れたこと、申し訳ない！　しかしこちらにも多々事情がございまして」

　え!?　苗みょう字じ!?　苗字があるってことは――それに、水聖獣様と土聖獣様の、加護持ち……って、ことは！

　ルシアスさんが、聖森国の王族!?

　なななななんで王族が行商人なんてやっているのー!?

『構わぬ。しかしならば気合を入れよ!!　来るぞ！』

「アタシたちは逃げるわよ！　ミーア、しっかり掴まっ……!?」

「は……！」

　ダウおばさんの首にしがみつき、あのスピードと振動を覚悟したが、振り返ると小型の魔獣がずらりと並んでこちらを赤い目で見ていた。

　か、囲まれている。

「！　遅かったか」

『うむむ……ならば我が融合魔獣を抑える。小型魔獣を振り払い、ミーアとダウを逃がせ！』

「!?　おひとりでは……！」

『問題はない！』

　風聖獣様が、私たちを守るように融合魔獣の前に立つ。

　ぽよんぽよんとした白くて大きな毛玉にしか見えなくて、緊張感が削そがれる気がしないでもない可愛さなのに――か、かっこいい！

『ギュラララララ……』

「！」

　唸うなるような鳴き声。黒い粘土のようだった融合魔獣が、ついにその皮を破くように姿を現した。

　風聖獣様の十倍は大きな、ドラゴン。

　ドラゴン……ドラゴンはまずい。魔獣の中でもトップの戦闘能力を誇る、破壊の権化。

　そして――。

「つ、角がある！　ドラゴンの角！　鱗うろこ！　翼！　爪！　牙！　内臓！　内臓ほしい！　ドラゴンの内臓、最上級ポーションの素材でまだ試してない！　ドラゴンの素材！　あああ、ドラゴンの素材が目の前にある！　肝は特に薬の材料としては定番！　ほしい！　ほしい！」

「ミ、ミーア？」

「しかもあんなに大きい！　いっぱい、全部余すとこなく使える……！　生肝から試したい！　肉や脂もきっといい薬になるわ！　ほしい！　ほしい！　ああ、すごい！　全部使いたい！　試したい！」

「ちょ、ちょっとミーア、落ち着きなさい!?」

　まずい、よだれと興奮が止まらない。

　だって夢にまで見たドラゴンの素材が目の前にある。

　最上級ポーションを作るのは、かつての私の生きる目標になっていた。

　だけど――もう無理だ。諦めよう。この体になってから、私は過去の――大人の私〝ジミーア〟を捨てて、新しい私〝ミーア〟として生きる決意をしたのだ。

　でも、やっぱりダメみたい。

　私は根っから、薬を作るのが好きなのだ。

　その薬で誰かが救われるのならとてもいいことだと思う。

　でも、それは私にとっては結果でしかない。

　私はただ、新しい薬、未知の薬、まだ誰も到達していない、発見されていない薬をこの手で生み出したいと思っている。

　人助けのためじゃない。

　私は、自己満足のために薬作りをしているのだ。

　それを認めてしまうと、聖殿で学んだ他者への奉仕の教えに反してしまう。

　私はずっと、この考えを否定してきたのに……この衝動は、抑え込んでいた己の気持ちが決壊したんだろう。

　ずっとずっとずっと、否定して、押し殺してきた私の――本性。

「わはははは！　面白い！　ドラゴンが引いておるわ！」

　え、なに？　また聞いたことのない声がして、遥か上空を見上げると――ドラゴンの翼を持った長い赤髪の男の人が落ちて……落ちてきたぁ!?

　――グシャア！

　落ちてきた、と思ったら、ドラゴンの頭を地面にめり込むほど踏みつける。全体重と落下の衝撃を加えてもこうはならないだろう、ってくらいに。

『お主！』

　風聖獣様が赤髪の人へ向かって叫ぶ声。

　私はアレが誰かよりも――！

「ああっ！　貴重なドラゴンの脳がーーーっ！」

「ミ、ミーア」

　ダウおばさんにドン引きされようが、今の私は貴重素材＝ドラゴンが第一である。

　突然降ってきた赤髪の青年は、切なく叫ぶ私を見てニヤ、と笑う。

　え、ひどい。誰よあれ、貴重なドラゴン素材をなんだと思っているの？

『火聖獣！　お主、なんだ、その元気な姿は！　ずるいぞ！　人型まで取り戻して！』

「久しいな、風の。うむうむ、それもこれも昨さっ今こん、崖の国の王家が余に献上する治療薬のおかげぞ。で、それを作った者に余、自ら礼を言いに来てやったのだ」

「火聖獣……!?　まさか!?　崖の国の聖獣が……!?」

　なにやらご機嫌な赤い髪の人、なんか風聖獣様とルシアスさんにびっくりされてる。

　それなら私だってびっくりだよ……!?

　貴重なドラゴンの素材が……一個体につきひとつしかないドラゴンの頭蓋が！　脳みそが！

「ドラゴン……私の素材がぁ……！」

「ミ、ミーア、アナタこんな時までそんなことを……！　今それどころじゃなくない？」

　ダウおばさんがなんと言おうと、あの赤髪の人が踏んでいるドラゴンの素材が私はほしい。

　おばさんにしゃがんでとお願いするけど、危ないからと降ろしてもらえない。

　うえええええっ！　ドラゴンの素材ー！　新鮮なうちにほしいのにぃ！

「〝薬師の聖女〟よ、汝なんじがほしいのはコレか？」

　赤髪の人が、私に向かってドラゴンを指差す。

「！　は、はい！　それです！　全部ほしいです！」

　そうです、それがほしいのです！

「ミーア!!」

　ダウおばさんがまた私を咎とがめるように叫ぶけど、もしやこれはもらえる流れでは？

　逃すわけにはいかない、このビッグウェーブを！

「よかろう」

「!!」

　言うが早いか、赤髪の人は踏みつけていたドラゴンの頭から足を退どけると、［解体］の魔術で瞬く間にドラゴンを解体してしまった。

　信じられない、なんて見事なの!?

　脳は一部潰れてしまっていたけれど、乾燥させて粉末にしたりすり潰せば十分使える！

　それに血液まで［水操作］でひとつにぽよんぽよんまとめてくださった。

　すごい、なにこの人！

「わあー！」

「全部汝にやろう。余をここまで回復させてくれた礼だ」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　ではさっそく！

【紋章魔術】を起動。魔術陣の中の［保存］の魔術紋で解体されたドラゴンを全部回収！

　嬉しい！　これで色々試すことができるわ！

　さっき［マナの花］も採取したからこれと［デュアナの花］をかけ合わせて、ポーションにしてみよう。

　問題はどの部分を使うかだ。

　これまで［マナの花］で試したのは花弁と葉、茎、根。どれも最上級ポーションには至らず、人には毒になってしまうものだった。

　となると、やはりマナの毒が原因。［マナの花］の毒を無効化する素材を、ドラゴンの素材の中から選ぶことができれば、きっと……！

「ミーア、盛り上がっているところ申し訳ないのだが……君が〝薬師の聖女〟殿だったのかい？」

「…………」

　ルシアスさんの声がして、ギ、ギ、ギ……と油の切れた木人形のように彼を見上げる。

　そのあと、ダウおばさん、風聖獣様、赤髪の人へと視線を移す。

　赤髪の人以外は驚いている。ルシアスさんは、まだ疑わしい、といった様子。

　つまり、ごまかせばイケるんじゃないでしょうか？

「い、いや、そんな……そんなわけないじゃないですか」

「だが火聖獣様が君をそう呼んだ。その上加護まで……」

「加護？」

　ダウおばさんに「髪」と言われて後ろに三つ編みにした髪を手前に持ってきて、毛先を見てみる。

　普通に風聖獣様とお揃いのままだが、一房、真っ赤な毛が増えていてギョッとした。

　これは、まさか火聖獣様の加護……？　え？　それじゃあ、まさか？　この赤髪の人は……？

「え、え、え、え、え、え」

「すごい声が出るな」

　あはは、と聖獣様方に笑われるが、それどころではない。

　赤髪の人を見れば、カーロよりも濃い、深紅の髪が燃えるようになびいている。自尊心の高そうな表情と、崖の国の民とも、聖森国の民とも異なる独特な装い。人の姿に見えるけれど、人ならざる空気。

　このどう見ても二十代前後の自信満々な俺様風の男の人が、火聖獣様？　崖の国で祈りを捧げ続けた、あの？　そんなばかな！

　そしてなぜ、私に火聖獣様の加護が増えているの？　加護って重ねて受けられるものなの？

　いや、それよりもまず火聖獣様だというのならなぜここに？

「あばばばば？」

「混乱しているな」

　にやにや笑い、私を見下ろす火聖獣様。信じられないけれどドラゴンを倒したし？　ほ、本当に？

「それはそうでしょう。正直俺もなにがなにやら……。よし、状況を整理しましょう。ミーア」

「は、はひ！」

　パン、と聖獣様たちと話していたルシアスさんが手を叩たたいて向き直り、じっと私を見つめる。

　綺麗な顔。本当に整っていて美しい人だと思う。

　私の前まで来ると、やはり膝をついて目線を合わせてくれる。

　けれど、いつもの――私の知っている行商人のルシアスさんではない。

「あなたが〝薬師の聖女〟？」

　改めて問われる。今度は言い逃れを絶対に許さないと言わんばかりの眼差し。

　これは、観念した方がよさそう。

　観念してすべて正直に話し、その上でなんとか黙っていてもらえないか頼んでみよう。

　しょぼくれながらも「はい」と頷く。

　あれだけ『ドラゴンほしい。ドラゴンの内臓ほしい』と醜態を晒したあとなので、かなり今さらかもしれないが。

「そうか……君がそうだったのか。おかしいと思っていたんだが……」

「す、すみません。黙っていて……。でも、その……」

「スティリア王女に口止めされていたんだろう？」

「！」

　驚いて顔を上げる。

　ものすごく冷たい青い瞳は、今名を出した人物に向けられているような気がした。

　しかし、私はスティリア王女に口止めされていたわけではない。

　これは私が愚かだったのだ。

「いえ、あの……私は――」

　私は自分の生い立ちを洗いざらい全部話した。

　捨て子であり、聖殿で育ち、十歳頃から薬師として働き、十五でその腕を買われて城に召し上げられたこと。

　それ以後は城でひとり。個人工房に引きこもり、ひたすらポーションの研究をしながら新薬――最上級ポーションの開発に勤しんでいたこと。

　三十五を過ぎた四ヶ月ほど前のとある雨の日、私は自分の作ってきた薬が無償で振る舞われ、聖殿への寄付もなされておらず、そして〝用済み〟となったことをスティリア王女に告げられ、初めて自分が〝薬師の聖女〟であったことを知った。

　驚いたことに、スティリア王女は私が宮廷薬師になった頃から――王女がまだ十代にも満たない頃から、私の薬を自分が作ったと偽ってばら撒いていたらしい。

　……つまり私は二十年間も影武者にされていた。それに気づいていなかった。

　やっぱり私の方に問題があったとしか思えないじゃない？

　今考えても、聖殿に私の給料が寄付されていなかったのはショックだ。

　私は自分を育ててくれた聖殿がなんだかんだ好きだった。あそこで薬師としての才能を見出され、ジミーアとしての人生の幸福な時間を過ごしたのだから。

　少しでも恩を返したいと、今でも思っている。

「あれ!?」

　などと思い出に浸っていたらみんなの顔がドン引き!?

　なんで？　なんで？　私、変なこと言ってないよね!?　なんでドン引きされてるの!?

「……なるほど、君はほとんど外の世界に触れずに育ったんだね」

「え？　は、はあ、まあ、それは……そう言われればそうなんだと思いますけど……」

　頭を抱えて溜め息までつくルシアスさん。

　私の生い立ち、そんなに非常識だったんだろうか？

「それにしても、毒を作ったつもりで若返りの薬を作ってしまった、か。確かにあの王女が知れば間違いなく狙われるね」

「うっ……」

「いや、脅してるわけではなく。君の判断は正しい。そしてその毒をたまたま被った風聖獣様が目を覚ました……ということは人間と獣人――ヒトにとって毒でも、聖獣には良薬だったということか。それが〝聖獣治療薬〟の正体……」

「は、はい」

「ちなみに、聖獣治療薬、もとい、その毒を作ったのは若返った時が初めてなのかな？」

　え？　なんでそんなことを？

　と、思うが……あの日作った毒は、最上級ポーションの失敗作をベースにしている。

　最上級ポーションを作るために［マナの花］を素材にするようになったのは、その貴重性と可能性に期待してのこと。

　まあ、全部マナの毒で失敗したんだけども。

　でも、その毒さえなんとかなれば最上級ポーションは無理でも、他の薬になるかもしれないじゃない？

　だってマナとは魔術を使う時の対価、魔力の元素。魔力はマナが細かくなってできた物質だと言われている。

　魔力は自然回復するものだけど、魔力回復薬なんかが作れたら冒険者や魔術師には大助かり、とかにならない？

　――と、人に話すと『は？』『妄想力たくましいね』と言われる話を、ついうっかりルシアスさんにもしてしまったわけだが。

「確かに興味深いな」と返事をもらって「でしょー！」とテンションが上がってしまった。

　いかんいかん、このへんにしないと。今の話で引かれなくても、これ以上話すと絶対に引かれる。今までがそうだったから。やめとくね。

「失敗作……〝薬師の聖女〟を騙かたる王女……火聖獣様の回復……。まさかスティリアは火聖獣様に失敗作のポーションを捧げていたのか？」

「そうだろうな。だが、余の身には良薬であった」

「恐ろしい女だな」

　それにしてもルシアスさんと火聖獣様、普通に会話するんだな。

　崖の国の守護聖獣様と聖森国の王子様なら、ある意味敵対する者同士だと思っていたけれど。

　まあ、仲がいいのはいいことだよね。

　……ん？　聞き流しそうになったけど、今ポーションの話しました？　失敗作のポーションって、まさか私が作った――？

「え？　あ、あの、まさか最上級ポーションの失敗作、捨てられてたんじゃなくて？」

「余に献上されていたのだ。だいたい四、五年前ほどからだな」

「!?　そんな、私失敗作は破棄します!?　なんで！」

　間違いない、私が［マナの花］を最上級ポーションの素材にできないかと、試行錯誤し始めた頃だ。

　でも、なんでそんなことに？　私は、確かに失敗作は破棄して、捨てた……はず。……捨て……捨て……？

「……？　……捨てた、ような？　……いや、捨てた、はず？　捨てたっけ？　捨てたような？」

「ミーア？　ア、アナタ……」

「まあ、この様子ではミーアが失敗作だと思っていたものが崖の国の聖獣祭で火聖獣様に献上されていたとみて間違いなさそうだな」

「す、すみません……」

　呆れたようなダウおばさん。仕方なさそうに肩を竦めて力なく微笑むルシアスさん。

　破棄の棚に入れたところまではかろうじて記憶にあります。

　本当にそのまま破棄されたかは、定かではないですってことですね……。

「謝ることなどない。それで余は人型を保てるまでに回復したのだ。汝は誇ってよいぞ」

「え、あ、は、はい……でも……完成した薬ではないのに……」

　それがとても申し訳ない。火聖獣様は喜んでいるみたいだけど、私は失敗作を勝手に利用されたことにはムッとしてる。

　さっきはドラゴンの素材に目が眩くらみ、自分の作った薬がどうなろうと興味がないと思ったけれど……薬を作るのが大好きだからこそ、失敗作が出回っていたことに腹が立って仕方ないのだ。

　ましてあの最上級ポーションの失敗作は、人間には毒である［マナの花］を使っている。

　それを、なんで守護者たる火聖獣様に献上しようと思うの？　意味がわからない！

「さて、なぜスティリア王女が火聖獣様へ失敗作を献上したのかはわからないが、ミーアが〝薬師の聖女〟であるのなら、俺――いや、私はあなたに感謝をしなければならない」

「へ!?」

　再び私の前に跪ひざまずき、今度は頭を下げるルシアスさん。

　その姿は、まるで聖殿にいた頃読み聞かせられたおとぎ話に出てくる王子様。

「去年、妹エルメスが罹った肺炎を治してくれたのはあなたの薬だ。当時、聖森国には肺炎に効く薬そのものが存在しなかった。けれどあなたが崖の国で開発したと聞き、私はそれに縋って、そして本当に治った。妹の命を助けてくれたこと、感謝しています」

「え……え？」

　肺炎の薬？　ああ、作りましたね、そういうものも。

　あの頃は薬を作ることに無我夢中になっていて、それ以外のことには興味がなくて、ぼんやりとした記憶しかないのだ。それなのに感謝されても困る。

　私は――ジミーア時代は本当にあらゆるものを薬作りに使えないか、とそればかり考えていた。救われた人がいるのはよいことだと思うけれど、私にとってはその延長線にすぎないのだ。

　むしろ、ルナの木の実を食べながらそんなことを考えてる時点で、私、変人すぎるのでは？

　たまたまルナの実が肺炎治療薬になっただけ、というか。はい。

「あ、頭を上げてください！　……私、本当に当時のことは記憶が曖あい昧まいなのです。薬を作ることにしか、興味がなくて……」

　そのせいで誰かが不幸になり、誰かが救われていたとしても、それはすべてスティリア王女の功績。私は作ることしかしていない。

　しかし正直、失敗作まで使われていたと思うとゾッとしている。

　誰かが亡くなってても――不思議ではないのだ。

　でも薬の開発者として、作った者として、知らぬ存ぜぬではいられないのでは？

　だって、失敗作は……本当に人にとって毒だった場合もある。

「私の作った薬で、人が治ったり、死んでるかもしれないなんて考えたこともないくらい……」

　本当はちゃんと向き合うべきところなのに私は無責任だったのだ。

　闇聖獣様が私をこの世界に戻してくださったのは、きっと私をお許しくださったからではない。自分の責任と向き合うためだったのだ。

　……さっき暴走したばかりで説得力がないけれど。反省はこれからします。

「ミーア……」

　ダウおばさんが、あたたかな羽毛で後ろから抱きしめてくれる。それについ、甘えて埋もれた。

「だとしても、あなたが妹の命を救ってくれたことに変わりはない。だからありがとう」

「ルシアスさん……」

「なにか望みがあったら言ってほしい。聖森国王太子ルシアス・フェリーデの名のもとに、叶えられるものはなんでも叶えよう」

「……聖森国の」

「うん」

　……王太子？

「ルシアスさんが？」

「そうだよ」

「あれ？　え、えっと、ス、スティリア王女が……嫁いだ先……」

　記憶を必死に呼び起こす。

　本当に薬に関すること以外の記憶が曖昧で困る。

『わたくし、聖森国の王太子、ルシアス殿下のもとへ輿入れが決まったの！』

　満面の笑みで、幸せそうに語るスティリア王女の姿。うん、記憶違いかな？

「そうだよ。妹、エルメスの肺炎を治す特効薬の代わりに、スティリア王女は自身を私――いや、俺の妻にしろと言ってきたんだ」

「えーーーーっ!?」

　なにそれ、死にそうな妹さんを助ける薬を求めたら、一緒にスティリア王女が押し売りのごとくついてきたってこと？

　いらなっ！　……じゃなくてもうそれは脅しでは？

「こちらとしても――〝薬師の聖女〟が聖森国に来るのは歓迎だったから、人格の件は目を瞑ることにしたんだ。なにしろ我が国の聖獣は二体。どちらも未だに目を覚まさない」

「！」

「そう、〝薬師の聖女〟殿にぜひ我が国の聖獣のために聖獣治療薬を作っていただこうと思っていた。……だが、エルメスの肺炎を癒した薬も、聖獣治療薬も、彼女――スティリア王女が作っていたようには……どうにも思えなくてね」

　もともとルシアスさんは聖獣治療薬の噂を聞きつけ、部下の獣人を何度も冒険者に扮ふんして崖の国に潜入させていたらしい。

　聖獣の回復は国の悲願。それは崖の国も聖森国も同じだから。

　その任務を、ルシアスさんはとある騎士に任せていた。とても優秀で、かつてルシアスさんの妹、エルメス姫がならず者に誘拐された時にも無傷で救い出した英雄。

　タルトの父親――騎士カルロ。

　彼が崖の国で見たものは、スティリア王女が生まれたばかりの弟を、聖獣祭で火聖獣様の祭壇に捧げている姿。

　聖獣祭とは聖獣様の快方を願う祭り。王族は聖獣様に願いを込めたものを捧げるのが習わしだ。

　だが、スティリア王女は昨今奇妙なものばかりを捧げていた。ついに弟まで捧げ物となり、国民の中では動揺もあったらしい。

　けれど、彼女は当時すでに〝薬師の聖女〟という確固たる信頼と人気を得ていた。国民は誰も彼女の行いを、咎めようとはしなかったのだ。

　捧げられた弟に対して、火聖獣様は加護を与えた。それが結果的に、国民たちからの信頼をより勝ち得るものとなったらしい。

「……ん？　弟？」

　しかしながら、私はこれでも一応、元・崖の国の民である。けれど、私はスティリア王女の下に弟がいるなんて聞いたこともない。

　いくら私が薬作り以外に興味がなく、記憶が曖昧とはいえ、さすがに王族に王子がいれば耳に入るはずだ。

　だって宮廷薬師なんだもの。城の主人の家系くらいは把握しておかなければ。

「そうだ。崖の国の王家ゲイプ家には王、妃きさき、あの王女の他に弟妹が多くいた。余に捧げられた王子はそのひとり」

「え？　で、でも……」

　火聖獣様がそうおっしゃるのならそうなのかもしれないが、私はそこまで記憶が抜け落ちているのだろうか？

　私、自分の記憶信じない方がいい？

　そこまで考えていたら、信じられないことを告げられた。

「スティリアという王女は、弟妹が生まれるたび母親から取り上げて殺している。自分が両親に愛されないのは、弟妹がいるせいだと思っているからだ。余に弟を捧げたのも、余が食い殺すだろうと思っての行動。だから余は捧げられた赤子に加護を与えた。あの王女を次代の玉座に据えるのは好かんと思ったからな」

「っ!?」

　手で口を覆った。

　私も大概自分を変態だな、と思っていたけれど、スティリア王女は私以上におかしい。

　自分の弟妹を――殺している？　嘘、そんなの、そんなばかなこと。

　私は聖殿で暮らしている頃、下の子たちしか話し相手がいなくて、それでもあの子たちが笑っているところを見ると幸せで、楽しくて。

　だから、小さな子たちにお腹いっぱい食べてほしくて、自分の給料の九割を聖殿に寄付するように頼んでいたのよ？

　血の繋がりはなくても、聖殿の子たちは私の大事な弟妹。

　それなのに、スティリア王女は血の繋がった弟妹を殺していた？　そんな……そんな……！

『なんというおぞましい姫だ。そのような者が崖の国に……』

「カルロは、崖の国を裏から支配するスティリア王女に命を狙われて、加護を受けても王子は生き延びられると思えないと言っていた。すると案の定、王妃の侍女であるルタが、加護を得た王子を連れて逃げているところに遭遇したという。――その王子がカーロ。本当の名をエルフォルド・ゲイプという」

「え！　カ、カーロが崖の国の、王子様!?」

　ルシアスさんによる衝撃の真実。

　これにはダウおばさんもびっくりしていた。ダウおばさんも知らなかったのか。

　というか、カーロが崖の国の王族だなんて！

「……あ！」

　でも、その事情を聞いてしまうと、カーロが持っていた火聖獣様の加護の説明がつく。

　カーロは火聖獣様の加護があることを隠していた。彼もまた私と同じように、スティリア王女に命を脅かされ、逃げていたのだ。

　体が震える。

　スティリア王女――なんて恐ろしい人。

「そうだ、それだ。余がせっかく加護を与えたのに、あれから一度も顔を見せぬ。汝ら、余が加護を与えた王子の居場所を知っているのなら案内しろ」

「しかし、彼は今もスティリアから身を隠している状況なので……」

「それが気に食わぬ。なんのために加護を与えたと思っている？　あの女と戦うためだ。聖森国の王子よ、お主もあの女に肩入れするのなら燃やすぞ」

『これこれよさぬか！　お主はそうやってヒトの世の事情に足なり首なり突っ込んでかき回すから、水のや土のと大喧嘩になったのであろう！　忘れたのか！』

　え、そ、そんな理由!?　聖獣大戦が勃発したきっかけ。確かに聖獣様同士の、ヒトへの関わり方の相違が原因だったと伝承にあったけど。

「あの、殿下、それでは、二年前にカルロとルタを殺した賊は、まさか――」

　不安げなダウおばさんが、恐る恐るルシアスさんに尋ねる。

　すると、ルシアスさんは少しだけ目線を落とした。

「そうだ。二年前にカーロとルタを攫い、助けに向かったカルロ――タルトの両親を殺したのはスティリアの手の者だ。俺がもっと早く駆けつけていれば……」

「そうだったのですね……。どうして身寄りのないカーロとルタが狙われたのかと、ずっと不思議だったのですが……」

　ダウおばさんが頬に羽根を当てて左右に首を振る。

　タルトの両親が亡くなり、カーロが声を出せなくなった事件。

　スティリア王女はカーロの暗殺を諦めていなかった、ということになる。

　身の毛もよだつとはこのことだ。執念深いにもほどがある。

　タルトの両親のことは、誰も教えてはくれなかった。川に落ちた時にカーロが少しだけ話してくれた程度しか、私も知らない。優しくて勇敢な人たちだったと。

「カーロのこと、タルトの両親のこと、そして真の〝薬師の聖女〟――ジミーア、あなたの話を聞いて確信した。スティリア・ゲイプは邪悪そのものだ。あの女はなにも持ち得ない。他者から奪うばかりで与えることも導くこともしない。王族に相応ふさわしい者ではない」

　ルシアスさんは行商人ではなく王族の顔をして言った。

　私もそう思う。スティリア王女は国民を導くとか、そういうことをする人ではない。

　私が無頓着で愚かだったとはいえ、あらゆるものを奪われてしまった。

　でも、私がどうであれ、結果は同じだったように思う。

　彼女は王女、私は孤児の薬師。地位も権力も違う。

　そして彼女は私以外に対してもそうだった。いえ、私は命が残っただけマシだったのだ。

　まさかそこまで恐ろしい人だったなんて……。

「だからこそ、〝薬師の聖女〟殿に頼みがある」

「え!?　……え？　な、なんですか？」

　正直、〝薬師の聖女〟と呼ばれるのに抵抗を覚えてきた。

　それは、スティリア王女が自らを称賛させるために作った呼称だからだ。

　私が得るべき功績と称号だった、と言われても、あの王女が関わったものだと思うと気持ちが悪い。そうやって呼ぶのはこれで最後にしてもらおう。

「魅了無効の特効薬を作ってほしい。報酬は望むままを」

「み、魅了無効？　でもそれは――」

［魅了］は怪我や病ではない。魔術だ。

　たとえるならそれは私の【紋章魔術】を無効化する薬、ということになる。

　そんな、どうしよう？　特定の魔術を無効化する薬なんて作ったことがないし、［魅了無効］の魔術というのも聞いたことがない。

　そういうのはまとめて［魔術耐性強化］で耐性を上げたり、［精神異常回復］とかで無効化したり治療したりするもの、だと思う。

　特定の魔術の効果を打ち消す薬は、存在がない。つまり、一から新薬として開発することになる。

「特定の魔術無効化ということは術者の魔力を遮断すればいいのかしら？　［魔術封じ］を薬に付与できればいいんだろうけれど、紙以外の素材にやったことないし、相性の問題もあるし……」

「さすがだな。この世にないものを依頼したのにすでに考えがまとまりつつある」

「あ」

　し、しまった、薬のこととなるとつい！

「ミーア、スティリアは［魅了］の【紋章魔術】を使う。俺はこの通り、水聖獣様と土聖獣様の加護をいただいているから通用しないが、城の者はそうではない。このままではエルメスがまた危険に晒されかねないのだ」

「！　魅了の……！　それで魅了無効の特効薬が必要なんですね」

　え、まさか本当に【紋章魔術】を封印する薬？　難易度爆上がりしたんですけど？

　だって【紋章魔術】はひとつの魔術を極めたものだ。普通の［魔術封じ］でなんとかできるものではない。どうしよう？

　そして、ルシアスさんが恐れているのは来月の聖獣祭。それまでに聖獣治療薬を作るようにスティリア王女に依頼したのだが、今の話を聞いて、ろくなことにならないと判断したらしい。

　……私もそう思う……。

　なんなら王侯貴族の勢揃いする聖獣祭を利用して、より多くの聖森国要人をスティリア王女の［魅了］の餌え食じきにされるのではないか、とルシアスさんは案じているのだ。

　……やりそう。というか、絶対やるでしょ、スティリア王女。それはヤバいですね。

「できれば城の者全員を救い、守りたい。頼めないか？」

　それでルシアスさんは魅了無効の特効薬なんて言い出したのね。

　理由も詳しく聞かずに考え始めて、しかも口にまで出してしまったから、断るのは今さら無理だよね。まあ、ぶっちゃけとても作ってみたいし。うん。

　レアだけど武器や防具、アクセサリーに魔術効果が付与されたものだってあるんだもの、魔術の付与された薬だって私にも作ろうと思えば作れそうじゃない？　薬だし。

「でもそれなら元栓を閉めてしまった方がいいです」

「え？」

「スティリア王女の【紋章魅了】を使う根幹――魔力を封じましょう。その方が、効率がいいです」

「そんなことができるのか？」

　というより、〝紋章魔術に干渉する薬〟がこの世に存在しないのだ。

　既存の〝魔術効果を持つ薬〟――魔術薬とはわけが違う。

　魔術は魔力で使う。薬は魔術で作る。薬に魔術の効果を付与すること自体は不可能ではないのだけれど、基本的にそういうのは攻撃魔術を付与する。

　高位の魔術薬薬師なら、液状の魔獣除けのお香と同じ効果を持つ［魔獣除けポーション］を作れるけれど、宮廷薬師時代は『は？　アンタ、魔術薬にまで手ぇ出してアタシの仕事まで奪おうっていうの？』って魔術薬薬師に叱られてしまったからレシピを知らないのよね。

　じゃ、なくて！　……魔術薬はそういうものだから【紋章魔術】級を無効化するのなら魔力を遮断して魔力を使えなくした方がいい。

　自分も使うからよくわかる。【紋章魔術】はひとつの魔術を極めたもの。魔力が残っていれば、なんらかの形で必ずそれに近い魔術を使える！

「私ひとりでは無理ですが、ルシアスさんの持つ水聖獣様と土聖獣様の加護を使えば多分……」

　あの人を放置すると、ルシアスさんの妹さんが危険な目に遭う。これはなんというか、今までの話と自分の経験から言ってまあ、間違いない。

　会ったこともないお姫様だが、私の薬で一命を取り留めていると聞いたあとでは放ってはおけない。

　というかお姫様、危険な目に遭いすぎでは？　ルシアスさんが過保護っぽくなるのも無理はない。

「俺にできることならなんでもする」

「面白そうだ、余も手伝ってやるぞ」

『我が愛しき薬師の願いならば、我も手伝おう』

「ほ、本当ですか？」

　火聖獣様と風聖獣様まで手伝ってくれるのなら、成功率が上がる！

　よし、作ろう！　今すぐに！

「では、今から試薬を作ります。報酬は私を〝薬師の聖女〟と呼ばないこと。ただ、私の［魔術封じ］は、魔獣除けを紙に写す程度の弱いものなので……」

「任せるがいい。聖獣たる我らがそこは補強してやる」

『うむ。その程度造作もない』

　頼もしいです、火聖獣様！　風聖獣様！

「ルシアスさん、薬はどの形状がいいですか？」

「形状？」

「あと、固さや味とか……希望があれば……」

「なるほど、どのようなシチュエーションで使うか、ということか。効果に差が出るのか？」

「はい。えっと、液状は効果が出るのが早いですが、切れるのも早いですね。固形は遅効性になります。その分効果も長続きします。粉末はその中間、でしょうか。無味無臭や甘い辛いといった希望などは、事前に言ってもらえないとあとから変更できませんので……」

　そこまで言ってから、少しだけ躊ちゅう躇ちょする。

「ルシアスさん……あの……スティリア王女の［魅了］を無効化したら……まあ、その、魔力を封じたら魔術が使えなくなると思うんですけど、その……そのあとスティリア王女は、どうなるんでしょうか？」

「どう、とは？」

「こ、殺されたり……」

　それは、嫌だと思った。

　ひどいことをされたとは思うし、あの人はひどいことをしてきたと思う。

　まして殺人まで犯していたのなら余計に関わりたくない。それに、悪いことをしたならきちんと罰は受けるべきだろう。

　でも、たとえ間接的であっても、もう二度と私は人の命を奪いたくはない。

　薬を作るのが好きだから。

　闇聖獣様が私を生かしてくださったのは、きっと……自分の作った薬に対して無頓着すぎた私を、正しく導くためだと思いたい。

「君が望むのなら処刑はしない。崖の国との関係もあるし、しばらくは魔術封じの魔道具で拘束して、崖の国と協議の上、身柄をどうするのかを決めるつもりだ。それではダメかな？」

「いえ、それなら……」

　それなら、大丈夫、かな？

「ミーア、あなたは自分の薬が誰かを不幸にすることを恐れてるのね？」

「…………」

　ダウおばさんが、しゃがんで私の隣に座る。もふもふの羽根に包まれてあたたかい。

　そう、私は怖くなった。薬作りはやめられないけど、それでも。

「大丈夫よ。少なくとも、その［魅了］にかかっている人たちは救われるんでしょう？」

「！」

「助けてあげなさい、あなたの力で。大丈夫、あなたのやろうとしていることは人を救うことよ」

「……はい」

　もふっ、とおばさんの羽根の中に埋まって顔をぐりぐり押しつけ、すーっと匂いを吸い込むと、なんか落ち着く。

　よし、すごくやる気出たぞ！

「では改めて。形状は液状。できれば聖獣治療薬と同じ色にしてもらえると助かる」

「え？」

　ルシアスさんが膝をついて私に目線を合わせる。そうして依頼された内容に驚いた。

　聖獣治療薬と同じ色？　な、なんで？

「少なくとも彼女には俺の部下の命を奪った責任を取ってもらう。カルロはエルメスを救ってくれた俺の英雄でもあった。それでもスティリア王女が聖獣治療薬を作れる〝薬師の聖女〟本人であるのならば呑み込むつもりだったが、そうでないのならしっかり罪は償ってもらわないと俺の気が済まない」

　目が、冷たい。本気だ。

　さらに「城で我が部下、家臣の［魅了］も進んでるようだしね」と付け加えられると、そのお怒りの底が知れない。

　スティリア王女はすでに多くの人を傷つけた。そしてルシアスさんの逆げき鱗りんに触れていたのだ。

　なんにしても、依頼を受けた以上きっちり作りますよ。

　私は薬師だから。

「【紋章製薬】起動」

　魔術陣を展開する。［保管］の魔術紋の中から空の小瓶をひとつ取り出す。

　しかし、ふとルシアスさんの依頼の内容――〝聖獣治療薬と同じ色〟と言われたのを思い出して困り果てる。

　聖獣治療薬ねぇ、最上級ポーションの失敗作をそう言って火聖獣様に与えていたのであって、私はそんなものを作った記憶がないのだ。

　つまり、ぶっちゃけ聖獣治療薬なんてものは存在しない。

　うーん、と悩んだあと、［レシピ］の魔術紋を展開して、失敗作の欄から［マナの花］を用いたもの一覧を選別する。

　共通素材［マナの花］＋［水］＋［デュアナの花］。

　ポーションの材料に、［マナの花］を足すともれなく毒になる。

　これまで使った部位は花弁、茎、葉、そして私が若返ってしまった〝根〟。

　人間には毒である［マナの花］だが、聖獣様にはそれが良薬となる。

　つまり、聖獣様の治療薬には［マナの花］の毒素をどうこうする必要がない。素材そのままを活いかせばよいということだ。

　依頼品である魅了無効薬は、薬に［魔術封じ］を付与するだけなので、ぶっちゃけスティリア王女に飲ませるものは下級ポーションでも構わない。見た目の問題だ。

　では作るものは決まっている。

　空の小瓶を四本追加。魔術陣を広げ、［保管］から［マナの花］と［水］と［デュアナの花］と［リリスの花］、そして先ほど得た［ドラゴンの鱗］を取り出した。

　この［ドラゴンの鱗］、薬に使用する場合は粉末状にする。

　効果は素もととなるドラゴンの属性にもよるが、基本的に滋養強壮と耐毒、魔術耐性アップ。

　城にいた頃は時折、小型のドラゴンが素材として入手できたが、こんな大きなものは私も初めて見た。

　私の固有魔術【叡智】による［素材解析］をすると、私の想像を超えていた。なんとこの［ドラゴンの鱗］、毒無効効果を持っていたのだ。素晴らしい！

　魔獣融合でポイズンスネークが素体の一種となっているから、ある程度の毒耐性は期待していたけど超えてきた。

　この［ドラゴンの鱗］一枚を［粉末化］の魔術紋に放り込み、粉末にする。そこへ［乾燥］させた解毒の花、［リリスの花］と［水］を投入して混ぜて――出来上がったのは最上級解毒薬。品質はもちろん最高品質！

　さあ、下準備は終わり！

「［マナの花］の根を水に溶かして抽出。［デュアナの花］と［水］、［マナの花の抽出水］を、混ぜ合わせる」

　私の【紋章製薬】で作られる薬は少量の素材で倍の量、最大級の効果を引き出す。

　そういう〝魔術〟だ。

　作られた毒抜きしていないその半透明な淡い紅紫色の液体を、空の小瓶四本に注いで――完成！

「できました！　これが私の本気で作った〝聖獣治療薬〟です！」

　失敗作ではない。私が、これこそ聖獣治療薬である、と思って作ったものだ。

　だから【叡智】の［薬品鑑定］でもしっかり、

［聖獣治療薬］品質：良

　と出ている。

　このレシピをベースに、先ほど作った解毒薬を聖獣治療薬のひとつに、混ぜる！

　色合いは混ぜ合わせる間に淡い紫紅色に指定、着色。

「……っ」

　できた。できてしまった、ついに。

　私が長年追い求めていた――最上級ポーション。品質は良。……十分だ。

　なんだ、こんなに簡単にできてしまうなんて。今まで試行錯誤していたのが、ばかみたい。

　でも、これまでの失敗作がなければ聖獣治療薬はできなかったし、それをベースにして最上級ポーションを作るなんて、思いつかなかった。

　なにより最上級解毒薬には毒無効効果を持つ［ドラゴンの鱗］が必要。

　今までに試した［ドラゴンの鱗］では、ここまでの効果は出せなかっただろう。

　嬉しい。やった。やり遂げた。ついにできたんだ。

　私は作った。

　この世であらゆるものを治癒する奇跡の薬――最上級ポーションを。

　涙が出た。でもそれを拭う。だってこれで終わりじゃない。

　私は私の夢を叶えた。もう十分。

「では、無毒化したこの薬に［魔術封じ］を付与します」

「おお、いよいよ我らの出番だな」

「はい！　よろしくお願いします！」

　火聖獣様、なんかすごくやる気に満ち溢あふれておられる。頼もしいけど、殺意のようなものが含まれているのは気のせいかな!?

「ところで、俺は［魔術封じ］の魔術は使えないんだけど……なにを手伝えばいいんだい？」

「ルシアスさんにはこの薬に水と土の属性付与をお願いしたいです。［魔術封じ］ではなく」

「？　そんなことでいいのかい？」

「はい」

　魔術陣を組み替える。薬に魔術を付与する時の［付与］の魔術紋の上に、最上級ポーションを置く。

　私の夢。私の生きる目標。

　叶ってしまったから、未練はない。

「火聖獣様、風聖獣様、ルシアスさん、属性付与をお願いします！　付与開始――［魔術封じ］！」

　最上級ポーションは、あらゆる病、怪我を癒す。それこそ欠損部位の回復や、息が絶えたばかりなら死者蘇生まで可能と言われる。

　残念ながらそれを試す機会には恵まれなかったが、作り方はわかったし毒無効効果のある［ドラゴンの鱗］はまだあるので、作り直したければ作り直すことが可能。

　だから後腐れなく――土、水、風、火の四属性を得た最上級ポーションを、変質させられる！

「これは！」

　ルシアスさんが声をあげる。きっと［鑑定］で私が作ったものを理解したのだろう。

「お三方の属性付与で強化した［魔術封じ］を使い、その上位魔術へ効果を変質、進化させました。変質、進化させた魔術効果は［魔力封じ］。これで服用したヒトの魔力を封じ、ありとあらゆる魔術が半永久的に無効化できます」

「…………」

　ルシアスさんに頭を抱えて天を仰がれてしまった。ひどい。私、依頼されたものを作っただけなのに。

　確かに私も本当にできてしまうとは思わなかった。

　伝説の中でしか存在しない代物。頭を抱える気持ちがわかる、途方もない価値のもの。

「な、なにがどうなったの？」

　あ、ダウおばさんはなにが起きているか全然わからないよね。長い首を傾けて、大きな目をぱちぱちしている。おばさん可愛い。

「あ、えっと……今私が作ったのは最上級ポーションなんですけど」

「最上級ポーション？」

「最上級ポーション!?　あ、あの伝説の!?」

　おお、ルシアスさんは知ってたんですね。そうです。その伝説の、です。

　ダウおばさんは薬に明るくないから、首を傾げているけれど。まあ、今そんなことはどうでもいい。

「とりあえずなんかすごい薬だと思ってください」

「え、ええ？」

　さっきとは逆に首を傾けるダウおばさん。今の説明じゃダメか。難しかったか。仕方ない。

「えーと、じゃあわかりやすく言うと、すごい薬の治癒効果を、四属性を利用してぐにゃっと捻ねじ曲まげて、魔力無効化っていう効果に変えたってことですね！」

「あら、なんだかもったいないわねぇ」

「そうですねぇ。でも私ひとりではこの薬――魔術薬は作れなかったので、とっても楽しかったです！」

「それならよかったわね！」

「はい！」

　参考にさせてもらったのは〝魔術薬〟の作り方だ。

　魔術薬は普通の水に魔術を付与していく、ちょっと毛色の違う薬。

　薬作りに定評のある私だが、［魔術封じ］にて封じられる魔術に偏りが凄まじいので魔術薬は専門外だったりする。

　なぜなら魔術薬って魔術師のような、魔術のエキスパートが作るものなので。畑違いなの。薬と名はついているけど。

　これが得意なのは、城で魔術師でもあった、ディニアという女性薬師。

　最初は気さくだったけど、ある時からすごく攻撃的になったのよね。なんでだったっけ？

「すごいものを作るな。あらゆる魔術を完全に無効化し、使用できなくする薬……。これはこれで伝説級の代物なんだが」

　作れって言ったのルシアスさんじゃない～。呆れるなんてひどい。

　まあ、まさか本当に作れると思わなかったっていう意味なんだろうけれど。

　でも本当にね、私自身もびっくりしたけどね～。

　ちょっと自分で効果を試してみたいけど、ここでは難しい。

　これを飲んだら〝痩せすぎ〟が治ったりしないかしら？　無理？　だよね。

　レシピは確立できたことだし、入手の難しい毒耐性の高いドラゴン素材をどうしたらいいのかがこれからの悩みどころ……。

「危ないので口のところにリボンをつけておきますね。間違えて口にしないようにしてください」

「も、もちろんだ」

　これ、本当に危険物。飲むと一生、魔術が一切使えなくなってしまうし、それまでに使った魔術効果もすべて解除してしまう。半永久的な効果持続。新たに魔術を習得することもできない。

　なにより、聖獣様のご加護まで付与されているのだ。他者に対して悪影響のある魔術の類は特に無力化が早かろう。

　これを解除するには、最上級ポーションを飲むしかないだろうな。

　ピンクのリボンを巻いて、ルシアスさんに手渡す。ついでに作った聖獣治療薬も、二本をルシアスさんに、残り二本を火聖獣様と風聖獣様に献上した。

　ご協力ありがとうございました。

『おお！　これが我ら専用の薬か！』

「飲んでもよいか!?」

「よいですよ。美味しくなかったら、次回から味の調整も行うのでお申しつけください」

　風聖獣様は、あの羽根のおててでどうやって蓋を開けるのだろう？と思ったけれど、そこはダウおばさんの羽根と同じく、先っぽの大きな五本の羽根が固くしなるようだ。さすが。

『素晴らしい！　ではさっそく……』

「あ、火聖獣様の分は私の方で一時お預かりしてもよろしいでしょうか？　来月、崖の国でも聖獣祭がありますので、その時に献上されたものの方が、薬の効果が高まるかと」

　ウキウキと蓋を開けて飲もうとした火聖獣様に、ルシアスさんが待ったをかける。

「む？　ふむ……聖獣祭に献上された方が、効果は上がる、か。よかろう。どうするのかはわからぬが、最終的に余のもとに届けばよい」

「ありがとうございます。必ずや、火聖獣様のもとへお届けします」

　来月、聖森国と崖の国では聖獣様へ快方の祈りを捧げる聖獣祭があるのだ。

　赤ちゃんの頃、カーロは、その聖獣祭でスティリア王女により〝捧げ物〟にされた。

　もちろん、本来捧げられるのはその年に獲れた最高級の食材を用いた料理などで、そんな捧げ物が許される祭りではない。

　でも、聖獣治療薬が聖獣祭で捧げられると、火聖獣様みたいに元気になって、人の姿に化ける力まで取り戻すようになるのか。

「それにしても魔術薬だなんて、ディニアを思い出すわ～」

「え？　ダウおばさん、ディニアを知ってるの？」

「アラ！　ミーアもディニアを知ってるの!?」

「城の薬師の同僚だったの」

　なぜか嫌われてたけど。

「そうなのね！　元気だったかしら？　あの子ね、昔、狭間の森に捨てられてたのよ。アタシが育てた人間の娘の話、覚えてるかしら！　ディニアのことなの！」

「あー」

　以前おばさんが話してくれた、〝人間の娘〟のこと。

　え？　ディニアが？　ディニアがダウおばさんの娘だったの？

「今は崖の国で魔術薬師になったからって、手紙と魔獣除けのお香をたくさん送ってくれるようになったのよ。うふふ！　本当に優しいのよ！」

「そうなんだ！」

「それに、アタシが足を折った時に上級ポーションを送ってくれたのもディニアなのよ。もう嬉しくて嬉しくて……。それなのに、ルナの木の実を送ったら『二度と送ってこないで！』って怒られちゃって……はぁ……」

「そうなんだ……ルナの……木の実……」

　――あ。

　ダラリと汗が噴き出した。

　あ、ああ、そうだ。新人で城に入ったばかりの頃、ディニアに色々教えてもらったお礼に上級ポーションを作って渡したんだ。なんか『お母さんが足を折って困ってるみたい』って言ってたから。

　そしたら、『お母さんの骨折が治ったの！　ジミーアありがとう！　アンタのポーションすごいわ！　これ、お礼よ！　ルナの木の実っていうの！　甘くて栄養満点でアタシの大好物なのよ！』ってすごい嬉しそうにしゃべりながらルナの木の実を置いていって……私はそれを半分食べて……あとは薬の材料に――。

　あ、ああ……思い出した……私がお礼でいただいたルナの木の実を薬の材料にしてしまってから、城の人たちから『お前はもう食堂の飯以外食うな』って言われたんだ！　あの時は、そうなのかって納得して食堂の安い飯しか食べなくなったのよ！

「…………」

　嫌われるようなことを、やらかしてました、ね？　……あらゆることに興味がなさすぎる、あの頃の私――！

「どうかしたの？」

「な、なんでもないです」

　今ならディニアが怒った理由がわかる。

　ルナの木の実は秋にしか採れない、貴重なものだ。しかも各村での早い者勝ち。食べる機会はそうそう多いものではなかったのだろう。

　そんな貴重なものを、薬の材料にした私は、とんでもないばか者だったに違いない。

　というか、今なら、あの時の私おばか！　なんてもったいない！って思う。

　食べたい時に食べられない。だからこそ美味しいし、もったいない。薬の材料にするなんて、とディニアが思ったのも無理はないだろう。

　もちろん薬の材料にしたことを無駄だとは思わない。だって、そのおかげで［肺炎特効薬］ができたんだから。

　実際、肺炎で死にかけてたルシアスさんの妹さんはそれで助かったんだし！　うん！

「さあ！　では次だ！　余を王子のもとへ連れていけ！　余は余を癒した〝薬師の聖女〟と加護を与えた王子の顔を見に来たのだ！」

「カーロですね。……しかしいきなり火聖獣様が現れたら驚くだろうな……。ダウ、ミーア、やはり先に戻ってカーロに伝えてくれないか？」

「あ、はい、わかりました」

「かしこまりました、ルシアス殿下！　ミーア、お乗りなさい」

「うん」

　ダウおばさんに乗り、村へと戻る。

　そういえば村は魔獣融合で生まれた魔獣が来ることを恐れて、避難している真っ最中のはず。

　……まさか火聖獣様が一撃で倒したとは、誰も思わないだろう。

　案の定、村に戻るとまだざわざわと騒がしかった。荷物の持ち出しや、他の村への連絡などで慌ただしい。

　しかし、私とダウおばさんが戻ったことで一気に落ち着く。

　私たちが「融合で生まれた魔獣は火聖獣様が倒してくださった」と告げると、別なざわめきが起きたけど。

　それはそうだ。火聖獣様は崖の国の守護者。しかもまだ眠っていると思われている。

　狭間の森は風聖獣様の領域。それなのに火聖獣様が魔獣を倒しに来る意味がわからないだろう。

「カーロ、あなたに会いに来たんだって」

「おれ!?」

　ダウおばさんが村の人たちにことの経緯をかいつまんで話す横で、私はカーロに近づいて火聖獣様の目的を話す。

「うん、どうしよう？　村で会ったら色々聞かれちゃうよね？」

「っ」

　同じくスティリア王女に追われる身とわかったから、火聖獣様に顔を見せるのは慎重になるべきだと思った。

　とはいえ、加護を与えてくださった火聖獣様へご挨拶もしないのはもっとまずいよね。

　悩んだ末、村から少し離れた場所でご挨拶をしよう、とカーロは顔を上げた。

　……私はどうしよう？

　うっかり知らぬところで正体がバレるのは嫌だから、ついていこうかな。




「……あ」

　カーロとふたりでこっそり村を出て、崖の国方面へ向かって森の中を歩いていると、ルシアスさんと火聖獣様、風聖獣様がやってきた。

　まだ村に戻ってからそんなに経たっていないのに、さすが到着が早い。ダウおばさんの自慢の足も、やはりルシアスさんや聖獣様にはなんてことのない速度なのかもしれない。

「おお、ようやく顔を見せたな」

　火聖獣様はカーロを見るとにやりと笑って手を軽く上げる。

『ようやく顔を見せた』っていうのはカーロのことだろうけれど、この場合。火聖獣様が会いに来た、って言うんじゃ……。

　ルシアスさんは聖森国へ戻らねばならないからと、火聖獣様と風聖獣様に頭を下げて挨拶している。

「ミーア、最後に聞きたいのだが」

「はい？」

　ルシアスさんは立ち去る直前、私の横にしゃがんで視線を合わせる。

　カーロは少し不安そうにしたけど、火聖獣様への挨拶を優先させてそばから離れていく。

　それを見送ってから、改めてルシアスさんへ顔を向けた。

「……多分、無理だと思うんだが」

「聖森国のお城には行きませんよ？」

「だよね」

　では、とひと呼吸置いて。

「妹に会ってはもらえないかな？　妹は今十五歳なのだが、体が弱くてあまり社交の場に出られず、歳の近い友達がなかなかできなくてね……話し相手がほしいんだ」

「えぇ……」

　ルシアスさんは「誘拐されたり、肺に疾患があったり、すぐ熱を出したり、毒を盛られたりと、気が気でなくて」と頭を抱える。

　なんでそんなに狙われるんだ、その子。王太子であるルシアスさんが狙われるのはまだわかるのだが……あ、いや、ルシアスさんは全部自分でなんとかしてるのかもしれないけれど？

「頼む、君だけが頼りなんだ。少なくとも聖森国の貴族の令嬢は軒並み信用ならない！　でも君は人間だし、権力に興味はないだろうし、薬は即座に作れるし、妹を助けてくれたし、同性だし、なにより信用できる！」

「お、落ち着いてください。……なんでエルメス姫はそんなに狙われるんですか」

「王族の血を引いているのに体が弱い……半獣人なんだ」

「!!」

　小さな声で、「妹は獣の姿になれない」と教えてくれた。

　獣人とは、獣の姿と人の姿を使い分けられて初めてそう認められる生き物。そのどちらかの姿にしかなれない者、そのどちらの姿も併せ持つ者は半獣人として半端者の烙らく印いんを押される。

　……まさか、聖森国のお姫様が……。

「俺は半獣人も獣人として聖森国で受け入れられるように現法を変えた。でも差別はなかなかなくならない。狭間の森で生きる半獣人たちの人権や権利を取り戻したくても、うまくいっていないのが現状だ。正直どうしたらいいのかわからなくなってる」

「ルシアスさん……」

　次期国王として、半獣人もまた獣人である、と法を変えても、急にヒトの意識は変わらない。

　むしろ獣人は自分たちよりも下の存在が急になくなるのは困ると言わんばかりで、差別は増長傾向なのだという。

　ますます私にどうしろと、という感じなんだが……村で暮らす身としては面白くないのも本音だ。

　ルシアスさんを見て獣人がすごいのはわかったけど、村のみんなだってすごいし！　むん！

　村の人たちがばかにされてると思うと、確かになんとかしたい。

　どうにかして……認めさせたい！

「おい！」

「わあ！」

「はい!?」

　声をかけてきたのは火聖獣様。私たちを覗き込むようにしてから、ニヤ、と笑う。

「人と獣人の混血児がいるというのは本当か？」

「「え？」」

「エルフォルドが申しておったぞ。人と獣人の混血児がいると。その者がずっと守ってくれたのだと」

　エルフォルド？　誰？　あ、カーロの本名か。長いな。覚えられる気がしない。絶対また忘れる自信がある。

　じゃ、なくて。

　人間と獣人の混血児？　誰？

「タルトですか？」

　ルシアスさんが立ち上がって、タルトの名前を出してびっくりした。

「え？　タルトって混血なんですか？　人間と獣人って、子どもができるものなんですか？」

　思わず矢継ぎ早に質問してしまったわ。

「タルトの父親は白虎の獣人だ。母親はカーロを連れて崖の国から逃れた王妃の侍女で、ルタという人間だよ」

「えっ！」

「さっき少し話したけど」

「…………」

「なるほど？」

　なにやらルシアスさんに納得されてしまった。

　あ、うん、まあ、はい。あんまりよく聞いてなかったというか？

「会わせろ！」

『すまぬな、こう言い出すともう我の手には負えぬ』

　風聖獣様が首を横に振る始末。カーロも困惑気味だ。

　私はルシアスさんと顔を見合わせて、聖獣様を村へと案内する。

　タルトはすぐに私たちに気づいて駆け寄ってきた。

　白虎の半獣人、タルト。

　父は白虎の英雄騎士、カルロ。母は現王妃の忠臣侍女、ルタ。

　改めて聞かされたタルトの両親の話。崖の国と聖森国、両王族のために命を懸けた――英雄たちの子。

　そう聞かされたら、彼が――タルトが――どれほど尊い命なのか……ルシアスさんとカーロがタルトをどこか尊敬の眼差しで見ていた理由が、わかった気がする。

「素晴らしい……」

　そして、タルトの存在は、聖獣様にとっても特別だったらしい。

　火聖獣様は目を輝かせて走り出し、駆け寄ってきたタルトの両脇に手を入れて持ち上げた。

「素晴らしい！　素晴らしいぞ！　本当に人と獣人の子ではないか！　素晴らしい！　素晴らしい!!」

「!?　っ!?　だ、だれっ」

『火聖獣よ、落ち着かんか！　タルトが驚いている！』

　まあ、さすがのタルトも知らない人に突然掲げられて『素晴らしい！』って連呼されたらびっくりするよね。

　珍しく驚いた顔をして尻尾がピーンっと立っている。

「余は火聖獣！　崖の国の守護者である！　汝のような〝ヒト〟の誕生を永らく待ち望んでいたのだ！」

「？」

『火聖獣よ、はしゃがずに下ろせ！　かわいそうだろう！』

「素晴らしい！　本当に素晴らしいぞ！　人間と獣人には子は生まれぬと思っていた！　汝の両親はよほど強い絆きずなで結ばれていたのだろう！　だから生物の垣根を超えて汝が生まれたのだ！　これはめでたい！　ずっと待ち望んでいた〝ヒト〟がついに生まれた！　素晴らしい！　水のと土のにも会わせねば！　これは祝福である！」

　火聖獣様はタルトを掲げたままそう叫ぶ。

　すると太陽が凄まじい輝きを放った。目を開けていられない。

「あ」

　光が反転して闇が広がった。はっきり目の前に闇聖獣様の姿を見る。

　真っ黒な、案山子かかしのようなもの。手と脚があり、頭と胴がある。人間のようでもあるけれど、四足獣のように手足を地面につけて私を見上げていた。

　顔はない。真っ黒な珠たまのような頭があるだけだ。思ったよりも小さくて、赤子のようにも思える。

　なんだろうこれは、どういう状況なのだろう？

　声が出ないし目も逸らせない。ご挨拶をしたいのに、体が動こうとしないのだ。

　もしかして、死ぬのだろうか？　私はやはりあの日に死ぬ運命で、闇聖獣様のお力で今までなんとか生きながらえていたのだろうか？

　聖獣治療薬のレシピはあの場にいたルシアスさんやダウおばさんが見ている。

　伝えることはできた。

　だからもう、私の役目は――。

「生きたいですか？」

　問われた。女のような男のような、年寄りのような、子どものような声。

「はい」

　なぜか私はすんなりと答えた。答えられた。でもそれ以上なにもできないし、なにも言えない。

「火聖獣が使った〝祝福〟とは、命を慶よろこぶもの。あなたは私の与えた役目を確かに果たした。聖獣治療薬を、喧嘩して大怪我した馬鹿どもへ届けてくれました。よいでしょう、役目を終えたあなたにも火聖獣の命への慶びと祝福を受ける権利を授けます。あなたに新たな役目は与えません。あの火に照らされ、新たな人生を歩みなさい」

　――体が若返ったのは、私からの罰ですよ。

　最後にそう言われた。

　自ら命を絶とうとした罰。人の心を顧みなかった罰。自分を愛さなかった罰。

　全部心当たりがあって涙が溢れた。

　ジミーアの死。人の心を学ぶ。そして今度こそ自分自身を愛せるように。

　とても慈悲深い罰だ。

　新たな役目を与えられないということは、自由に生きろという意味。

　これからも、贖しょく罪ざいは続くということだ。

「はい。生きます。精一杯。今度こそ……」

　ジミーアだって精一杯生きていたと思う。自分のために生きすぎたけれど、自分のことをまるで愛していなかった。

　闇から光のもとへと戻る。

　今の空間、そして闇聖獣様の姿も、私にしか見えなかった？

　タルトの頭上で輝く太陽。森が風聖獣様の祝福で歌っているみたい。

　村の人たちが溢れる光に手を伸ばし笑う声。

　青い空に、白い雲がかかる。

　今まで当たり前にあったもの、すべて……どれも、これも、涙が出るほど美しいと思った。

　これが命への祝福。

　ああ、なんて……なんて私は無知だったのだろう。知らなかった。

　――世界はこんなにも美しかったのか。

　私が生まれて、生きていた世界はこんなにも。

「火聖獣様の、祝福……」

『うむ。ヒトは見えるものが我らと違う。ミーアよ、そなたも我らが見ている世界の一端が垣間見えたか？』

「はい……とても美しいです……」

　風聖獣様が隣に来て、私の横に座る。

　もふん、と私の体半分が羽毛に埋もれてしまう。あったかい。

『色々なものを見て学び直しなさい。我らの加護は、そのために与えたのだ』

「！　……はい」

　一瞬だけ、一度死を選んだ私がそんな贅沢をしてよいのかと疑問を持った。

　けれど、闇聖獣様と風聖獣様の言葉を、私は胸に刻み込む。

　私は私を、愛してあげなければならない。それが贖罪だ。

　なら、もう……隠さないで生きよう。

　自分が変人だと自覚した上で、そんな自分も愛してあげよう。

　薬だけでなく、私自身も。

「では帰る！」

　と、大々的に宣言する火聖獣様。なんというか、いちいち騒がしい聖獣様だなぁ。

『二度と来るな』

　風聖獣様、火聖獣様に辛しん辣らつ！

「エルフォルド、たまに顔を見せに来い！　聖女、汝もである！　汝らには余の加護を与えたのだからな！」

「え、えぇ……？　ど、努力いたします……？」

「絶対であるぞ！」

　火聖獣様、普通に森から徒歩で帰るのか。

　あと聖女って私のこと？

　やめてほしいのに、その呼び名。どうあがいてもスティリア王女の顔がチラつく……。

「聖女？」

「ミーアが？」

「！　あ、いや、え、えーと、その……せ、聖獣様の怪我に効果のある薬が作れたの！　そ、それでなんか、喜んでくださって、そ、そういうあだ名みたいな！」

「ふーん」

　タルトとカーロに変な顔されちゃったじゃないですか！　んもー！　火聖獣様じゃなかったら文句のひとつも言えたのに。

「聖女かぁ。タルトが〝奇跡の子〟でミーアが〝聖女〟なら……おれは……、……俺は本当にダメな人間だな……」

「「カーロ……」」

　声は出るようになったけど、火聖獣様の登場によりまた自己肯定感がだだ下がりしてない……？

　というかカーロは王子様なんじゃないの？

　根本から真っ赤に染まるほど強い加護を火聖獣様にいただいてて、『ダメな人間』はないよぅ。

「タルト、カーロ、ミーア、僕は聖森国に一度帰るよ」

「あ、ルシアスさん」

　そんなカーロの頭にポンと手を置いて、行商人モードのルシアスさんが挨拶に来てくれた。

　すごい。あの冷たい眼差しや、シスコンな部分まで綺麗に隠れてしまっている。すごい。

　髪もいつもの藍色だ。どうやって染めてるんだろう？　魔術？　あ、水聖獣様の加護の力かな？　すごいなぁ。

「夏季中旬には聖森国でも聖獣祭が催されるから、国を挙げて招待す――いや、みんなで遊びにおいで」

「え、えーと」

　今なんかとてつもなく不穏な言葉を言いかけませんでしたか？

「特にミーアは、ぜひ。僕の妹とぜひ、友達になってほしいし。女の子同士だし。ね？　ぜひ、ぜひ」

「…………」

　あ、あの件忘れてなかったのか……。

　言葉尻はやわらかいけど圧がすごい。顔の圧はもっとすごい。

「本当に頼む。今年から貴族学園に入ったんだが本当に友達がいなくて……妹がひとりぼっちでとぼとぼ帰ってくる姿を見るのがつらい！」

「わわ、わ、わわかりました！　わかりましたから！　縋りついて泣かないでください!?」

　妹さんが関わるとギャップがひどいな、この人。

「じゃあ、聖獣祭の時にお邪魔します」

「ありがとう！　……それまでにスティリア王女は崖の国に突き返しておくよ」

「よ、よろしくお願いします……」

　スティリア王女を追い出せる――その計画に私にもわかるほど上機嫌。

　私たちに爽やかに手を振るルシアスさんは、それはそれは、とってもいい笑顔だった。










間話　化けの皮




　つまらない。

　聖森国の王城で、スティリアはルシアスの不在に頬を膨らませていた。

　いや、留守ならば留守で、やりたい放題にできる。

　行ったことのない場所へと赴き、【紋章魅了】で駒を増やしていく。

　あいにくと未だにこの国の王とお妃、彼の最愛の妹姫には挨拶ができていない。

　表向きはルシアスによる『スティリア王女には、まだこの国で覚えていただきたいことがたくさんありますので』という配慮。

　だが実際には、両親と妹へスティリアが【紋章魅了】を行わぬようにとの牽けん制せいだ。

　まったくもって忌々しい。そして、その思い通りにならないところがまた、たまらなくゾクゾクとスティリアの身を焦がす。

　あの美しい男が、羽根をもがれ、手足をもがれ、自分のことを心底憎いと瞳に映すところを想像しただけで恍こう惚こつとした表情を浮かべてしまうほどに。

　そう、もうすぐだ。もうすぐ見られる。

　間もなく聖森国でも聖獣祭が開催される。その時には王侯貴族が聖獣の祭壇へ集まるだろう。

　彼らに【紋章魅了】を使えば、この国は実質スティリアのモノとなるのだ。

　いくら王太子のルシアスであろうとも、〝薬師の聖女〟をいつまでも囲ってなどおけない。

　それに〝薬師の聖女〟へ、ルシアスは聖獣治療薬を依頼している。

　無論、薬作りなどしたこともないスティリアに、聖獣治療薬など用意はできない。

　影の者に、崖の国で捨てた〝本物〟――ジミーアを捜させたが、狭間の森に向かった以上のことはわからずじまい。狭間の森にある複数の村に、人間の成人女性が訪れなかったかも調べたが、どこの村も『そんな女は来ていない』と首を横に振った。

　つまり、ジミーアは死んだのだ。

　崖の国から追い出して数ヶ月経つ。狭間の森で死体を探すのは難しかろう。

　それでも万が一を考え、狭間の森の崖の国の近くで［魔獣寄せの魔術紙］を生肉に挟んで放置させた。あれで小型の魔獣が集まり、うまくいけば魔獣融合が起こる。

　ただの災厄であり、時折自然に起こるそれを、スティリアは人為的に起こすやり方を編み出していた。崖の国から出たら絶対に試そうと決めていたのだ。

　大嫌いな両親のいる崖の国。魔獣融合という災厄で、慌てふためき、苦しめばいい。困ればいい。狭間の森でうっかりジミーアが生き延びていたなら、それに巻き込まれて死ねばいい。

　スティリアは美しい顔に残虐な笑みを浮かべる。

　どこまでもスティリアは、自分だけが幸せであればよい女だ。

「スティリア様、ルシアス様がお帰りでございます」

「ほんとぉ!?　やっと帰ってきたのね！　ああ、ルシアス様！　スティリアは寂しくて寂しくて死んでしまいそうでしたわ～！　すぐに会いに行くとお伝えして！」

「かしこまりました」

「あなたの留守中、スティリアはとても頑張っていたんですよ～」と声に出して両手を広げながらくるくる回る。

　そう、本当に頑張った。城の者すべてに【紋章魅了】をかけて回ったのだ。

　もうこの城の中でルシアスの味方をする使用人、家臣はいない。それを知った時のルシアスの顔を見るのが、楽しみで仕方なかった。

　ドレスに着替え、化粧を施し、スキップでもしそうな上機嫌のまま、彼の部屋へと押しかける。

　ルシアスは留守の間の様子を側近に聞いているところだった。

　その側近エンスも、すでにスティリアの術中。

　気づいただろうか？　側近すら奪われていることに。

　どう思っているだろうか？　城の味方を全部奪われたことを。

「ルシアス様ぁ、おかえりなさいませぇ！」

　褒めて褒めて、と言わんばかりにルシアスの胸に飛び込む。

　ルシアスはそんなスティリアにやわらかく微笑んだ。

「ただいま帰りました、スティリア様。留守中、とても充実した日々を送られていたとか」

「はい！　それはもう！」

「それはなによりです」

　気づいていない？　だとしたら少し拍子抜けである。

　見上げてにっこりと微笑む。普通の男ならばそれだけで鼻の下を伸ばすような笑みだ。

「そうそう、そろそろ聖獣祭ですが、聖獣治療薬は――」

「ええ！　もうできておりますわ」

　嘘だ。本当は作ってすらいない。色のついた水を渡すつもりだ。

「……なるほど。では先ほど私のところに届いたこれがそうなんですね？」

「え？」

　すっ、とルシアスが身を離して、執務机の方を見る。

　そこに並んでいたのは、薄い紫紅色の液体が入った小さな薬瓶。

　ビキビキビキ、と血管が浮かぶようだった。

（は？　なによあれ。知らない）

　もちろん笑みは崩さない。目を細めて、一瞬のうちに対応を考える。

　むしろ、ルシアスの動向に興奮していた。

　それでこそ、それでこそ自分の選んだ男だ。美しいだけでなく、腹の中が自分と同じぐらいドス黒い男。この男を、なんとしてでも踏みにじりたい。

「まあ、わたくしそんな薬は知りませんわ」

　乗ってやるのも面白いかと思ったが、聖獣治療薬なんてこの世にはない。〝薬師の聖女〟である自分以外作れないのだ、彼のもとにあるはずがない。そういう態度をとることにした。

　するとルシアスは「おや」と不思議そうな顔。

「そうなのですか？　では、この薬はいったい……？」

「恐ろしいですわ。誰が作ったかわからない薬など捨ててしまわれた方がよろしいのでは？」

「〝薬師の聖女〟からの、贈り物と思っていたのですが違うのですか」

「……ええ、違いますわ」

　一瞬、ルシアスの表情が非常に楽しげになった。

　対応を誤ったか？　だが今さら変えることはできない。なんと言われようが、どうとでも返事ができる自信もあった。

　なにも問題はない――はず。

「なるほど……やはりスティリア様は［鑑定］魔術をお持ちでないようだ」

「まあ……？　確かに相性が悪いらしくて持っておりませんが……なぜ？」

　ルシアスがピンク色のリボンが巻かれた小瓶を持ち上げる。

　まさか、ルシアスは［鑑定］が使えるのだろうか？

　簡易魔術に属する［鑑定］は、ある程度の知識や教養があれば、自然に［ステータス］から派生して使えるようになる。崖の国では王侯貴族なら、よほど相性が悪くなければ知識の増加とともに［鑑定］レベルが上がっていく。

　しかしスティリアは勉強が嫌いだった。地頭がいいのと、【紋章魅了】であらゆる努力を怠ってきた。

　とにかく努力が嫌い。美しくなる努力は好きだけれど。

　ただ、［鑑定］が使えないことは高貴な血筋の者にとって弱点となりうる。持っているのが当たり前のものだからだ。

　だがそれは崖の国の話。聖森国では［鑑定］を持たない者の方が多い。獣人は魔力が少なく、人間に比べて魔術を使える者自体が少ないからである。

　ただ、獣人のルシアスが［鑑定］を持っていても不思議はない。彼には土聖獣と水聖獣の加護がある。スティリアよりも、高い魔力があるのだ。

　忌々しいあの余裕。スティリアを小こ馬ば鹿かにするような笑み。

　こちらも余裕があるように微笑みを絶やさない。どのみち彼には、もう味方となる家臣はひとりもいないのだ。

　そう、笑っていられるのは今のうち。

　ほくそ笑む。けれど――。

「私の［鑑定］には〝聖獣治療薬〟とあります。〝薬師の聖女〟たるあなたが作ったのではないとするのならば、聖獣治療薬はあなたでなくとも作れる――ということになりますね？」

「……!?」

「ああ、そうだ。スティリア様には正妃の話もしておこうと思っていたんだ。スティリア様、あなたは第三妃に決まりました。私にはもともと婚約者が三人いたのですが、そのうちのふたりと正式に来月結婚するつもりです。あなたが〝薬師の聖女〟なら第一王妃の椅子に座らせることも考えていたのですが――獣人と人間では子を成せませんからね、仕方ないです。最後のひとりも成人したら結婚の予定なので、最終的に第四妃になると思います。ご了承ください」

「な……？」

　それは、あまりにも衝撃的な言葉だった。

　この男はスティリアの価値を〝ない〟と言い切ったのだ。

　確かに獣人と人間は子を成せない。スティリアとしては、子どもなど他の妃が産めばいいと思っていた。だから、それは構わない。

　問題は〝第三妃〟というところだ。

　しかも三人目の婚約者が成人したら、第四妃に降格させる、ときっぱり言い切った。

　子を成せない妃に価値はない。当然だろう。

　もしスティリアを第一王妃――正妃の椅子に座らせるのであれば、それはこの国にとってもっとも重要な〝聖獣治療薬が作れる妃〟でなければならない。

　その価値がスティリアにはない。なぜなら、本当に聖獣治療薬が作れないから。

　見抜かれた。そして自ら、それは自分が作ったものではないと言ってしまった。

（やられた――!!）

　もしスティリアが『私が作ったものです』と嘘をついていたらどうだろう？

　作った者を紹介されでもしたら、その瞬間に詰む。

　完全にはめられた。最初から逃げ場がない、用意されていない案件だったのだ。

（つまりルシアス様はわたくしを今日、この場で切り捨てるつもりね。でも、そんなこと本気でできるとお思いなのかしら？　わたくしには【紋章魅了】があるのよ？　第四妃に降格したとて、這はい上あがればよいだけのこと。だって聖獣祭で現王たちまで【紋章魅了】してしまえばわたくしの勝ちだもの）

　今はこの場を切り抜け、聖獣祭に参加できる地位を保っていればいい。

　彼の周りはすでに敵だらけ。ここからどう挽ばん回かいするつもりなのか、逆に楽しみになる。

　スティリアは第四妃などという地位に甘んじるつもりなどない。自分が一番贅沢に好き放題できる最高権力者でなければ堪えられないのだ。

　ルシアスは愛玩動物にすぎない。自分を追い詰めたとしても、決定的にどうにかできると思っていなかった。

　だから見下し、余裕の笑みを浮かべ続けられる。

「スティリア様？」

「！　……え、ええ、致し方ありませんわよね……どんなに愛し合っていても、子ができないのですから、わたくしたちは」

「そうでもないそうですよ。〝真にお互いを信頼し合う、愛と絆で結ばれた者たちならば人間と獣人でも子を成せる〟そうです。火聖獣様はその存在を〝ヒト〟と呼びました」

「……っま、まあ？」

　獣人と人間が子を成せる？　ありえない。

　思わず言葉に出しそうになり、呑み込む。

　今聞くべきことはそれではない。

「火聖獣様？　崖の国へ行かれましたの？」

「はい。第四妃の地位に堪えられないのであれば、スティリア様は崖の国に帰るだろうと思いましたので。陛下と王妃様は、スティリア様のことを〝不要〟と申していましたが――うちの国にもいらないんですよねぇ……なんの役にも立たない人間は……」

「……っ……」

　見せつけるように、聖獣治療薬を頬にあてがうルシアス。

　その姿に、スティリアに【紋章魅了】をかけられている侍女たちもうっとりと溜め息をつく。

　スティリアも危うく見惚れてしまうところだった。

　だが、怒りがそれを上回る。

　なにもできない、役立たず、価値がない、不要――。

『お前のような醜い者が、彼女のような慈悲深く美しい女から生まれてくるとは、信じ難い』

　父から言われ、ずっとスティリアの生きる源となっている、その言葉への怒り。

　沸き立つそれを糧に、スティリアは優雅に微笑む。

「素晴らしいですわ、ルシアス様！　火聖獣様にお会いになられたなんて！　わたくしもお会いしたかったですわ！」

「火聖獣様はあなたが城の薬師が作った失敗作を、適当に自分への供物にした――と腹を立てておいででしたよ」

「……ひ……っ、せっ、火聖獣様が？」

「火聖獣様は『本物の聖獣治療薬を持ってきて、余に献上するのであれば許す』と寛大なお言葉をあなたへ言こと伝づてるよう、私にお申しつけくださいました」

　そう言って、ルシアスが近づいてくる。

　彼が今しがた頬に当てた、ピンクのリボンの巻かれた薬瓶。薄い紫紅色の薬。それを、差し出される。

（まずい。まずい。まずい）

　怒りでおかしくなりそうだった。

　張りついている笑みを維持することだけにすべてを注ぎ、首を傾げてみせる。

「こ、これは？」

「気をつけてお持ち帰りくださいね。［マナの花］という、人間には猛毒の花が使われているのだそうです。聖獣様には良薬となるそうですが」

「ま、まあ……毒……。そ、そんな恐ろしいものを、なぜわたくしに？」

「火聖獣様の言伝、もう一度お伝えすべきですか？」

「っ……」

　本物の聖獣治療薬。これを崖の国へ持ち帰れ、ということ。

　その間に【紋章魅了】を解かれる。おそらく〝第三妃〟は聖獣祭にも参加はさせてもらえまい。いや、参加できたとしても、聖森国国王や王妃、重臣たちのいるところへは、出させてもらえないだろう。

（素敵。素敵だわ、ルシアス様。でもとても腹立たしい。この場の誰もわたくしを助けようとしないのも、あなたの思い通りになるのもすべて腹立たしい！　崖の国へ聖獣治療薬を持ち帰れ？　火聖獣にこれを献上して、謝れというの？　はぁ？　死んでも嫌よ！）

　どう切り抜けるべきか。預かって叩き割るか？　しかし、万が一ということもある。保険として持っておくのはありだ。

　いや、まだ手はある。やはりこの聖獣治療薬をスティリアが作ったことにすればいい。

　部屋に戻ったあと、侍女をルシアスのところへ行かせて『あの薬はスティリアが作って殿下の部屋に置いておいたものだったのです』と告げ口させるのだ。

　それだけで、スティリアは〝自分の功績をひけらかさない淑女〟という評価に転じる。

　これこそ〝薬師の聖女〟というわけだ。

　国民の人気取りのためだけに名乗っていた肩書きだが、存外役に立つものだ。

「いいえ、それでは部屋に戻って帰国の準備をいたしますわ。しばしの暇いとまをいただきますこと、どうぞお許しくださいませ」

「？　帰国……ですか？」

「え？　ええ？」

　妙なところを聞き返された。おかしなことは言っていないはずだ。

　一応、ルシアスとはまだ〝婚約〟の期間中。崖の国へ戻るならば〝帰国〟というのが正しい。

　ふぅーん、と腕を組みながら顎を撫でるルシアスの笑み。嫌な感じが増していく。

「ところで、さっきおっしゃっていたスティリア様製の〝聖獣治療薬〟は見せていただけないのですか？」

「え？」

　ぎくりとした。

　部屋に入るなり聞かれた件のことを言っている。

　スティリアは、頼まれていた聖獣治療薬はできていると、はっきり答えた。部屋に戻ってから侍女に告げ口させるつもりが、すでにそう答えていたこともあり、ルシアスに先手を打たれてしまった。

「そ、それは」

　侍女に目配せしても、彼女らは何度もスティリアの【紋章魅了】を受けているせいで思考がひどく鈍くなっている。指示も出さない状態で『それはスティリア様がお作りになった薬です』などと、フォローは望めない。

「もうできているのですよね？」

　たとえ本当に聖獣治療薬を持ってきても、すでに〝スティリア以外にも聖獣治療薬は作れる〟と立証されている状況。スティリアの立場は変わらない。

　しかも、誰が作ったかわからない薬など恐ろしい、捨ててしまえばいいとまで言ったのだ。今さら自分が作りました、などと嘘をつくわけにはいかない。そう言ったところで、あの薬を作った人物を連れてこられたら終わりだ。

（まさか、あの城の女薬師が生きてルシアス様のもとに？　ありえない……けど……もし、そうだとしたら……）

　聖獣治療薬を作れる者を、スティリアはたったひとりだけ知っている。

　自分が十年以上利用し続けた城の女薬師、ジミーア。もしルシアスにその女薬師をここに連れてこられたら――。

　ダメだ、どこの逃げ道も塞ふさがれている。

「部屋に置いてありますので、持ってまいりますね」

　とにかく一度この場を離れよう。幸いにして、聖獣治療薬のひとつはわざわざ手渡された。これと同じ色の色水を、今からこしらえればいい。

　ただ、ルシアスが［鑑定］を持っていたのは正直想定外だった。獣人は魔術が苦手で、使えないものとばかり思っていたのだ。

「ねぇ、スティリア様、改めてお聞きしますが――本当にあなたに帰る場所があると思ってます？」

「え？」

　お辞儀をして、部屋から出ようとしたその時、ルシアスがクスクスと笑う。

　これはとどめ――最終警告。

「［魔獣寄せの魔術紙］……もうバレてますよ。あなたの配下が、あなたの指示で半獣人の村の近くで〝実験〟を行ったと証言も取れています。なにをお捜しだったのかも」

「――」

「改めて申し上げておきますね。……それ、聖獣治療薬は人間には猛毒です。あなたに王族の誇りが残っておいでなら、ぜひ見てみたいものだ」

「…………」

　手に持っている、聖獣治療薬。人間には猛毒。スティリアに帰る場所は、ない。

（［魔獣寄せの魔術紙］のことまで知ってるなんて……本当に素敵だわ、ルシアス様）

　周りの侍女たちは【紋章魅了】で目も意識も虚うつろ。ルシアスの部下エンスもまた、佇たたずんだままスティリアを助けようとはしない。

　腹が立つ。こんなにも追い詰められるなんて。

「あなたの名誉のために人の少ない私の部屋をお勧めしているんですが……処刑台の方がお好みでしたら、そちらを選んでいただいても構いませんよ。もうすぐ聖獣祭ですからね、イベントは多い方が民も喜びます」

「……っふ、ふふふ……」

　なるほど、とスティリアは微笑んだ。

　手渡された聖獣治療薬は、猛毒。ルシアスの言う通り、火聖獣に届けに行っても構わない。

　しかし、崖の国の者たちはスティリアの【紋章魅了】がすでに解けているだろう。帰ればあちらで捕らわれ、処刑される。

［魔獣寄せの魔術紙］を用いて、崖の国側で魔獣融合という天災を人為的に引き起こした件が伝わっている――と言っているのだ。

　ルシアスの言う通り、崖の国の両親は嬉々としてスティリアを捕らえ、聖獣祭で処刑するだろう。

　なんとか逃れて聖森国に戻ることができても同じこと。スティリアが聖森国を留守にすれば、せっせとかけて回っていた城内の【紋章魅了】は解けてしまう。

　なにを選ぼうが、待っているのは――。

「素敵。とても素敵ですわ、ルシアス様。わたくしここまで追い詰められましたの初めて……やっぱりわたくしの目は間違っていなかった。あなたは最高だわ」

「お褒めに与あずかり光栄ですね」

「そんなあなたがわたくしに平伏して、血の涙を流して罵ば倒とうしてくるところを――見たかった。とても残念ですわ。まあ、まだ諦めていないんですけど」

「でしょうねぇ」

　なにもかもが筒抜け。彼にはスティリアのなにもかもが見透かされていた。

　その上、スティリアの【紋章魅了】が効かない。

（ああ、素敵……本当に……好きだわ、ルシアス様……！　愛してるわ！　わたくしの思い通りにならない男！　美しく聡そう明めいで、わたくしをここまで追い詰めた唯一無二の人！　好き好き好き好き！）

　恍惚と彼を見る。そして、彼が微笑むと死んでもいいと思えた。

　そう、死んでもいい。今なら死んでも構わない。彼になら、殺されてもいい。だってスティリアは彼を死ぬほど苦しめたかったのだから。

　追い詰められていることにたまらなく興奮した。

　彼に、ルシアスに、少なくともこれほど手の込んだやり方で追い詰められたのは、きっと自分だけだ。ここまで追い詰めて、目の前で死を確認するまで安心できないと言われているのだ。

（はぁ～～～～ん！　わたくし頑張った甲斐がありましたわ～～～～！）

　聖獣治療薬の蓋を開け、最期にもう一度ルシアスを見た。満面の微笑み。万人が見惚れるであろう、絶世の美女スティリアの心からの微笑みだ。

「またお会いいたしましょう」

　ごくん。ごくん。ごくん。……一気飲みだ。




　――バターーン！




　崩れ落ちて倒れたスティリア。

　その瞬間、彼女の侍女たちがハッと顔を上げる。虚ろだった瞳に光が戻り、表情にも感情が宿った。

「わ、私、ここでなにを？」

「っていうかここはどこ!?」

「え？　え？　なにが？　ここなに!?」

　と、大混乱。記憶に弊害が出るほど深く［魅了］をかけられていたのだ。

　エンスがスゥ、と顔を上げ、ぽつりとひと言。

「またお会いいたしましょう――ですか」

［魅了］をかけられて間もなかったエンスは、侍女たちに比べてかかりが浅かったのだろう。今までのやり取りをしっかり覚えているらしい。

　そのひと言に、ルシアスが凄まじい顔でにらみつけてくる。

　まったくもって、最後まで勘のいいというか。

「死んだわけではないのでしょう？」

「もちろんだ。だがもう二度と魔術は使えない。これでただの人間になったわけだ。すぐに捕らえて部屋に放り込んでおけ。崖の国に送り返す」

「はっ」

　崖の国に送り返せば、極刑は免れない。

　カーロ――もとい崖の国の王子エルフォルドやミーアの件を含め、火聖獣様が話していた弟妹暗殺の件、今回の魔獣融合の件まで、叩けば叩くほど色々出てくるだろう。

　だがそんなことは知ったことではない。処刑されるのならそれがいいとさえ思っている。

　それでも、最後の――『またお会いいたしましょう』などと恐ろしい言葉を聞いたあとでは鳥肌が立って仕方ない。

　まるで自分が飲んだ薬が、聖獣治療薬ではないとわかっていたかのようだ。

　ミーアの作った、〝魔力無効薬〟。

　これでスティリアは二度と魔力と魔術が使えない体となった。

　スティリアの【紋章魅了】も、効果を失う。スティリアに【紋章魅了】をかけられたすべての人が、これで自由になったのだ。

　エンスが［魅了］をかけられる前から手配していた衛兵たちによって、スティリアは運び出されていく。

　スティリアを最初から疑わしく思っていたルシアスは、彼女を城に迎え入れた直後から見張りや巡回の兵士の配置や交代時間を変え、なにか事が起こった時にすぐさま対応できるようにしておいた。

　もともとタルトとカーロの様子を見に行く〝行商人〟の時間も、あの村ひとつでなく複数にしてエンスを連れ出すようにし、［魅了］にかかりづらくさせる徹底ぶり。

　さらにスティリアがその邪悪な尻尾をいつ出してもいいように、彼女を追い詰める材料集めにも余念はなかった。

　まったく、実に面倒な日々である。

　ルシアスとしては愛しく大切な妹と、この国のことだけ考えていたかったというのに。

　だが、それも今日で終わり。

　運ばれていくスティリアを見向きもせず、ルシアスは窓辺に近づいた。

　空が青い。火聖獣の〝祝福〟を思い出して目を細める。

　――世界は美しい。

「ルシアス様、〝英雄の子〟や〝薬師の聖女〟をどのようにこの国に招くのですか？」

「知れたこと。〝火聖獣の申し子〟を招けばついてくるだろう。崖の国はもうあの子しか世継ぎが残っていないしね」

「バレたらミーア様に怒られそうですね」

「え？　黙っててよ？」

「はい、もちろん」

　エンスが頭を下げる。それを窓ガラス越しに見て、目を瞑った。

　ようやく、ひとつ大きな荷が下りたのだ。

　まあ、もとを正せば背負い込む必要もない荷物ではあった。

　だが、妹エルメスを背負うと決めた時に、彼女に伴う荷もまた、すべて背負うと決めている。

　今回の件をきっかけに、カーロは崖の国の正式な王太子となるだろう。

　だが、彼は狭間の森で半獣人たちに育てられた。

　これを逆手に利用する。

　聖森国は半獣人たちの村をひとつに統合し、狭間の森で半獣人の町を作るのだ。

　もともとルシアスが法的に〝半獣人は獣人の亜種であり、ヒト種である〟と定めている。つまり、狭間の森とそこにできた半獣人の町は聖森国の一部となるのだ。

　崖の国はカーロのこと、スティリアの起こした一件もあり、口出しなどできないだろう。

　これで狭間の森と半獣人の町、そこに住む風聖獣、土地の資源を聖森国が確保したことになる。

　苦労は多かったが、報酬としては十分。

　そして、カーロを〝次期崖の国の王とするための教育〟を理由に、聖森国の学園に招く。

　カーロから厚い信頼を得ている自信があるので、崖の国の学園と聖森国の学園、どちらを選ぶかと言われればきっと聖森国を選んでくれるに違いない。

　選ばないのなら、そう仕向けるまで。

　たとえば、タルトとミーアを聖森国の学園に無償で入学させる。ミーアの事情と、エルメスと友達になる約束を盾にすれば簡単なものだろう。

　――という思惑がミーアたちにバレると怒られるので、もちろんエンスには口止めだ。

　カーロの思想がそこでどのように成長するかは未知数だが、聖獣大戦により生まれた人間種と獣人種の溝を、埋めてくれるものであればいいと思う。

　そのためならば、今はまだ、ルシアス・フェリーデがあらゆる泥と闇を被ろう。

　英雄の子であり、奇跡の子、タルト。

　薬師の聖女ミーア。

　そして次期崖の国の王、火聖獣の申し子エルフォルド。

　彼らの行く末が、幸多からんことを。










六章　新しいともだち




　夏季中旬。

　崖の国および聖森国はこの時期になると聖獣様の快方を願う、聖獣祭を行う。

　思えば幼い頃――あ、ジミーアの幼い頃から、聖殿はその切り盛りで大忙し。

　祭りを楽しむ余裕はなく、大人になってからも薬作りに励んでいたせいで気づいたら終わっている、ということがほとんどであった。

　崖の国にいた頃でさえそうなので、私が市民として参加した聖獣祭はこれが初めて、といっても過言ではない。

「わぁ……」

　聖森国王都フェリーデ。

　ルシアスさんに招かれ、私はダウおばさん、タルト、カーロとともに町に入る。

　人間の私とカーロ、半獣人とひと目でわかるタルトは微妙な目で見られていたけれど、エンスさんが前を歩いて案内してくれるから表立って絡んでくる人はいない。

　エンスさん――ルシアスさんが行商人のふりをして村に来ていた時は、獣人だと気づかなかった。

　獣人だったと知った時は、部下を馬として扱ってたなんてと呆れたものだけれど、『馬の獣人は馬車を引いたり、背中に人を乗せて駆けるのが大好きなので気にしないでほしい』と言われたのでそれ以上はなにも言えなかった。

　なにより、エンスさんが瞳をキラキラさせながら『ルシアス様が背に乗るのは特に興奮します』とのことなので、はい、これ以上は本当になにも言いません。

　むしろこの話はこれ以後封印といたします。

「出店がたくさん出てるんだな」

　珍しく年相応のキラキラした好奇心丸出しの眼差しで周囲を見回すカーロ。

　私もまさか聖森国に来ることになるなんて思わなかったから、どこもかしこも物珍しい。

　崖の国にある屋台とは違って、暖簾のれんという布がかかってあってカラフルで可愛い。売られている品も崖の国とはまるで違うものばかりで目移りしてしまう。

「お買い物なさるのでしたら、すべて城の方でお支払いさせていただきますのでご自由に」

「え！　いえ、そこまでしていただくわけには!?」

　エンスさん!?　なんてことを言い出されるんですか!?　待ってください、それって全部奢おごりってことですか!?　いやいやいやいや!?

「お気になさらず。むしろミーア様には薬代をまだ支払っておりませんので」

「薬代？」

　首を傾げると「本日使う薬です」と言われた。

　今日使う薬？　はて？

「聖獣様へ献上される薬のことだ、ばか」

「！」

　カーロに耳打ちされてハッとした。

　せ、聖獣治療薬のことかー！

　別にいりません、と断ろうとしたけれど、エンスさんにその権限はない。断るのならルシアスさんに直接、と言われてしまった。

　ぐぬぬ……。

「あれ、なに？」

　タルトが城のそばにある白い建物を指差す。

　というか、その手には肉串やら果物やらジュースやらが山盛り。いつの間に？

「あれは聖殿です。祭りの主催であり、聖殿と城の中間にある〝聖獣の座〟で聖獣様への献上の儀が行われるのです。一般公開されますので、見に行きますか？」

「見たい」

「おれも少し興味があるな。ミーアは？」

　タルト大好きカーロなので、タルトの意見に追つい随ずいしたのかな、と思ったけどカーロの瞳は好奇心で輝いている。これは『少し興味がある』ってレベルではない。

　変なところ大人ぶろうとしてるんだ。もー。

「うーーーん……ある？」

「なんで疑問系？」

　ないといえばないのだが、それではジミーア時代と同じになってしまう。

　私は――ミーアは、ジミーアと違う、ジミーアの時にはできなかったことを経験する女の子になるのだ。

　それが、私が歩むべき贖罪でもある。

　火聖獣様が〝祝福〟により教えてくれたこの世界の美しさ。

　私は愚かにも、その美しさの一片も気づかぬまま薬作りに没頭していた。

　闇聖獣様が私に〝死〟をお許しにならなかったのも、無理はなかろう。あんなに美しいものを知らないまま自死しようとしていたのだ。

　もっと多くの、この世界のことを……見て、聞いて、知っていく。

　それがこの世界に生まれた者の義務だ。

「じゃあぜひ見に行きましょう！　アタシも王都をこんなふうに見て回れるのは初めてよ！　さあ、三人ともアタシの背中に乗って！」

「うん！」

　ダウおばさんもヒトを背中に乗せるのが好きなのね。

　三人でぎゅうぎゅうになりながらダウおばさんの背に乗って、儀式が行われる聖殿と城の間にある聖獣の座へと向かう。

　そこは大きな観客席に囲まれた、巨大な穴だった。

「あ！」

　観客席に着くと、中央の大きな穴のそばに三段に重なった祭壇を見つける。果物が所狭しと載っており、左右には大きなランプ。……ぼんぼりという名前の紙製のランプなんですって。

　その祭壇の前に佇むのは、儀式のための純白の服を着たルシアスさん。祭壇の周りには獣人の偉い感じの人がたくさん並んで座っている。

　一見するとみんな人間種みたいなのに、あれ全員獣人なんだよね。

　人間は人間の姿になっている獣人がわからない。獣人は人間と獣人を匂いで判別できる。不思議なものだ。

「お？　なんでこんなところに半獣人と人間がいやがるんだ？」

「マジだぜ。ガキとはいえどういうつもりだ！」

　酒くさい！　そう思ったら酒瓶を持った男の人たちに突き飛ばされた。

「きゃ！」

「ミーア！　くっ！」

　すぐにダウおばさんとカーロが私の横に来て、立たせてくれる。怪我もない。

「！」

　でも、なにより驚いたのはタルト。私たちを庇うように私たちの前に立っていた。

　ちょ、ちょっと！　相手は大人の、酔っぱらった獣人だよ!?　いくら森で大きな魔獣とも戦っているからって――そんな真正面から!?　半月剣は、持ってきてないのに！

「大丈夫か、ミスミーア!?　貴様ら……この方々はルシアス王太子殿下の客人だぞ！」

「ああ？　なんだ、テメェ」

「私はルシアス王太子殿下の側近、エンス・ビーナ！　もっともか弱い人間の少女を狙って突き飛ばすとは、貴様らそれでも獣人か!?」

「嘘つけ！　王太子付きがこんなところでガキや半獣人のお守りなんぞするわけがねぇ！」

　ど、どうしよう、なんか大変なことになってきた。

　周りの獣人も私たちを見る目が怖い。

　半獣人は差別、迫害がひどいとは聞いていたけれど……！

「半獣人と人間がこの国をデカいツラして歩くなん――」

　拳を振り上げた酔っ払いの男。

「タルト！」

　エンスさんが叫んで腕を伸ばして男を捕らえようとした瞬間、その男は笑顔のルシアスさんにより蹴飛ばされて吹っ飛ばされた。最初、ふたりの居場所が入れ替わったのかと思うほど綺麗に。

　なぜ吹っ飛ばされたとわかったのかというと、砂すな埃ぼこりを立てて悲鳴が遠ざかっていったからである。

　ちょっと見たことない光景すぎて脳が理解を拒んだというか、状況判断に時間を要したというか……え？　あれ、死なない？

「ミーア！　愛しき我が婚約者殿！　来てくれたんだね！」

「？」

　は？　なんて？　ル、ルシアスさん、なの？　いつもとテンションも態度も違う。どうかしたの？　頭を打った？　両手を空へ広げて――え、酔っぱらってるんだろうか？

　私のことを婚約者とか言ってるし。

「さすがは英雄カルロのご子息！　無事に私の婚約者をここまで連れてきてくれたことに感謝しよう！　さあ、土聖獣様、水聖獣様、ご所望でした〝薬師の聖女〟をお連れいたしました」

「え？　あの……？」

　エンスさんまで〝なに言ってんのこの人〟みたいな顔をしてるので、どうやらこれは彼も知らされていなかったみたい？

　でも、ルシアスさんが今日という日、そして聖獣祭が行われるこの場所を選んで私たちを招いた以上、最初から計画的だったんじゃない？　これ、私たちなにかとんでもないことに巻き込まれてる!?

　目の前に現れたルシアスさんの、その頭上には水のドラゴンと岩の亀が浮いている。

　風聖獣様と火聖獣様に会ったことのある私にはすぐにわかった。

　水聖獣様と土聖獣様だ。

『素晴らしい。その方が〝薬師の聖女〟か！　おかげで妾わらわたちは久方ぶりに穴の外へと出ることができたぞ！　礼を言おう！』

『ワイもワイも！　素晴らしい効き目なんだもんな！　ありがとうありがとう！　お礼に加護をあげる！』

「え？　え？　え？　え？」

　カァア、と降り注ぐ光。人々のざわめき。

　眩しい光で目を閉じて、それが収まったと同時に目を開けると、ルシアスさんの満面の笑みが目の前にあった。

　ものすごく嫌な予感しかしない。

　さあ、と囁ささやかれ、抱き上げられると目を剥いて驚きょう愕がくする観客たちの顔。

「父上、母上、そして民よ！　紹介しよう！　この少女こそ私の婚約者、〝薬師の聖女〟ミーアである！　彼女こそ私の第一王妃！　今はまだ幼いが、人間族の成長は速い！　なんら問題はなかろう！」
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「え？　は？　へ？」

「そしてこちらの少年が我が妹、エルメスを救ってくれた英雄カルロの子にして、獣人と人間との間に生まれた〝奇跡の子〟タルト！　聖獣たちがその誕生を切望せし、〝ヒト〟の希望だ！」

『素晴らしい！　火聖獣の言う通りだった！』

『すげー！　すげー！　こんなめでたいことはないぞ！　人間と獣人の間に子が生まれるなんて！　そんなの嘘だと思ってた！　間違いない！』

「…………」

　あ、タルトも呆然としている。

　ということは……！

「ル、ルシアスさん、どういうことですか！」

「どうもこうも、私は崖の国の〝薬師の聖女〟と結婚することが決まっている」

「……あ」

　そういえば。いや、でも、それってスティリア王女のことでは!?

「は、謀はかったの……ルシアスさん！」

「カーロ、君は王族でありながら為政者としてまるで学んでいない。それでは〝薬師の聖女〟も〝英雄の子〟も守れないよ。私はこの国の王太子。次期国王だ。国のために利となるものは、恩人でも使う」

「っ！」

　どちらも小声だけれど、しっかり聞こえてる！

　爽やかな笑顔でなんてことを！

　観客席の人たちも、最初こそ困惑が大きかったが、祭壇へ向かって二列に並ぶ偉そうな人たち――その最前列にいた国王らしき人物が、大笑いして手を叩き、「素晴らしい！　聖獣様たちが認めた！」と叫ぶと次第に表情が変わっていく。

　私とタルトの困惑は、ますます強くなるばかり。

　とりあえずわかることといえば、多分はめられたっぽいってことくらい？

「さあ、今日は祝いの日だ！　水聖獣様と土聖獣様の復活！　そして息子の婚約者と、英雄の子の帰還を祝え！　今こ宵よいは宴うたげだ!!」

　国王らしき人が叫ぶと、列の後ろに並ぶ派手な衣装を着た、見るからに偉そうな人たちはみんな立ち上がって拍手する。その視線、称賛は私たちへと向けられていた。

　私たち――というよりは、ルシアスさんへ？

　困り果ててダウおばさんを見たけれど、ダウおばさんも目を丸くして左右を何度も見渡していた。ダメだこりゃ。

「色々言ったけどね、ミーア……君に感謝しているのは本当だよ。父も母も、そして家臣たちも聖獣様たちも……君のおかげで今日を迎えられたんだ」

「っ……」

「婚約の話は考えておいてくれればいい」

「いえ！　それは――わぁ！」

　抱えられ、甘く囁かれて、危うく流されそうになった。けれど、ルシアスさんが私を抱えたまま浮き上がって思わず抱きつく。

　ふ、［浮遊］の魔術？　ううん、［飛行］？　ゆっくり移動してる。

　こんなに繊細に高位魔術を使いこなすなんて、やっぱりルシアスさんってすごいな～……ってそうじゃなくて!!

「宴の席に招待するよ。エンス、ダウとカーロを連れてきて」

「は……」

　渋々といった様子で頭を下げるエンスさん。

　それから、本当に酒盛りの場に連れていかれてたくさんの人に話しかけられた。

　大穴の隣での酒盛りとは驚いたし、水聖獣様と土聖獣様もお酒を飲んでいる。信じられない光景だ。これが聖森国！

　私とタルトは口下手なので、始終カーロが受け答えしてくれたけど……その表情に余裕はない。

　時折見せる、カーロの悔しそうな表情。自分の力不足を、悔いている時の顔。

　それでわかった……ここは――政治という戦場。非武装な私たちが、いるべき場所ではない！

「時に、聖女様は本当にルシアス殿下と結婚なさるおつもりなのですかな？」

「まだかなりお若いようですが」

「崖の国の王族と結婚された方がよろしいのでは？　あなたは人間種なのですし」

　ははは、となにが面白いのか聖森国の貴族のおじさんたちが笑ってああだこうだ言う。

　そんなの、私だって今さっき聞いたんだもん、知らないよ。ルシアスさんに直接言ってほしい。

　とはいえ、どのおじさんも目がちっとも笑っていなくて怖い！　とても迂闊になにか言える空気じゃない。

　カーロは別のおじさん対応中だし、タルトはそもそも誰に話しかけられても完全総無視だし、ダウおばさんは貴族のご婦人様たちに囲まれてあっちはあっちで怖い空気だし。

　どうしよう、困ったな。

　ルシアスさんは王族としてとても離れた席にいる。

　エンスさんには何度も「助けて！」って視線を送ってるんだけど無視！　もおおおお！

「まあ、ずるいですわ、皆様ばかり。わたくしもお話に交ぜてくださいませ」

　私の隣に座ったのは、切り揃えられた綺麗な白い髪の女の人。肌は病的なほどに白く、聖森国特有の民族衣装だろうか、ふんわりした長袖のワンピースドレス。

　肌が白いからこそ、カラフルな衣装が勝って見えて、ちょっともったいない。

　けれど、私のところに歩み寄り、スカートを丁寧に撫でて隣に座る、その仕草のひとつひとつが美しい。

　その瞬間、私たちに執しつ拗ように話しかけていた偉い人たちは口を噤つぐむ。

「はじめまして、聖女様。そして英雄の子、タルト様。そのご友人、カーロ様、ダウ様。わたくしはエルメス。この国の第一王女です」

「！」

　この人が！　半獣人……獣の姿になれない、ルシアスさんの妹！

「兄が色々無理を言ってごめんなさいね。きっとまたわたくしのためになにか悪いことを考えているのです」

　こそ、と私にそう耳打ちするエルメス姫。

　またって、ルシアスさん……。

「あ、いいえ、エルメス姫。今日こちらに来たのは、私も望んでのことだから……」

「まあ」

　そうだ、ルシアスさんとの約束で〝エルメス姫に会う〟というのもあった。

　確かに変なことに巻き込まれてしまった感はあるけれど、ルシアスさんがエルメス姫のことをとても大切にしているのを知っている。

　そのために、この国を丸ごと変えようとしているのも。

　さっきのはちょっと嫌な気持ちにはなったけど、なりふり構っていられないルシアスさんの暴挙だと思えば可愛げも――なくも、ない、ことも、なくもない？

　いや、やっぱり嫌だな。そもそも聖獣治療薬の報酬は〝薬師の聖女って呼ばない〟だったのに！　めちゃくちゃ利用されてる！　この話はのちほどしっかりさせていただくとして!!

「私、エルメス姫様のお友達になりに来たんです」

「！」

　今まで聞いたことのないざわめきが、その場に起こる。

　やっぱり、エルメス姫はなにか特別な事情を抱えているのだろう。命を狙われるような、そんななにか。

　それは半獣人だからなのだろうか？

　でも、私は半獣人が好きだ。私を助けて、娘にしてくれたダウおばさんや家族にしてくれた村の人たち。

　その人たちと同じ、半獣人のお姫様。

　きっと友達になれる。……ううん、友達になりたい。

　見上げると、少し泣きそうなエルメス姫。

「嬉しいです……！　お名前をうかがっても？」

「ミーアと申します！」

「ミーア……ええ、ええ、ぜひ！　ぜひ、わたくしのお友達になってください！」

「はい！　よろしくお願いします！」

　ああ、やはりだ。この人の中に私と同じ、でも別種の孤独を感じる。

　私はたったひとりで死を選んだ。でもそれは、この世界への反逆に等しい。

　美しい世界で、ひとりで死んではいけないの。

　ルシアスさんはきっとエルメス姫の孤独に気づいていて、なにもしてあげられないことにいじけてるんだ。

　だから私に、エルメス姫に会ってほしいって言ってたんだな。

「俺も」

「え？」

「俺も友達なる？」

「な！　そ、それなら、おれだって！」

「！」

「あ、いや……人間のおれは、嫌かもしれないが……」

「そんなことないわ！　ありがとう！　ふたりのお名前もうかがっていいかしら？」

　カーロとタルトも、エルメス姫の友達に立候補してくれた。

　ふたりも火聖獣様の〝祝福〟を受けて、知っている。

　この美しい世界を、知らずにひとりで死ぬことは許されないって。

　この世界は、優しさと奇跡で満ち溢れている。

　だから、私は――私たちは――手を取り合って、生きていく。生きていくことができる。

　もちろん、薬作りはやめられないけどね。










エピローグ




　聖神国の聖獣祭のあとのお話を少しだけすると、私たちはルシアスさんの策略通りに聖神国の貴族学園に入学することになる。

　ただし、私は幼年部。

　カーロは十二歳の子が通う中等部の一年生で、タルトは十歳の子が通う初等部の一年生。

　聖森国では、六歳から九歳の子が幼年部。十歳と十一歳は初等部。十二歳から十五歳まで中等部。十六歳から十八歳、成人までを高等部と細かく分けて教育しているのだそうだ。

　エルメス姫は今十五歳だから、中等部。

　つまり、カーロはエルメス姫の後輩ということね。

　みんな学年が違うから、離れて寂しいと思ったけど、食堂や寮のある中央校舎に行けば簡単に会える。

　さすがに寮部屋は男女で分かれてたけどね。

　そんなことよりもですよ。私、学校に通うの初めてなの！

　学校は基本的にお貴族様の通うもの。一応、聖殿でも文字の読み書きは教えてもらっていたけれど、読み書きを習得してしまえばあとは自習。私は下の子たちと話したり、自分の係になった仕事以外は薬作りの勉強に勤しんだ。

　勉強はひとりで自分に興味のある分野だけをするもの。そう、思っていたのだけれど――。

「すごい、授業が選べるんだ」

　薬作りに関するものはないけれど、文字の読み書き以外に一日ひとつだけ好きな授業を選んで受けることができる。

　算数、魔獣学、剣術、魔術、所作、マナー、刺し繍しゅうなどなど……その選択肢は百近い。

　こんなの選べないよ～。




「というわけで、エルメス様に相談に乗ってもらおうと思いまして」

　本入学の前の体験入学中、私は中庭の薔ば薇ら園にやってきていた。

　高位貴族がこそこそ話をする時に使う場所で、エルメス姫の侍女がふたり、入り口に佇んでいる。

　侍女長が私にお茶を差し出してくれるのだが、崖の国のものと違って淡い緑色で、ほんのりとした渋みがアクセントになった〝緑茶〟というお茶。

　今までお茶を飲む時に作法なんて気にしたことがないけれど、お姫様とご一緒するのに〝できない〟〝知らない〟とは、とても言えない。

　なので侍女長さんに教わりながら、注意しつつ片手でカップの底を支えながら傾ける。

　この緊張感さえなければ普通に美味しくいただけるんだけどなー。

　一息吐き出して、エルメス様を見上げる。

「お安い御用ですわ。そうですわね……ミーアが今後どのような淑女になりたいのか、によっても変わってきますわ。お兄様の婚約者ですから、ひと通り経験した方がよいと思いますが、淑女教育系を重点的に受けて……政治学も少し学ぶとよいかと」

「そ、それ本気なんですか？　本気で私なんかを婚約者に……？」

「もちろん、政治的なものです」

　途端に真顔になるエルメス様。

　しかし、さすがに今の私は見た目が六歳。こんな私を婚約者に据えるルシアスさんの精神を案じてしまう。

　あ、いや、精神も、だけど、立場的にアウトでは？　いくら政治的とはいえ、ねぇ？

「ミーアが言いたいことはわかります。けれど、兄はすでに婚約者が三人いますからね」

「さ、三人も!?」

「わたくしたち王家の者は〝オルトロス〟という、ふたつの姿を持つ種族。それゆえに獣人は人と獣、ふたつの姿を持ち、それらを使い分けて初めて〝獣人〟と名乗ることを許される種なのですわ。聖森国の王家はその始し祖そ」

「っ！」

　オルトロス――崖の国ではふたつの頭を持つ怪物として伝わっている。

　魔獣の上位種であり、凶暴で落ち着きがない。

　もともとこの世界が創り出された時に〝世界の素〟となった土が溢れて生まれた生き物の祖のひとつ。そんな伝承を持つ怪物が、聖森国の王家？

　わ、わあ……！　ルシアスさんが自分の獣の姿はとても大きいと言っていたけれど、そんな怪物だったなんて！

「そして、その姿を受け継ぐのは極めて困難。わたくしの父や祖父は、母方の獣の姿を受け継いで、兄は隔かく世せい遺伝でオルトロスの姿を得ました。けれど、わたくしは……」

　エルメス様がオルトロスの姿どころか、人の姿しか持たない半獣人であることがわかると、祖父――先王が怒り狂ってエルメス様を幾度となく暗殺しようとしたらしい。

　誘拐事件に始まり、夜襲、毒、馬車の事故を装われたり、暗殺未遂は彼女がこの歳になり先王がお亡くなりになるまで続いた。

　現王――ルシアスさんとエルメス様のお父様もお母様もそれを知っていたのに、止めることはしなかったそうだ。ルシアスさんだけが、エルメス様を守ろうと必死になってきた。

　祖父の死後はそのような危険に晒されることはないそうだが、正直不安はつきまとっているらしい。

　それはそうだよね、いつ暗殺されるかわからない生活を十五年も続けてきたんだもの。

　ルシアスさんが私に『妹の友達になってほしい』と懇願してきた理由も今ならわかる。

　あまりにも、孤独すぎるもの……。

「でも、だからって私まで聖森国の貴族学園に通えだなんて……ルシアスさんの言いたいこともわかるんですけど、こんなに小さい私を仮とはいえ婚約者に据える意味があるんでしょうか？」

「歳の差はあまり関係ないのよ。聖森国の王族の中でも、オルトロスの〝種〟であるお兄様は長寿だから、ミーアが大きくなっておばあちゃんになっても、お兄様はあの若さのままですわよ。水聖獣様と土聖獣様のご加護もありますし」

「えーっ！　なんかそれはずるい」

「けれど、ミーアだって加護持ちですもの。普通の人間より長寿となっているはずですわ」

「え、えぇ……そ、そうなの？」

　それはそれで微妙だなぁ～。

「だから今は深く考えなくても大丈夫ですわ。ミーアはまだ子どもなんですもの。お兄様だって、ミーアに好きな人ができたらすぐ婚約解消しますわ。兄のことなど他の婚約から逃れる堤防とでも考えておけばよいのです」

「は、はぁ……」

　堤防かぁ。王子様をそんなふうに思うのは気が引けるけれど……。

　しかし、私が聖獣治療薬を作ったことは聖獣祭で大々的にバラされてしまった。

　あの場で〝ルシアス殿下の婚約者〟になっていなければ、聖森国の貴族から婚約の申し込みが殺到していただろう、とエルメス様とエンスさんが言っていたんだよね。

　聖獣治療薬を作れる者を身内に引き込めば、間違いなく国家重役になれるから。

　そして、それは崖の国でも同じだろう。

　まして私は、風聖獣様と火聖獣様に加護をいただいた。加えてこちらでも土聖獣様と水聖獣様に加護を与えられて、今や世界初の四属性加護持ちという異例の存在。

　村で大人しく暮らしていたかったけれど、村や自分の身を守るためにもここで立ち居振る舞いや味方を得ておかなければならないのだ。

　村に戻れば、子どもの私を誘拐するために村が襲われかねない。

　学園に入学したのは村のためでもある。

　いつか帰る、私の新しい故郷。

　絶対、絶対！　絶対に帰るから！

「うーん……それなら、魔術をもっと掘り下げて学んだ方がいいのかな。薬関係で必要になった魔術は粗方使えるけれど、それ以外はてんでダメダメだし」

「それもいいかもしれませんわ。――魔術といえば、ミーアが作った〝魔力封じ薬〟で魔力を失ったスティリア王女のその後の話は聞きましたか？」

「え、あ……ど、どうなったんですか？」

　ここにきて思いもよらない名前が出た。

　正直もう、あの人のことは忘れていたかったのだが、自分の薬による結果は受け止める。

　――そう、決めたばかりだから。ちゃんと向き合わないと。

「処刑台に送られたそうです。けれど、崖の国の王とお妃様は未だにスティリア王女の［魅了］を警戒しており、無観客で行われたとか」

「しょ、処刑……」

　この国から生きて出たとしても、故郷で殺されてしまうなんて。カーロのことがあるから、それも致し方ないのかもしれないけれど。

　むしろ、お妃様は産んだ子どもをことごとく殺されたのよね。うっ、そう思うとお妃様の心中はさぞ複雑だろうな。それも自分の産んだ娘が他の子どもたちを殺してたんだものね。考えただけで胃が痛くなる事案……！

　それに、離れて暮らさざるを得なかったカーロは聖森国の学校に通うことになっちゃって、お妃様はカーロに会いたかったんじゃない？

　今さらだけど、本当にカーロは崖の国に戻らなくてよかったのかな？

　まあ、カーロ自身がこの学園に通うことを選んだのだから、私がとやかく言うことはできないけど。それでも、スティリア王女が処刑されたのならカーロにとって崖の国に戻る不安は、もうないような――。

「ただ……スティリア王女が無事に首を落とされたのか、お兄様は訝いぶかしんでいるのです。『あんな生き汚なそうな女が本当に死んだのか、死体をこの目で見るまで安心できない』とまで言って、今崖の国に行っているのです」

「ええ……」

　でも気持ちはわかる。言ってることもわかる……。

　スティリア王女って殺しても死ななそうだものね。でも死体は見たくないなぁ。

「えっと、それじゃあ……魔術専攻を取ってみることにします」

「それがよいと思いますわ。四属性の加護を得たミーアならもしかしたら［治癒］を覚えられるかもしれませんもの」

「！　あ、そうか！　治癒魔術は、四属性の適性がなければ使えない……今の私は四属性の加護があるから――」

　魔術をもっと学べば治癒魔術が使えるようになるかもしれないし、その治癒魔術を薬に付与できるようになればポーションとはまた違う新薬を作れるかもしれない！

　ふ、ふふふふふふふふふふっ！

「ミ、ミーア？」

「な、なんでもありません！　相談に乗ってくれてありがとうございました、エルメス様！」

「いいんですよ。……だって、その……お友達ですもの……」

「あ……」

　照れ照れっと頬を染めつつ、両手でその赤くなった頬を包むエルメス様。

　と、友達。そうだよね。友達だものね。

　私も同性のお友達は、ジミーアの頃から考えても初めて。

　初めての友達がお姫様だなんて、ちょっと信じられないけど……こんな私にも、同性のお友達ができたんだ……。

　タルトとカーロはなんとなく兄弟みたいな感じだけど、エルメス様は私の――お友達。

「へ、へへへ」

「うふふふふ」




　闇聖獣様、見ていますか？　私、人生楽しいです！

　これから学園で学んで――もっともっと、いろんな薬を作れるようになりますね！




ＥＮＤ










あとがき




　どうも、古森きりと申します。

　この度は本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございました。

　改めて web 版から応援してくださった読者様、今回も担当してくださった井上様、再びうちの子のイラストを担当してくださったももしき先生、校正などにご助力くださった妹尾様、そして本作に携わってくださった関係者の皆様、いつも支えてくれる家族にも、この場を借りて御礼申し上げます。

　本当にありがとうございます。

　今回も原題『どうも、薬作りしか取り柄のない幼女です。～薬師の聖女と呼ばれていましたが手柄を全部横取りされたのでもう国には帰りません。さらば！～』から改題しました。

　そして今回結構作業時間をいただけまして、担当さんに「絵師さんの希望はありますか？」って聞いていただけたので、好きな絵師様をお伝えしたんですけどなんとももしき先生がお受けくださって「お、あ、おううううううう」と、地に溶けました。

　ももしき先生は古森のデビュー作『うちのお嬢様が破滅エンドしかない悪役令嬢のようなので俺が救済したいと思います』のイラストを担当してくださった方です。最初の絵師様にはスケジュールでお断りされたり、デビューの時で右往左往していて、そりゃあもう不安いっぱいの時に受けてくださったのがももしき先生でした。本当に思い入れ深い絵師様だったのでまたご一緒できて本当に嬉しいです！　今回もめっちゃ可愛いミーアたちをたくさん描いてくださり、本当にありがとうございました～！　書影はしばらく待ち受け画面にして心の支えになります。

　さて、本作の内容にも少し触れます。Web 版の方で「ルシアスが相手役じゃないのか」「ルシアスは味方じゃないの!?」みたいに言われてたんですけど、ルシアスはあくまで為政者のつもりで書いておりました。どちらかというと妹のエルメスの味方です。シスコンですね。彼は一国の王太子なので国の益を最優先にする人です。王太子ってそういうもんだと思います。王子が相手役の話なら、主人公（ヒロイン）も相応の覚悟と努力が必要だと思っている派なので、うちの作品の（まともな？）王子が相手役のヒロインは結構まじめで努力型ですね～。カーロもいずれ王太子なので、学園で学んで淑女然となればワンチャンあるかもしれません。

　でも騎士になったタルトでもいいと思いません？　言葉が足りない騎士と通じ合う幼馴染聖女とか……夢が広がりますね。まあ全部妄想なんですけど。

　それでは、またどこかでお会いできれば幸いです。

古こ森もりきり
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。


※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。













さらば！追放された薬師の聖女はもう国には帰りません。
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